
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　第10章


    
      川岸殴魚

    


    
      イラスト　ななせめるち

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    【相　談　１「勉強する気に全然ならない！」】


    【相　談　２「元気を取り戻してほしい」】


    【相　談　３「自己主張できる強い人間になりたい」】


    【相　談　４「コミュニケーションが苦手なの」】


    【相　談　５「これからもなかよくしてほしいです」】


    【相　談　６「気持ちがわかりません」】


    【相　談　７「素直になれない」】


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    　六月下旬の第二新聞部部室。


    　元校務員室を部室として使用しているため、部屋にはなんの冷房設備もなく、窓を開けていてもかなり蒸し暑い。


    「この部室ともそろそろお別れか……」


    　部長の二に階かい堂どう彩あや香かは制服のスカーフを解ほどいて胸元をノートでぱたぱたとあおいで空気を送り込んでいる。僕をまったく男性とは見なしていないのか、非常に油断しきった態度だ。


    「お世辞にもいい部室とは言いがたいけど、引き払うとなると多少の寂しさはあるね」


    　彩香は部室を見渡すと独り言のように言う。


    「まさか、この部屋から出る日が来るとはね」


    「そうだね。でも何事にも終わりが来るもんなんだよ。よし、じゃあ片付けするか」


    　彩香は観念したようにそう言うと、大たい儀ぎそうに立ち上がり、部室の隅に雑然と積み上げられた、捨てるにはもったいないけど、使うあてが特に見つからない物たちをひとつひとつチェックし始める。


    「ほら、これいくみちゃんが描かいた絵だよ。懐かしいね。なにを描いたのか一切判別できないけど」


    　まるで小学生のようなイラスト。お悩み相談コーナー体育会系の回答者、鈴すず木きいくみ作だ。たしか文化祭の出し物を考えるときに描いてもらった絵だった気がする……。遠近感がまったくなく、ランダムに散りばめられたお花。本当になんなのかわからない。わからないけれども、不思議と懐かしさだけはある。


    「これは一応取っておこうよ」


    　僕は彩あや香かからいくみの絵を受け取ると、「必要」と書かれた段ボールにしまう。今後使うことはないけど、大切な思い出だ。


    「それにしてもまさか僕たちが正規の新聞部になる日が来るとはね……」


    「私としては引退する前にこの問題にケリがつけられて本当にほっとしてるんだけどね」


    　彩香は仕分け作業の手を少しだけ止めると、ちょっぴり笑え顔がおを浮かべる。


    「……ねえ、彩香。新聞部が合併して、新聞も新しくなるのはわかるんだけど、お悩み相談コーナーは続けてもいいんじゃないかな？」


    　長い間対立していた第一新聞部と第二新聞部が合併することになり、それに際して、第二新聞部の九く文もんジャーナルは終了となり、新しい新聞を一から作ることになる。そのことには納得したし、それに伴ともないお悩み相談コーナーが終了になることも頭では理解できるのだが……。


    「勇ゆう樹き、だから、どんなものにだって、いつかは終わりが来るものなの。それに私はあのコーナーはあのメンバーがそろってこそだと思うの。だからこれで終わり。新しい一歩を踏み出さないと」


    「でも……」


    「でも、じゃない。終わりは終わり。さあ片付け」


    　彩香はこの話は終わりだと言わんばかりに、僕の言葉をさえぎって片付けを再開する。


    「ほら、これなんか、すっごく懐かしいよ、そうそうこれなんて、えーと……」


    　間を埋めるように彩香は片付けをしながら話し続ける。


    　おそらく彩香だって本当は寂しい気持ちもあるのだ。しかし第二新聞部といういわば仮の部活。しかも生徒会長から敵だと見なされている状態で後輩に引き継ぎたくはないのだろう。


    「そうそう、これも……なんだっけ？　懐かしいねえ」


    　彩香の手には長いゴムホースのようなものが握られているが……。


    　なんだ、これ？


    「これ、初登場だと思うんだけど……なにこの半端な長さのホース？」


    「あれ？　そうだっけ？　いくみちゃんがこれで木の上からバンジーして木の実を……たしかドングリを大量に……」


    「そんなシーンはなかったかな……。ドングリに関するエピソードはおそらく一度もなかったと思うよ」


    「そっか、バンジーしてなかったかも。まあいいじゃん。仮になかったとしても懐かしいよ。あー、懐かしい」


    　自分の記憶違いをごまかすためか、彩香は何度も「懐かしい」を繰り返しながら、そそくさとゴムホースをいらない物としてゴミ袋へと投入した。


    　結局、いらないんだ……。


    「彩あや香か……。もしかしてあんまり覚えてないんじゃない？」


    「失礼な。覚えてるよ。目を閉じると思い出の数々が走馬灯のように浮かんでくるよ。合宿、文化祭、美少女コンテスト、クリスマス、大食いコンテスト……」


    「大食いコンテスト？」


    「いくみちゃんがホットドッグを水に浸して食べる作戦で見事優勝して」


    「彩香は宇宙人かなにかに記憶を操作されてない？」


    「ちょっと間違えただけだから。いろいろ忙しくてゴチャゴチャしちゃっただけだから。覚えてるよ。私抜きでバーベキューしたこととか」


    　……そこはちゃんと覚えているのか。


    　彩香はこちらの反論を封じるようにさらにテンポを上げてまくし立てる。


    「とにかく私が懐かしいかどうかとか、どれくらい覚えているかは大事じゃないの。大事なことがほかにあるでしょ！　この思い出の数々をふまえて、大事なことが」


    「大事……。なにそれ？」


    「言わない。それは勇ゆう樹きの心から自然に湧わき上がってくるべきだから」


    　彩香は作業の手を止めて試すように僕の顔をじっと見つめている。


    　僕から自然に湧き上がる……？


    　まだ彩香は答えを言おうとしない。


    　ますます僕に顔を接近させてただ見つめている彩香。


    　蒸し暑いなか作業をしたせいで、うっすらと汗ばむ首筋。


    「せ、性欲？」


    「なにを湧き上がらせてるの！　違う。みんなへのお礼でしょ。これまで助けてもらったんだから、ちゃんとお礼しないと！」


    　そ、そうか。みんなへのお礼か。


    　たしかにそれはそうだ。さすが彩香、それは重要だ。これまで僕たちの企画でたくさんのお悩み相談に答えてくれたみんなになにかお返しをしたい。よくぞこんな弱小の部活動に付き合ってくれたものだ。


    「じゃあ、みんなになにが欲しいか聞いてみよう。そんなに予算はないけど、できるだけのことはしたいからさ」


    　彩香はさっそくスマートフォンを取り出すと、ＬＩＮＥラインアプリを開きグループ〝お悩み相談〟へメッセージを一斉送信する。


    　しばらくして彩香のスマートフォンが何度か振動し、メッセージが戻ってきたことを通知する。


    「み、みんな。いい子ばっかりだねえ」


    　スマートフォンの画面を見ながら感動の表情を浮かべる彩あや香か。


    　いったいどんなメッセージが返ってきたのか。


    　──お礼なんていらないの。私は私の好きなことしかやらないの。


    　最初のメッセージは美術系の回答者、村むら上かみ絵え美みだった。


    　続いて文系の回答者、九く条じようふみから。


    　──そうですよ。お礼なんて必要ないです。私もほかの方の意見を聞いてすごく勉強になりました。こちらがお礼をしたいくらいです。


    　──人間を観察するうえでは悪くない環境だったのだ。お礼など必要ない。


    　理系の回答者、遠えん藤どう梨り乃のもふみの意見に同意を示している。


    「みんな、いろいろあったのに。優しいねえ。お悩み相談コーナーがなくなっても仲良くしなきゃダメだよ」


    「も、もちろんそのつもりだよ」


    　彩香はモニターを見ながら大げさに涙を拭ぬぐうそぶりを見せている。彩香に言われなくとも、これでみんなとお別れするつもりなどない。


    　──そうだよ。お礼なんて堅苦しいよ。うまいのでおなじみの棒を何本かと現金が少しもらえればそれでいいんだよっ！


    　……あれ、お礼なんていらない風のテイストできっちり要求を伝えているメンバーが約一名。もちろんいくみだ。


    　──いくみさん。このような場合はきっちり辞退するのが大和やまと撫なで子しこの奥ゆかしさですよ。


    　──床ゆか？　床はいらないよ。


    　──いくみさん。ゆかちがいます。きんぴんのようきゅうよくないです。こんにちは。


    　──アリーナちゃん。こんにちは！


    



    　留学生のアリーナ・チェビリダッケにひらがなで注意される始末。そしてなんでこのタイミングで挨あい拶さつする!?


    　その後も「もらえるものはもらうべきだ」「いや、それははしたない」「はしたないとか時代遅れ」「時代は関係ない。はしたないのははしたない」「はしたなかわいい系がこれから来る！」といったメッセージのやりとりがスタンプつきで続く。


    　ＬＩＮＥライン上でもいつものごとくワイワイと議論が開始される。まるで騒々しさが伝わって来るかのようだ。


    　そんなとりとめのないやりとりに終止符を打ったのはふみのメッセージだった。


    



    　──じゃあ、こうしませんか。最後に私たちの悩みにも答えてもらいましょうよ。


    



    　その後はふみの意見に賛同のメッセージが続く。


    　どうやらお礼は自分たちが相談に答えてもらうことに決定したようだ。


    「本当にいい子たちだねえ。むしろ最後の企画を用意してくれるなんて」


    　彩あや香かはスマートフォンを見つめながら何度も「いい子だ」を繰り返している。大げさに見せているだけかと思ったら、どうやら本気で感動しているようだ。


    　たしかにお礼をしてもらうどころか自分たちから企画を申し出てくれるなんて……。


    　彩香の言うとおり本当にいい子たちだ。


    　もちろんこの申し出にこちらが断ことわる理由はない。


    「勇ゆう樹き、この厚意を無駄にしちゃダメだよ。絶対にいい記事にしてね」


    「わかってるよ。当然そうするつもりだよ」


    　僕だってそのつもりだ。みんなの気持ちに応えないといけない。


    　僕の珍しく力強い返事に納得したのか、彩香はお礼のメッセージをＬＩＮＥラインに書き込み、提案どおりにさせてもらうことを告げる。


    　ＬＩＮＥのグループか。なかなか便利なものだ。これならひとりひとりにメールを出す必要もないし、送られた相手もほかのメンバーの返事を見ながら議論をすることができる…………。


    



    　って言うか、なぜそのグループに僕は含まれていないんだ！　そもそもそんなグループがあることすら知らなかったんだけど！　最後の最後なのに！


    「彩香、ところでこのグループなんだけど、なんで僕が……」


    「こ、これはガールズトークだから。ガールズトーク。複数のガールがトークするからガールズトーク。ボーイは入れないからガールズトーク」


    　ガールズトーク。なんだか反論を許さない響きだ。その言葉を出されるとこれ以上の追及をしてはいけない気がする。たしかにガールズトークにボーイが首をつっこむのは無ぶ粋すいもいいところだ。しかし一点どうしても気になることがある。


    「……僕の悪口を言ってたりしないよね？」


    「まさか……」


    　彩香は僕の視線から逃のがれるように顔を伏せる。怪しい。むしろ怪しい人のお芝しば居いをしているんじゃないのかと思うくらいに怪しい。


    「言ってるね……」


    「軽くだよ。本当に軽く。天気の話題くらいのレベルで。挨あい拶さつみたいなもんだよ」


    「挨拶のように悪口書いてたら、むしろ問題なんだけど……見せてもらえるかな？」


    「無理っ！　ガールズトークだからっ！　ガールズトークだよ！　ガールズトークを無理矢理男子が見ようとすると、雷に打たれて死ぬらしいよ！」


    　僕はなんとかスマートフォンを奪い取ろうとするが、彩あや香かは胸に抱きかかえるようにしてそれを阻そ止しする。この状態で奪うとまるで襲おそいかかっているみたいになってしまう。


    　残念ながらＬＩＮＥラインのメッセージを確認することはできなかった。


    　こうして僕はお悩み相談コーナーのみんなが本当は裏でこそこそよからぬメッセージをやりとりしているのでは？　本当はいい子じゃないんでは？　そんな疑念を残し、最後のお悩み相談に臨のぞむことになったのだった。

  


  
    【相　談　１「勉強する気に全然ならない！」】


    
      二年　鈴すず木き いくみ

    


    　私ね、本当に勉強が嫌いで全然勉強する気にならないんだよね。文系も理系もすごく嫌いなの。でも最近、将来のことを考えるとちょっとマズい気がしてきたんだよね。でも勉強しようと教科書を開くとすぐに集中力が途切れちゃうの。すぐにテレビ見たくなっちゃうし、すぐに反復横跳びしちゃうし、すぐに倒立前転したくなっちゃう。どうしたら勉強をちゃんとするようになりますか？

  


  
    Answer's
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    梨　乃：脳にもトレーニングが必要。前ぜん頭とう葉ようを鍛きたえるのだ。
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    ふ　み：すべては日本語が基本です。まずは国語力を身につけるのです。


    


    


    [image: ]


    絵　美：あの日のことを思い出すの……。
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    アリーナ：環境大事でーす。日本に来たら日本語勉強するしかありませーん。


    


    

  


  
    　こうしてはじまったメンバーの悩みに答える企画。


    　最初はいくみの相談。部室に集まったいつものメンバーに悩みを打ち明ける。


    　勉強に集中できないとの悩み。まさにいくみの抱えている問題の中心であり、いくみの個性をつくっているセントラルドグマだとも言える部分。


    　それにしてもいくみは集中力途切れすぎだ。倒立前転をしてしまってはもはや勉強への復帰は望めないだろう。


    　この相談に答えるトップバッターはふみだ。


    　姿勢正しく正座をしたまま、いくみに語りかける。そのたたずまいはまるで古風な先生のようだが、それでいて制服の上からでもわかる抜群のプロポーション。こんな先生なら少なくとも僕は夢中で勉強することだろう。


    「やはりすべての基本は読解力だと思うのです。まず読解力をつけないことには勉強しても理解するのに時間がかかってしまうと思うのです」


    　ふみの意見はいかにも文系らしいものだった。


    　たしかにいくみが教科書を開いてもすぐに別のことが気になってしまうのは、教科書に書いてあることが理解できてないからかもしれない。


    　しかしいくみはふみのアドバイスを聞きながら厳しい顔で腕組みしている。なんだか納得していない様子だ。


    「うーん。その読解力ってどうやってつけるのさ？」


    「それはもちろん読書をすることですよ」


    「やっぱりね。ふみは私のことを甘く見てるね」


    　いくみはまるでそんなことなどお見通しだといった表情。


    　なんだかここまでの展開は読んでいたといわんばかりだ。


    　そしていくみは身を乗り出すと、じっとふみの目を見つめて、さらに言葉を続ける。


    「ふみ、私はね。読書をするとね、なんと寝ちゃうんだよ」


    「なにを自慢げに語っているのですか！」


    「だってすごい眠いんだから！　体調がいいときなんか表紙で眠れるよ」


    「体調がいいのでしたら、本を読んでください！」


    「だってどうしても眠くなるんだもん！　しょうがないでしょ！」


    　すっかり開き直ってしまった。むしろ本が悪いと言わんばかりの口く調ちようだ。


    　しかしそれでもふみは諦あきらめようとはしない。粘り強くいくみの説得を試みる。


    「いきなり難しい本を読もうとするから眠くなるのです。いくみさんが楽しめるわかりやすい本からスタートして徐々に難しい本にチャレンジしてはどうですか？」


    「それもやってみたことあるんだよ。最初は絵本からはじめて、ちょっとずつ難しいのを読んでみる作戦」


    「あら、すでにやってみたことあるんですか？」


    「でも絶対に週ベで止まっちゃうんだよね」


    「週ベとはなんですか？」


    　かわいらしく小首をかしげるふみ。


    「週刊ベースボールマガジンだよ。何回やっても週ベより難しいと寝ちゃうの。なんでなのさっ！　もうこんなんじゃ野球の監督にしかなれないよっ！」


    　いくみはそう言うと身を投げ出し、仰あお向むけに倒れてしまう。おそらく読書がちゃんとできない自分が不ふ甲が斐いなく悔くやしいのだとは思うが……。


    　おそらくこの話を聞いて、もっとも悔しいのはセ・パ両リーグの監督たちだろう。監督は勉強できなかった人のなれの果てでは決してない。


    「いくみさん。諦めずに続けていれば、きっと楽しく本を読むことができるはずです。ゆっくり時間をかけて」


    「もう高校二年なんだよ。そんなにゆっくりしてられないんだよ」


    　そもそもいくみは自分がこれまでゆっくりしていたから高校二年になってこの状態なわけだが……。


    「そうですけど、やはり近道はないですから」


    　ふみはすっかり困り果てて助けを求めるかのように、ほかのメンバーの顔をうかがっている。


    　ここはいったんバトンタッチをするべきだ。


    　やはりここはもっとも勉強が得意な梨り乃のが適役だろう。


    　……ただしふみと違っていくみに優しく教えたりはしないだろうけど。


    　梨乃はさっと長い黒髪をかき上げると淡々と話し始める。


    「いくみから勉強について悩みを相談されるなどとは想定外だったのだ。完全に勉強については諦あきらめているものだと思っていたのだが」


    　梨乃の言葉をいくみは大きく首を振って否定する。


    「ずっとそうだったんだけどさ。やっぱ考えを変えたの。将来、かわいいお嫁さんになって子供が生まれたら勉強教えてあげたいじゃん？　このままだとヤバいと思うんだよね」


    「ふむ……。もう少し早く気がつくべきだったのだ。非常に残念なのだが、すでに手遅れなのではないだろうか」


    「そんなことないよ。諦めたらそこで試合終了なんだから！　ってことは諦めなければずっと試合終了じゃない！　私は絶対に諦めないから永久に試合終了しないよ！」


    　いくみは握った拳こぶしを振り回しながら、そう断言する。


    　強い気持ちは伝わってくるものの、安あん西ざい先生の名言はそんな意味ではないはずだ。バスケも試合時間が過ぎたらさすがに試合は終わる。


    「梨乃さん。せっかくいくみさんが勉強をする気になっているのですから、水を差してはかわいそうです。みんなでどうしたらいくみさんが勉強に集中できるか考えましょうよ。もっと建設的な提案を」


    　ふみにたしなめられて、梨乃も少し反省したような表情を見せる。


    「まあ、そうなのだが……。まずは原因を究明することが大切……。それでどうして集中力が途切れてしまうのだ？」


    「うーんとねー。教科書開くでしょ。よくわかんないことが書いてあるでしょ。そしたら眠くなるでしょ。寝ちゃダメだってなるでしょ。反復横跳びするでしょ。反復横跳びのほうがおもしろいでしょ。分身するレベルで横跳ぶでしょ。そしていつのまにか反復横跳びばっかしちゃってるんだよね」


    「むしろ私には反復横跳びのおもしろさがまったく理解できないのだが……」


    「なんで？　じゃあ今度一緒にやろうよ。エキサイティングだよ」


    　なぜか反復横跳びに誘われてしまう梨乃。意外性抜群のお誘いに梨乃も当惑の色を隠せない。そもそも反復横跳びは複数プレイに向いているとは思えないのだが……。


    　すっかり議題がそれてしまった。問題は勉強に集中する方法についてだ。すでに気持ちが反復横跳びに持っていかれてしまっている。さすがいくみだ。


    「それで、集中力を持続させる方法なんだけど」


    　僕は話を本題に戻して梨乃流の勉強に集中する方法について尋ねてみる。


    「集中力とは前ぜん頭とう葉よう前ぜん野やとの関連性が大きい。大脳には前頭葉、頭とう頂ちよう葉よう、側そく頭とう葉よう、後こう頭とう葉よう、島とう葉よう、辺へん縁えん葉ようの六つの葉があり……」


    　梨り乃のの解説がはじまった途端、いくみの身体からだがふらふらと揺れ始める。すでに集中力が失われ始めている。たしかに梨乃の話はわかりにくいかもしれないけど、それにしても集中力を失う速度がすさまじい。


    　すでにいくみの顔からは表情が失われ、焦点は梨乃の顔の後方、壁へと向けられている。


    「その六つの葉の中でも前頭葉は……」


    「はー、へー、なるほど、なるほど。ありがとう」


    「まだ本題にすら入っていないではないか！」


    「へー、入ってないのかー、なるほど、なるほど」


    「ちゃんと聞くのだ！」


    「梨乃さん。ダメですよ。もっといくみさんの興味を引くように話してください」


    　ふみがヒートアップしかけた梨乃をたしなめる。


    　梨乃は小さくため息をつくと改めていくみに優しく語りかける。


    「いくみ、これは筋トレと同じなのだ。スポーツで必要な筋肉をトレーニングするのと同様に集中するために必要な前頭葉前野を鍛きたえるべきなのだ。反復横跳びと同じなのだ」


    「反復横跳び！　なんだ、そっか」


    　急激にいくみの目に輝かがやきが戻る。


    「そう、いくみが日ごろ鍛えているからスタミナがあるように、脳も鍛えれば持久力がつくようになるのだ」


    「やるっ！」


    　いくみはすっくと立ち上がり、力強くそう宣言する。


    　さすがに付き合いも長くなってくるといくみをやる気にさせる方法も心得ているようだ。


    「前頭葉前野を鍛えるには簡単な計算や、文章の訓練をすることが有効とされている。勉強の前のウォーミングアップにもなるはずなのだ」


    「文章の訓練いいですね。私の考えである、まずは日本語をマスターすることにも一致します。文章の訓練にしましょう」


    　先ほどは自分の考えをいくみに拒否されてしまって、意い気き消しよう沈ちんしていたふみも元気を取り戻す。


    　こうして文章を使った前頭葉のトレーニングをすることになったのだが、梨乃の提唱するトレーニングは三つの言葉を選び、それを使った短い文章を作るという単純なものだった。


    「別に難しいことをする必要はないのだ。これで脳を活性化させれば集中力がアップするはずなのだ」


    「おもしろそーでーす。私の勉強にもなりそーです」


    　むしろアリーナが興味津しん々しんのようだ。キラキラと青い目を輝かがやかせている。


    「どうせなら、なにか作る言葉にルールがあったほうがおもしろそうじゃないですか？」


    　ふみの提案にいくみがすかさず手を挙げる。


    「はいっ、じゃあ新しい関節技の名前を考えることにしよう！」


    「いやでーす。なぜ技を考えるのでーすか？　もっと素敵なのがいいでーす」


    　案外きっぱりと断ことわるアリーナ。たしかになぜ柔道の新しい技なんだ。


    「じゃあプロポーズされたい理想のシチュエーションはどうですか？」


    「プロポーズ？　にゃは～、照れるなあ。ふひ～」


    　ふみの提案になぜだか唐突にもじもじし始めるいくみ。本当にプロポーズされるわけでもあるまいに。


    「だって、いくみさんがこのままでは子供に勉強を教えられるか不安だと言ってたのではないですか。それならばまずはプロポーズですよ」


    「そ、そっか。いやあでも、照れちゃうねえ。でも負けないよ。アリーナちゃん、どっちが素敵なプロポーズを考えられるか勝負だよ！」


    　ルールが決まったところでふみがスマートフォンでネットニュースを適当に開き、目についた単語三つで文章を作ることになる。


    「じゃあ、いきますね。……港、チャーハン、ヘラジカ」
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    　本当にバラバラの単語だ。これをすばやく結びつけて文章を作ることが脳の訓練になるらしいが……。


    　すでにいくみの手がまっすぐに挙がっている。さすがのすばやさだが、はたしてちゃんと素敵なプロポーズのシチュエーションを考えられているのか。


    「えーとね、海の見える港で……チャーハンを食べてたら、ヘラジカに乗った王子様が来て、『結婚しよう』って、ヘラジカの後ろに乗っけてくれるの」


    「ヘラジカに乗った王子様などいない。それにヘラジカにふたり乗りするのではない！　かわいそうなのだ」


    　いくみは梨り乃のの指摘にぽかんとしている。どうもヘラジカがいまいちわかってないっぽい。


    　そして今度はアリーナが答える番だ。


    「チャーハンの見える港でー　優しいヘラジーカにプロポーズされまーす」


    「ヘラジカと結婚は不可能だし、ヘラジカは思ったより獰どう猛もうなのだ」


    「そんなー　乙女の夢を否定しないでくださーい」


    「どこが乙女の夢なのか理解できない！」


    「じゃあ、港町のチャペルでチャーハン大好きな神父さんに結婚を誓いまーす。ヘラジカは死にまーした」


    「ヘラジカを勝手に殺すのではない！」


    「じゃあ、今度は私！　港区にあるお家で私の作ったチャーハン食べて、突然、指輪を出されて『毎朝キミのヘラジカが食べたい』って言われるっ！」


    「いくみはチャーハン作れないではないか！」


    　梨乃、つっこむところそこか？　つっこみすぎで本人もよくわからない感じになってきてしまっているようだ。


    「作れるようになるもんっ！　やるよ、シャッ、シャッ、ビヨーンって」


    「最後のビヨーンはなんなのだ！　どのタイミングでバネが必要なのだ！」


    　もはやなんの話かわからない。ただ罵ののしり合っているだけだ。まあ梨乃といくみのいつもの光景ではあるのだが。


    「まあまあ梨乃さん、これは完成度を競うのではなくて、脳のトレーニングなんですから。いいじゃないですか」


    　それを見かねたふみが止めに入る。これもまたいつもの光景だ。


    　ふみの言うとおりこれは前ぜん頭とう葉よう前ぜん野やのトレーニングだ。これで集中力をアップして勉強の効率を上げることが目的のはずだ。


    「じゃあ、トレーニング終了ってことで、いくみ、どう集中できそう？」


    　僕は本来の目的へと軌道修正する。見ていた限りではまったくいつものいくみなのだが、これで集中力が増しているのだろうか……。


    「よし、じゃあやってみるよ。なんかね、いける気がするんだよね」


    　いくみはそう言うと自分の鞄かばんをひっくり返し、最初に出てきた問題集をちゃぶ台の上に広げる。どうやらいますぐ実じつ践せんするつもりらしい。


    　ちゃぶ台に広げられたのは数学の問題集。いくみにとっては特に苦手そうなジャンルに思えるが、大丈夫だろうか……。


    　いくみはシャーペンを手に取ると問題集を睨にらみつける。


    「ふーん。ほほう、ふむむ。なるほど……ふんふん…………ふ、ふむぅ…………ふぅ」


    　立ち向かうこと約二分、問題集をぱたりと閉じてしまった。


    「ダメじゃん。全然わかんないじゃん！」


    　むしろ騙だまされたと言わんばかりの勢いで梨り乃のを睨みつける。


    「解けない問題が解けるようになるわけではない。集中力が増すと言ったのだ」


    「結局わかんないんじゃダメじゃん！」


    「ダメなのはいくみだ。なぜ即効性を求めるのだ。毎日コツコツやるしかない」


    「それができないから困ってるの！」


    　いくみのもはや逆切れとしか思えない反論にさすがの梨乃もただただ頭を抱えるばかりだ。


    　圧倒的なポテンシャルによる勉強のできなさ。これまでもいろんなお悩み相談をもらったが、これほど解決が難しい相談が身内から寄せられるとは……。


    「もういいもん。勉強できなくても。こうなったらグレちゃうからね……。不良になって盗んだバイクで窓ガラスを割って回るんだ……なんか悪いガスみたいなのも吸っちゃうんだ。歯が溶けちゃうやつ」


    　いくみはいつの時代の不良になるつもりなんだ……。


    　すっかり機嫌を損ねて、自じ暴ぼう自じ棄きな発言をぶつぶつと繰り返しているが。このままではシンナーじゃなくて別の身体からだに悪いものを吸ってしまいそうだ。


    「大丈夫でーす。いくみさんはジャパニーズ・マフィアになる必要はないでーす」


    　そんなすっかり拗すねてしまったいくみにアリーナが優しく声をかける。


    「だって、こんなに勉強できないんだよ。みんなの言うことやってもなんにもならないし。いろいろなっちゃうしかないんだよ」


    「いくみさーんはまだ本気になってないだけなのでーす。人間は本当にやるべきときになれば自然とパワーがでるものなのでーす。私も日本に来て、日本語覚えるしかなくなりまーした。そしたら覚えました」


    　アリーナは環境によって日本語を猛勉強することになった──。いくみにもそのような場面がくれば、頑張る気になって勉強もできるようになるはず──。そのようなことをまだたどたどしさの残る口ぶりで懸けん命めいに訴えかける。


    「いいですか。日本のことわざにもこうありまーす。〝門前の小僧習わぬ経を読む〟でーす。寺の前に住んでる小僧は自然にお経を覚えるのでーす。本当に生意気な小僧なのでーす」


    「むむむ……、私も本当は頑張れるってことだね」


    「そうなのです。いくみさん。自分を信じてくださーい。諦あきらめないでくださーい。いくみさんの心の中にもお経大好き小僧はいるはずでーす」


    「むむ……なんだか自信が戻ってきたよ。なるほど、そういえば私はピンチになると力が出るタイプだった気がするよ」


    　いくみってそんなタイプだっけ？　むしろピンチをピンチだと気づかないタイプだと思っていたが……、しかし本人がそう言うのだから仕方がない。


    　いつの間にかやけっぱちになっていたいくみの目に活力が戻っている。


    　飛び上がるかのような勢いで立ち上がると、みんなの前で仁に王おう立だちになる。


    「よし、みんな私をピンチにして！」


    「いくみさん、どういうことですか？」


    「だから私はいままで勉強でピンチになってなかったから頑張れなかったんだよ。もう勉強するしかなくなったらやるんだよ」


    　ふみの問いに自信満々で答える。


    　自分を追い込むことで眠っている自分のポテンシャルを引き出すつもりらしいが。


    　そんな簡単にいくとは思えない。もう失敗の予感しかないのだが、しかし本人はやる気満々、もはや異論を差し挟む空気ではない。


    「私がもう一回勉強するから、もしまた投げ出したら、罰を与えていいよ」


    「中途半端な罰じゃダメなの。……すっごいのじゃないと」


    　これまでずっと静かに成り行きを見守っていた絵え美みがついに発言する。


    　なにかしらすでに罰ゲームを思いついているようで、唇くちびるの端に怪しげな笑みを浮かべている。


    　やっと口を開いたと思ったらこんな内容。相変わらず興味の方向がわからない。


    「絵美ちゃん。望むところだよ」


    　いくみもなぜか自信に満ちた笑みを返す。


    　これだけ失敗しておきながら、なぜこんなに自信が持てるのか。


    「ちょうどいいの。じゃあ、もし投げ出したらヌードモデルになってもらうの」


    「ぬぬぬぬ、ヌード……。ぬう、いいよ」


    「絵美さん、ヌードなんてダメです」


    　この展開にふみが慌あわてて止めに入る。


    　しかし当然ながらそんなことで素直に引き下がる絵美ではない。


    「ずっとやりたかったの……。ヌードデッサン。学校でヌードなんて誰も引き受けてくれないから困っていたの。まさに千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなの」


    「いくみさんも落ち着いてください。もっとかわいらしい罰ゲームでいいじゃないですか」


    「これは罰ゲームじゃないよ。自分自身との戦いなんだよ。それに中途半端な罰じゃ、私の勉強する気持ちは目覚めないんだよ」


    　それを自分で言うか。いくみ、さすがに自分のことをよくわかっている。


    「あとで後悔しても知りませんよ」


    　不安げなふみをよそにいくみと絵え美みはさらに条件をつめる。


    　ふたりの話し合いの結果決まったことは以下のとおりだった。


    　いくみはいまから一時間勉強にチャレンジする。もしいくみが途中で投げ出したらヌードモデルになる。もし見事一時間集中して勉強をすることができたら、絵美がヌードになる。


    「なぜ絵美さんがヌードになるのですか!?」


    「いくみちゃんだけだと不公平だから……」


    「絵美さんはただ脱ぎたいだけじゃないですか！　ダメです。もっと普通のご褒ほう美びにしてください。お菓子をプレゼントでいいですねっ！」


    「……仕方ないの」


    　ふみのあまりの剣幕に絵美も引き下がるしかない。勝っても負けてもヌード。すばらしいプランではあったのだが、これは仕方がない。


    「よーし、じゃあ、勉強するよ。一時間だね。私はやるよ。絶対にっ、絶対にやるよっ！　ヌードといえば恥ずかしいでおなじみだからね」


    　いくみは開かれたまま放置されていた数学の問題集を睨にらみつける。その前にどっかとあぐらをかくと再びシャーペンを手に取った。


    　真剣に問題集に取り組むいくみ。その姿を静かに見守りながら僕の脳のう裏りにさまざまな思いが生まれては消えていく。


    　はたして今度こそ集中して勉強ができるのか？　自みずからを追い込むことによっていくみの眠っていた門前の小僧は目を覚ますのか、そしてもし失敗したら本当にヌードモデルになるのか？　なるのであれば僕はその様子を見学させてもらえるのか？　見学させてもらえないにしても、絵美によるデッサンは見せてもらえるのか？


    　もし見せてもらえるのなら、なるべく丁てい寧ねいに描かいてほしい……。細部までしっかり細かく。抽ちゆう象しよう画がなんかもってのほかだぞ。絵のことはわからないが具体的なのが一番だ。できれば全体とは別にパーツパーツのアップも描いてほしい……。


    　うーむ、主にヌードデッサンについての思いばかりがよぎってしまっている。


    　そんな僕の脳内とは関係なく、いくみはこれまでにない真剣さで問題集へと向かっている。


    　鬼き気き迫る表情で問題集を睨みつけ、時折ノートに向かってシャーペンを走らせる。数式を書いては消し、また書いては消す。


    「なんだかいくみさん、集中してますね」


    　ふみが隣に座る梨り乃のに耳打ちする。


    「うむ……、こんないくみ、はじめて見たのだ。授業中もこれくらい真ま面じ目めにやっていれば、悩むこともなかったはずなのだが」


    　二年になってからは梨り乃のはいくみと同じクラス、やはり授業中にもこれほど真面目な姿は見せたことがないようだ。


    　勉強開始から三十分が経過した。


    　たった三十分だが、先ほどはほんの数分で投げ出していたことを考えると、これでも格段の進歩だ。


    　みんないくみの邪魔をしないようにほぼ無言でその姿を見守っている。


    　その静かな応援を背に受けて問題集に挑いどみ続けていたいくみだったが……、先ほどからいくみのペンがまったく動いていない。瞬まばたきもなんだかゆっくりで、閉じてから開けるまでの間隔も随分長い。


    　どうやら眠気に襲おそわれてしまっているらしい。


    　大丈夫か？　寝たら負けだぞ。そして負けたらヌードモデルだ。


    　頑張れ、いくみ。そして頑張れ、睡魔！　どっちも頑張れ。比較的、睡魔が多めに頑張れ！


    「いくみさん」


    　その姿をふみが、小声で声をかける。


    「うっ、ダメ、ダメ」


    　いくみはその声にびくっと反応して目を開ける。


    「ふう、危ないところだったよ。寝たらヌードだった。危ない。危ない……ぐぅ」


    「いくみさんっ！」


    「あっ、危な……ぐぅ」


    　回復してからの睡魔再さい襲しゆう来らいのテンポが半端なく速い！　なんて眠気に弱いんだ。もしくは睡魔がいくみを大好きなのか？


    「いくみさーんっ！」


    　ふみはたまらずいくみの身体からだを揺さぶって目を覚まさせる。


    　ヌード関係の事情をかんがみると反則負けにしたいところだが、しかしここまでいくみも頑張ったのだ、やり遂げるまで応援してあげたい気持ちもある。もはや睡魔サイドの応援者となってしまった僕だが、ここで勉強を頑張れたことが自信になれば、きっといくみのためにもなるはずだ。一応やり遂げてもらって、それからなにかしらの因いん縁ねんをつけてヌードにもなってもらうことがベストだ。頑張れ、いくみ！


    「負けないむにゃ！　絶対に投げ出さないぐぅー！　ここで集中すぴー」


    　いくみは眠気を振り払うかのように、大きな声で続行を宣言する。しかし残念ながら語尾がなんとも不安だ。それは睡魔に取り憑つかれている人間の語尾だぞ。大丈夫なのか？


    　いくみはシャーペンを握り潰つぶさんばかりの勢いで握りしめ、ノートへと走らせる。


    　しかしその勢いは不思議とペンの先には伝わっていない。


    　意味をなさないふにゃふにゃの線がノートの上に描えがき出されるばかりだ。そして蛇だ行こうする線はノートを飛び出し、ちゃぶ台の上へと伸びていってしまった。


    　いくみはそのままの勢いでちゃぶ台の上に突っ伏し、安らかな寝息を立て始める。


    　もはやここまでのようだ……。


    　記録は約四十分、相手が難敵である数学の問題集なことを考えると大健闘なのではないだろうか。


    「ヌードモデルなのっ！」


    　絵え美みはうれしそうに声をはずませる。ぐっすり眠るいくみを見るその目は、まるで宝物を発見したかのように怪しく輝かがやいている。


    　さっそくその宝物を我がものにしようと接近する絵美。すやすやと安らかに寝息を立てるいくみへと手を伸ばし、制服の裾すそをつかむ。……まさか、いますぐヌードにしてしまおうと思っているのか？　絵美、なんてことを。……止めはしないけど。


    　しかしその手はいくみの健康的でよく引き締まった腰のくびれをかすかに見せただけでストップしてしまった。


    　絵美の手首をふみがしっかりと握っている。


    　ふみは厳しい表情で絵美を睨にらみつける。


    「絵美さんはなんで喜んでいるのです。いくみさんは睡魔に敗れたものの、頑張ったじゃないですか。そもそも絵美さんもいくみさんにアドバイスをして、勉強を頑張れるお手伝いをするべきなのです」


    「だって、寝ちゃってるの」


    「いくみさん。起きてください」


    「うーん。むにゃー、やったよー、ついに勉強できたよー……スラスラだよー、スラー、むにゃー……」


    　いくみは夢の中でバリバリ勉強しているみたいだ……。なんだか起こすのが気の毒なほどの笑え顔がおを浮かべている。


    　なんて幸せそうな……、本当に寝るのが好きなんだろう。そして勉強が苦手なのだろう。こんなのをどうにかしろと言われても誰にも解決不能なんじゃないのか。


    　そんな諦あきらめムードが部室内に漂ただよい始めている。


    　しかし絵美の回答についてまだちゃんと聞いていない。誰のアドバイスでも解決は難しいと思うが、僕たちまで途中で投げ出すわけにはいかない。


    　僕はいくみを無理やり起こして、絵美の回答を聞かせる。


    「……あのときのことを思い出すの」


    　絵美はまるで過去の風景が見えるかのように遠い目をして言う。


    「あのときのこと？」


    　あまりに急な展開にいくみも小さな口をぽかんと開けている。


    「あの生徒会から相談が来たときのことなの。……あれを思い出すべきなの」


    　絵え美みの言うあのとき──、それはいまから一か月くらい前のことだった。僕としては思い出したくもない事件の発ほつ端たん、それがあの相談だった。

  


  
    【相　談　２「元気を取り戻してほしい」】


    
      三年　向むこう田だ 邦くに広ひろ

    


    　とある人が急に元気がなくなってしまいました。その人は自分に自信があるタイプで、怖いくらいに活動的だったのですが、ある日を境に急に元気がなくなってしまいました。口数も少なくなり、ぼんやりと物思いにふける姿を見かけることもあります。きっとなにかショックなことがあったのでしょうが、元々勝ち気な性格であるせいか自分からはなにも言いません。どうにかして以前のように活動的になって気に入らない人に嫌がらせをするくらいのパワーが戻ってほしいのですが、どうしたらいいでしょうか。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：そのまま元気をなくすように、むしろセロトニン不足に陥おちいるべき。
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    ふ　み：文章から誰の話かバレバレです。これではお答えできません。
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    いくみ：汗かけばモヤモヤも流れちゃうよ。頑張って！
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    絵　美：ムンクの叫びの人くらい元気なくなったらいいの。
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    アリーナ：これは敵に塩を送るでーす。それは駄目でーす。塩は渡しませーん。


    


    

  


  
    　一か月前、その相談を持ち込んだのは生徒会副会長のひとりだった。


    　しかも元気がなくなっているのは明らかに生徒会長の白しら河かわ香か織おり。


    「なんで私たちが生徒会長の元気を取り戻さなければいけないのだ」


    　梨り乃のは僕たちの前で小さくなっている副会長に対してそう言い放った。


    　たしかにこれまでされてきた嫌がらせの数々を思えば助ける気にはなかなかなれない。


    　メンバーの回答も当然ながら全員が拒否……、と思ったが、約一名、気づかずに回答してしまっている。


    「それは……、会長の元気がなくなってしまった原因はおまえたちだからだ」


    　副会長は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべている。やはり副会長もこんなことは本意ではないのだろう。


    　それでもこうなるにいたった事情を話し始める。


    　副会長によると原因は放送部と第一新聞部が主催する校内向けのネット番組での部費を巡る討論らしい。その番組で僕たちと香織が激しくやりあった結果、僕たちはなんとか部費を維持することができたのだが……。


    「会長はこれまで他人に後れを取ることなどなかった。なのに番組であんなことになってしまって……。あれ以来すっかり塞ふさぎこみがちになってしまったのだ」


    「よかったではないか。多少は塞ぎこんでもらったほうが助かる」


    　梨り乃のは一切の遠慮なくそう言い放つ。


    「おまえたちに言ってもわからんだろうが、あの方は生徒会長として非常に有能なんだぞ。抵抗する人間には容よう赦しやなかったが、会長としての激務をなんなくこなしていたのだ。それがいまではいろいろ滞とどこおってしまって……、いよいよ生徒会の運営にも支障が出始めている。これはおまえたち第二新聞部が原因なんだからな！」


    　なんとも勝手な言い草だけど、副会長の視点から見るとそんなふうに見えるのかもしれない。


    　当然ながら、そんな理屈を受け入れる筋すじ合あいはない。


    「そんな勝手な話、知りませーん。日本ではこんなシチュエーションではこう言うと聞きまーした〝おととい来やがーれ！〟でーす。昨日きのうの前の日に訪問してくーださい」


    　アリーナは小さく舌を出してあっかんべーをして見せる。これがちっとも憎たらしくない。むしろ副会長からの好感度が上がってしまうことが不安なくらいだ。


    「こっちだって、本来ならおまえたちになど頼みたくはない。だが今回ばかりは落ち込ませた当人にしか立ち直らせることができない、そんな気がするんだ。頼む」


    　副会長は僕たちに深々と頭を下げる。


    「こうやって、お願いされると困ってしまいますよね。そもそもお悩み相談をやっている身としては困っている人がいるのに見捨てるのも……」


    　ふみは副会長を見つめながら困惑した様子で言う。


    　ふみのその言葉に梨乃も少し苦い表情。


    　どうやら痛いところを突かれたと思ったのかもしれない。あくまで理想論だけど、お悩み相談の主しゆ旨しを考えると、たとえ仲が悪い人間からの相談でも無視することは問題があるのかもしれない……。


    　その微妙な空気の変化を副会長も敏感に感じ取っている。


    「もちろん、もし会長を以前のように立ち直らせてくれたらそれ相応のお礼をするつもりだ。俺おれはまた会長のあの笑え顔がおが見たいんだ。我々を罵ののしり、嘲あざけり、ちょっとしたミスにつけ込んで責め立てているときの冬の三日月のような冷え冷えと輝くあの笑顔を……。頼む！」


    　深々と頭を下げる副会長。


    　……ははーん、なるほど、この人は変態だな。


    　まあ、どんな趣味嗜し好こうを持っていようと本人の自由だが、むしろ気になるのはそれ相応のお礼とやらだ。


    「それでどんなお礼を？」


    「もし立ち直らせてくれたら、我々生徒会は第二新聞部こそが正当なる新聞部であると認める。そうすれば正規の部活として部費を支払うし、部室も第一新聞部が使用しているものが与えられる。その他の施設の利用も同様だ」


    　これは僕にとっても予想外の提案だった。これまで僕たちの活動を一切認めてこなかった生徒会が……。もし本当ならこれ以上ない報ほう酬しゆうだが、実際問題そんなことを香か織おり本人が認めるとは思えないのだが。


    　僕の疑念を察したのか、副会長はその肝心の点について説明をはじめる。


    「約束は必ず実行する。これは我々副会長七十五名、全員の総意だ。もちろんこんなことを勝手に決めたことで会長から我々に厳しい叱しつ責せきと罰が下されることだろう。しかしどんな罰があろうが約束は守る！　なぜなら俺おれは罰が大好きなタイプだからだ！」


    　自分の変態さ加減をはっきりと断言されても……。しかし副会長の目は真剣そのもの。噓うそをついているようには見えない。そしてそこがより一層怖い。


    「信用できるの。変態の言うことに噓はないの」


    　そうきっぱりと言い切ったのはお悩み相談コーナーが誇る変態である絵え美みだった。おそらく変態は変態のことがよくわかるのだろう。


    「ここまで言われるとお断ことわりしづらいですねえ」


    　ふみは意見を求めるようにほかのメンバーを見回す。


    　その言葉にいくみが小さくうなずく。


    「それにこの人、おとといも来てるしね。なんか部室の前うろうろしてたよ」


    　ずっと厳しい表情で事の成り行きを見つめていたいくみがぽつりと言う。


    「バレていたか。こんなことなかなか頼めなくて、ここ何日か躊ちゆう躇ちよしていたんだ」


    　副会長は恥ずかしそうに頭を搔かいている。


    「えーっ、おととい来やがったのでーすか！　すごーいでーす。タイムトラベラーじゃないでーすか。これは相談聞いてあげなければいけませーんよ。おととい来やがったら優しくする、日本の伝統でーす」


    　そんなタイムトラベラーありきの伝統はないが……。


    　アリーナにそう言われるとますます断りにくくなってしまう。


    「とりあえず、ひとりの相談者であることには変わりないということで、いつもどおりやってみようか」


    　僕の提案にいまだ引っかかりを感じながらもみんなうなずいてくれる。


    　こうしてはじまった香織のお悩み相談。


    　当然ながらいつもよりは全員のテンションが低い。


    　それでもまずは梨り乃のの意見を聞いてみる。


    「まあ、あくまで一般論だが、脳内のホルモンバランスが崩れているときは、身体からだのバランスが崩れていることが多いのだ。だから適度な運動と早寝早起きで回復するのではないだろうか」


    「梨乃にしてはいい答えじゃん。やっぱり運動だよね」


    　いくみは梨乃に向かって手を伸ばし握手を求める。珍しくいくみと梨乃の意見が一致したようだ。


    「うむ、脳内を直接コントロールすることは難しい。当然ながら身体からだを通じてよい影響を与えるしかないのだ」


    　梨り乃のはいくみにぶんぶんと手を振られたままで自説を展開する。


    「そうなんだよね。モヤモヤなんかスポーツで吹っ飛ぶよね」


    「私の言っている適度な運動とはウォーキングレベルなのだが」


    「ウォーキングなんかスポーツじゃないよ。歩いてるだけじゃん！」


    「過度な運動はむしろ身体にも心にも悪い」


    「そんなことない。精神力がマックスになるし、すばやくなるっ！」


    「なにがマックスなのだ。体育会系の精神力など叱しかられ慣れているだけなのだ！」


    　なんだか握手したまま揉もめ始めてしまった。お互いの手を握りつつも激しい言い争い。ふたりの関係を端たん的てきに表している気もする。


    「梨乃さん、いくみさん、ダメですよ。仲良くやりましょうよ」


    　さっそくいがみ合い始めたふたりをふみが諫いさめる。


    　のんびりとした癒いやし系の口く調ちよう。聞く人の気持ちが自然に穏やかになる。


    　こうして議題は自然にふみの意見へと流れていく。


    「私は気分転換が大事だと思うんですよ。趣味や自分の好きなことをすることで元気になれるはずです」


    「ふーん、ふみの気分転換ってなに？」


    　いくみの問いにふみはしばらく考えたのち笑え顔がおで答える。


    「そうですね。私はお風ふ呂ろに入ることですかね」


    「おっぱいが大きいのを確認して、ゲヘゲヘできるから？」


    　いくみの視線はふみの胸元へと注そそがれている。しかもなんだか悔くやしそうな表情で。


    「そんな理由でではありません！　それにそんな笑い方でもありません！　リフレッシュですっ！　ゆっくりと半身浴をして、なにも考えずに頭を空っぽにすることで心身ともにリフレッシュするんです。いくみさんも半身浴をやってみては？　なんにも考えずに」


    　ふみの提案はそれなりに効果のありそうなものだったが、いくみはふみに答える代わりになぜだか梨乃を睨にらみつける。


    「私はお風呂に入ってなくても頭が空っぽだって思ったでしょ！」


    「なにも言ってないではないか」


    　突然のことに身体をびくっと震わせる梨乃。


    　しかしいくみはさらに猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で梨乃の顔を見つめる。


    「そんな顔してた気がしたから。じゃあ思わなかったんだね」


    「…………」


    　いくみから目をそらし突とつ如じよとして窓の外を眺める梨乃。


    「思ってるね！　もうっ！」


    「だから梨り乃のさん、いくみさん、喧けん嘩かしないでください。気分転換の話をしましょうよ。梨乃さんの気分転換はなんですか、勉強で疲れたときなどは？」


    「私は気分転換など必要としないのだ。なぜなら勉強こそがもっとも好きなことだから」


    　梨乃は少し得意げに答える。


    「梨乃さん、味気ないです。本当になにもしないのですか？」


    「脳が疲労してきたと感じたら、三十分ほど眠る。それがもっとも効率がいいのだ」


    「勉強ロボだ！」


    　いくみはせめてもの反撃とばかりに、梨乃を指さし嘲ちよう笑しようする。


    「ロボなら勉強しなくてすむではないか、とにかく私にはこれといった気分転換はない！」


    　このままだとさらにふたりの仲が悪くなりそうだ。


    　僕はいったん話題を変えるべくアリーナに話を振ってみる。


    「じゃあアリーナはなにか元気になるアイディアあるかな」


    　アリーナは小さく咳せき払ばらいすると自信ありげに大きくうなずく。


    「モルドバにはこんなときのための伝統的な方法がありまーすよ！　ご先祖様の知恵でーす。元気出したいとーきはモルドバでーは好きな食べ物食べまーす！」


    　なんだかすごい秘策がありそうな雰ふん囲い気きで、非常にオーソドックスなアイディアを披露されてしまった。


    「アリーナさん。日本でもそうしますよ」


    　ふみの言葉に大げさに驚くアリーナ。


    「しますか！　そんな気もしてまーした」


    「アリーナさんはどんな食べ物で元気が出ますか？」


    「やっぱりキュルテーシュカラーチでーすね。ほかにもお母さんの作ったチョルバ・デ・プイや、意外なところでーはアルデイ・ウンプルツィなんかも好きでーす」


    　アルデイ・ウンプルツィがどう意外なのか、まったくわからない。そもそもアルデイ・ウンプルツィのビジュアルがまったく脳内に浮かんでいないのだから……。


    「またまた、アリーナちゃん、そんな料理ないから」


    　いくみは指でアリーナの頰ほおをつんつんと突く。完全にアリーナが冗談で適当な料理名を言ったこととして処理してしまっている。


    「ありまーすよ。なんでないことにするのでーすか！　アルデイ・ウンプルツィありまーす。おいしーです」


    「うーん、名前が難しいから、ハイチューってことでいい？」


    　勝手に他人の元気の出る故郷の味をハイチューに変えた！　なんて荒あら業わざなんだ。


    　結局いくみとアリーナは相談そっちのけで、ハイチューとアルデイ・ウンプルツィのどちらがより元気が出るのか、不毛な議論をはじめてしまった。とりあえず、相談に対するアドバイスとしては〝好きな食べ物を食べる〟までで留とどめておくべきだろう……。


    　残るは絵え美みか……。


    　絵美は普段から元気があるのかないのかわからないところがあるが、本人はどう考えているのだろうか？


    「……元気がないときこそ笑うの。笑え顔がおになれば元気になるの」


    　絵美は内容とかけ離れた話し方でぽつりぽつりと話し始める。


    「絵を描かいてるときにたまに叫ぶよね、それもそんな感じ」


    　僕の言葉に絵美は小さくうなずく。


    「そうなの。気持ちが盛り上がると叫ぶ。その逆もありなの。……気持ちを盛り上げるために叫ぶの。だから元気を出したければ先に笑うの」


    「うーん。本当に？　先に笑うと楽しくなるの？」


    　いくみは絵美の意見に大きく首をかしげている。


    　しかし意外にも梨り乃のは絵美の意見に賛意を示している。


    「あながち間違っていないかもしれない。感情も突き詰めれば脳内ホルモンのバランスにすぎない。身体からだからのフィードバックもあるはずなのだ」


    「日本のことわざにも〝笑う門かどには福来きたる〟とありまーすよね。あと〝隣の客はよく柿かき食う客だ〟もありまーす」


    　アリーナも絵美の意見に賛同しているようだが、後者のことわざがちょっと違う。なんだったらことわざでもない、早口言葉だ。


    　しかしいくみはやはり納得がいっていないようで、いぶかしげな表情のままだ。そんないくみの様子を察してふみが声をかける。


    「いくみさん、試してみませんか？　そうすれば納得できるかもしれませんよ」


    「やっぱ、そうだね。じゃあ赤あか松まつ、なんかつまんないこと言ってよ。そしたらみんなで笑うからさ」


    　つまんないことって……いくみ、なんて棘とげのある頼み方をするんだ。


    「急になにか言えって……」


    「あるでしょ、なんかいつものメガネジョーク」


    　いつ僕がそんなものを披露したんだ。こんな無茶ブリは本来断ことわるべきなのだろうが……、いくみが目をキラキラさせて僕を見つめている。


    「だからそんなメガネ……」


    　ふみもじっと僕を見つめている。明らかに僕のメガネジョークを楽しみにしている雰ふん囲い気きだ。絵美、アリーナ、そして梨乃まで。みんなの視線が僕に集中している。なんでそんなにワクワクしているんだ……。笑うんだな。そういう約束だからな。


    「え、えーと、メガネあるあるを。メガネでマスクすると息でメガネが曇って前が見えなくなるよね」


    「……………………」


    「笑う約束でしょ！」


    「すみません。タイミングを取り損ねまして」


    　ふみが申し訳なさそうに言う。


    「もう一回やって、次笑うから」


    　いくみが恐ろしいことをせがむ。もう一度って、さらに悲ひ惨さんな結果になること請け合いじゃないか！


    「さっきのはミス！　絶対に笑うからっ！　言い出した瞬間に笑うから、もう一回！」


    　もはや話を聞かないと宣言しているに等しいが、しかしこれはおもしろいことを言うためではなく、笑えばあとから元気はついてくるのかどうかのテストだ。


    　胸に湧わき上がる悲しみを抑えて、僕はもう一度同じメガネあるあるを披露する。


    「わーはははっ、わーはははっ、マスクマンがメガネするからだよ！　試合負けちゃうよ」


    　いくみが約束どおりきっちりと大笑いしてくれる。残念ながらマスクの意味を履き違えているが、この際どうでもいい。


    　いくみの強引な笑いに釣られて、ほかのメンバーもようやく笑い始める。


    「あはは、メガネジョーク、まったく意味がわからなかったでーす」


    「ふふふ、なんだか楽しくなってきました」


    　お互いがお互いの顔を見合って、クスクスと笑い合う。


    「やっぱり、笑うと元気になるの。あんなにおもしろくないジョークだったのに」


    「うむ、脳内のエンドルフィンの濃度が増している気がする」


    　梨り乃のも恥ずかしそうにはにかみながら言う。


    「ふふふ、メガネ……とってもメガネな出来事ですね」


    「メガネ……、メガネはたまにメガネるからね、あははは」


    「えへへ……、門前の小僧、合わなーいメガネかけまーす。ふひひ……、」


    　なんだか意味不明の空から笑いが部室のあちこちから聞こえる。状況としてはむしろ不気味だが、本人たちは不思議と楽しいらしい。


    「ふふふ、この方法を教えてあげれば、会長さんも少しは元気になるかもしれないの……。本当は教えたくないかもしれないけど」


    　絵え美みはまだくすくすと笑いながら言う。


    　これでひととおり意見は出そろった。梨乃は寝る、いくみはスポーツで発散、ふみは好きなことをやる、絵美はまずは無理にでも笑う。


    「とりあえず……会長にみんなの意見を伝えるだけでも伝えようか？」


    　僕の言葉にみんなふくみ笑いをしながらうなずく。


    　こうして一番ありえないと思っていた香か織おりを元気にする相談に乗ることになったのだが……。


    



    　生徒会長執務室は相変わらず豪華だった。ふかふかの絨じゆう毯たんにアンティーク調のデスク。デスクの上の花か瓶びんにはいかにも香織らしい派は手でな花が生けられている。


    　副会長の言うとおり香織はいつもの香織ではなかった。デスクで書類を眺めてはいるのもの、本当にぼんやりと眺めているだけで内容は頭に入っていない様子だ。僕たちが入室したことすら気がついていないようだ。


    「会長、第二新聞部の方々をお連れしました」


    　副会長の声に反応して、ようやく僕たちの姿を認識する。


    「あ、あら、来てたの」


    　香織の声にはいつもの高圧的な調子がない。


    「おい、元気ないらしいね。相談に乗りに来たよ」


    　いくみは相変わらず生徒会長であってもまったく言葉遣いを変えない。非常にフランクな態度でいきなり本題に切り込む。


    「わっ、私が元気ないですって。万が一そうであったとしても、あなた方に私の深い懊おう悩のうが理解できるとは思えませんけど……」


    　香織の言げん動どうはいつものように超絶上から目線ではあるが、たしかに元気がないようにも見える。なんだかボーッとして集中力がないようだ。


    「なんだよ！　こっちは頼まれて来てんのにさ」


    「勝手に副会長が気を回しただけのこと。このゴディバのチョコレートを恵んで差し上げますから、帰って貪むさぼったらいかが？」


    「なにをっ！　ありがとう！」


    　いくみ、貰もらうのは貰うんだね……。


    　いくみはチョコレートをひったくるように奪うと、部屋の隅へと駆かけ去ってしまった。人間に慣れていない動物のようだ。


    　いくみはすっかりお菓子に夢中になっている。本題を切り出すのは僕の仕事になりそうだ。


    「あの、敵対している我々に話すのはあまり気が進まないかもしれませんが、副会長さんたちの想おもいを汲くんで話すだけ話してみませんか？」


    「あ、まあ……そうなの、な、なら仕方がないですわね」


    　香織は僕に声をかけられて驚いたのか、びくっと小さく身体からだを震わせる。しかも口ごもりながらの冴さえない返答。やっぱりいつもの香織からはほど遠いようだ。


    　とにかく本人の了解をようやく取り付けて相談スタートになる。


    「それで元気がない理由は自分ではわかってるんですか？」


    　ふみがなるべく刺激しないように丁てい寧ねいかつにこやかに話しかける。まるで本物のカウンセラーさんみたいだ。


    　その柔らかい笑え顔がおと口く調ちように香か織おりも少し心を許したのか、現状を話し始める。


    「残念ながら執務の効率が落ちていることは認めざるをえない状況です。それをもって元気がないとされるのは心外ですけど」


    　香織は自分の前の書類の山を忌いま忌ましげに睨にらみつけると小さくため息をつく。


    「それで自分ではなにが原因だと思ってるのさ」


    「それをあなた方が私に一杯食わせたからだと思っているならそれは思い上がりもはなはだしいと言いたいところです。局所的に多少のズレが生じたところで私が絶対的な優位に立っていることには違いないのですから」


    「じゃあなんなのさ」


    「さあ？　私も人間っということなのでは？　とにかく私に活力を与えなさい」


    　香織はそう言うと高そうなオフィスチェアーの中でこれ見よがしに脚を組んで見せる。


    　これを元気づけなければいけないのか……。やっぱりこのまま元気がないくらいでちょうどいいくらいに思える。


    　しかし、せっかくみんなで議論して出た元気を出すためのアイディアは伝えなくてはいけない。


    「一応、みんなでそれぞれ元気を出すアイディアを考えてきたんで、聞くだけ聞いてもらえませんか？」


    「そ、そう。じゃあ、聞かせていただこうかしら」


    　そんなアドバイスは必要ない、と拒絶されるかと思っていたが、香織は案外と素直に聞き入れてくれる。


    「じゃあ、まずいくみの案なんだけど……」


    「スポーツをしなよ。いろいろ吹き飛ばせるよ」


    「スポーツ？　この私が？　あんなもの蛮ばん族ぞくの娯楽。逆にうらやましいくらいです。あんなもので楽しくなれて」


    　香織はそう吐き捨てると、また力なくため息をつく。元気がないくせに、口の悪さだけは衰おとろえを見せない。


    「スポーツはそんなんじゃないよ！　もっとおもしろくて、友情とか根性とかそんなのが身につくタイプのヤツだよ！」


    「私に友情も根性も必要ありません。孤こ高こうであることが私の務つとめ、あなたのような単純な生き物はボールを追いかけるとおもしろいのでしょうが。なにか投げてあげましょうか？」


    「なにをっ！　スポーツを馬ば鹿かにしないで！　吹き飛ばされたいんだね！」


    　香織に飛びかかろうとするいくみを慌あわてて羽は交がい絞めにする。せっかくの相談を馬鹿にされて怒るのはわかるが、さすがに生徒会長を物理的に吹き飛ばすのはマズい。


    「まあまあ、ほかの案もあるから」


    　腕の中で香か織おりに挑いどみかかろうと暴れるいくみをなんとかなだめて引き下がらせる。


    　まあ、いくみが香織を立ち直らせるとはさすがに考えられない。本番はここからだ。


    「じゃあ次に梨り乃のの案を」


    　梨乃は僕に促うながされて、香織の前に立つ。やはり気が進まないようでいつもにも増して眼まな差ざしが冷たい。梨乃はその不機嫌さを隠すことなく渋々感丸出しで話し始める。


    「……心のバランスが崩れたときには身体からだのバランスを整えるべき。適度な運動と、十分な睡眠そして栄養バランスの整った食事なのだ」


    「私が体調の管理を怠おこたると思っているの？　見くびらないでいただきたいわ」


    　香織は梨乃の顔すら見ずにぼんやりと窓の外を眺めている。たしかに元気はないのだが、なんだか心ここにあらずといった印象を受ける。


    　そのぞんざいな扱いにうんざりしながらも梨乃は話を続ける。


    「別に会長を想定して言っているわけではない。あくまで一般論なのだ」


    「あら、そう。しいて言えば睡眠時間は不足しがちですが、これは生徒会長である私にとっては避けがたい宿命です。なにせこの私の活動時間こそが我が校の風紀、そして活発さ、健全さを支えているのですから。まったく……ふう……」


    　ため息混じりで自慢話、元気がなくともプライドは高い。困った人だ。


    「私は相談には回答するが、自慢を聞く気はない。伝えるべきことはすでに伝えた。参考にするもしないもそちらの自由なのだ」


    　梨乃は香織の態度に耐えかねたのか、勝手に相談を打ち切ってしまう。


    　香織は梨乃が自分の前から立ち去ったことすら気がつかない。ぼんやりと窓から流れる雲を眺めてはため息をついている。


    　高慢な言げん動どうだけは残っているものの、落ち込み具合そのものは深刻らしい。


    　次に香織を立ち直らせるべく相談に乗るのはふみだ。


    「なにか好きなことをして気晴らししませんか？」


    　ふみは香織ににっこりと微笑ほほえみかける。これまでの禍か根こんをまったく感じさせない優しく穏やかな笑え顔がおだ。


    「気晴らし？　私にそんな暇はありません」


    「忙しいのはわかりますが、結果的に潰つぶれてしまっては元も子もありませんよ。趣味はなんですか？」


    「趣味。しいて言うなら粛しゆく清せいですかしら」


    「粛清？」


    　ふみは気晴らしとしてはふさわしくない熟語に少し戸惑っているようだ。


    「そう、歯向かう生徒を過か剰じように処罰することがなによりの楽しみです。あれほど心がすっとすることはありません」


    「ダメじゃないですか！」


    「ダメかしら。これくらい生徒会長として当然の権利だと思いますけど」


    「そんな権利は会長さんにありませんよ！」


    「たしかに権利として明文化はされていませんが、逆に考えてみなさい。私に生徒を虐ぎやく待たいする権利がないとでも？」


    「ないとでも？　じゃなくて、ありませんよ、そんなことしないでください」


    「あなたが好きなことをして気晴らしするよう提案しておいて、不思議な方です。さあ次」


    　香か織おりはまるで家来に命令する姫のように手でふみに下がるよう促うながし、勝手にふみの意見を打ち切ってしまう。本当に驚くほどの傲ごう慢まんさだ。


    「そんなありきたりのアイディアではなく、もっと斬ざん新しんなアイディアはないのですか？　ふぅ、この締めつけられる感覚をどうにかしなさい」


    　自分が助言などいらないと言っていたくせに……。


    　これまで出たアイディアの中で斬新なものといえば絵え美みの意見だろうか。


    「それなら、絵美が」


    　僕は改めての説明を促そうと絵美に目で合図をするが、なぜか説明を買って出たのはいくみだった。


    「絵美ちゃんが考えたすごいヤツだからね、会長もそんなふうにしてらんないからね」


    　いくみはまるで自分のアイディアであるかのように会長を挑ちよう発はつする。


    「それで？」


    「まず赤あか松まつがおもしろジョークを言って、それでみんなで笑うの。ヤバいよ」


    　いくみの言葉に香織がかすかに眉まゆを動かす。


    「おもしろいジョーク？」


    「そう、メガネがマスクで曇くもっちゃうって話」


    　おい、いくみ！　その説明の仕方はダメだぞ！


    「あの、そうじゃなくてですね」


    　僕は慌あわてて絵美の意見である無理にでも先に笑うと、不思議と釣られて元気になるとの考え方について説明する。


    　決してメガネジョークがおもしろくて元気になれるわけではないこと、そしてメガネジョークのおもしろさは保証できないことを特に強調して。


    　僕の必死の説明が伝わったのか、なんだか香織の表情に生気が戻っている。


    「私に対して冗談を言う人間など我が校にはいませんから、新鮮ではあります。特別に許します。そのメガネがマスクで曇ってしまう話をしなさい」


    　だからそれだとほとんど言ってしまってるから！


    　しかしなぜか香か織おりの目に輝かがやきが戻っている。これまでのダルそうな態度からは想像できないほどだ。そんなにメガネジョークが聞きたいか？


    「これ自体のおもしろさは関係ないですから、笑え顔がおをつくるきっかけにすぎませんから」


    　僕は何度も念を押して、メガネジョークを披露する。


    　我ながらまったくおもしろくないジョークだ、どんな手厳しい罵ば倒とうが浴びせられるのか……、諦あきらめと覚悟をもってメガネに関するあるあるを話す。


    「あら、それは大変……ふふふっ」


    　香織が笑っている。口元を両手で隠して少し恥ずかしそうに。


    　いや、笑うという約束だったから、当然ではあるのだが、まさかそのとおりに事が運ぶとは思っていなかった。「それのどこがおもしろいの！」的な叱しつ責せきを受けるものだとばかり……。


    「ふふふ、たしかに、こうやって無理にでも笑顔を浮かべていると、幾分か気分がよくなってきました」


    　香織はクスクスと笑い続ける。意味もなく笑っている自分がおかしくてさらに笑ってしまう、そんな状況なのだろう。


    「たしか絵え美みさんだったかしら、なかなかいいアイディアです。私に褒ほめられたのですから、相当なものですよ」


    　しかし褒められた絵美は香織と反対にその表情は硬い。


    　これまでの香織とほかのメンバーとのやりとりをずっと静かに見つめていた絵美だが、どうやら納得がいかないことがあるようだ。


    「これは……違うの。私のアイディアで元気になったんじゃないの」


    　絵美は厳しい表情のまま呟つぶやく。


    「あら、謙けん遜そんしなくてもいいのですよ。なにせ私の気持ちが随分と楽になったのですから」


    　その言葉に絵美が大きく首を横に振る。


    　一層絵美の目は鋭するどくなり、まっすぐに香織の端整な顔を見つめている。


    「違うの！　私にはわかるの。……会長は元気がなくなったんじゃないの」


    「じゃあ、なんなのですか、ここ最近の私の状態は」


    「それは…………恋なの。恋わずらいなのっ！」


    　絵美は香織を見み据すえたまま、はっきりとそう断言した。


    「こ、恋？　なにを……」


    　あまりの唐突な宣言にさすがの香織もあっけに取られている。


    　しかし絵美は本人が驚いているにもかかわらず、確信に満ちた表情で、香織の顔を見つめ続ける。その鋭い視線はまるで自分でも気づかない心の奥底を見通すかのようだ。


    「そ、それで万が一恋だとしたら、相手が必要でしょう？　誰だというのです？　その、私が恋をした男とは」


    　絵え美みはその問いに答える代わりに、ずっと香か織おりを見つめ続けていた視線をついに外す。そしてゆっくりとその視線は移動し僕へと向けられた。


    「ま、まさかっ？」


    　誰よりも早く叫んだのは梨り乃のだった。ぽかんと口を開けてまさに啞あ然ぜんとしている。


    　僕だって叫びたいくらいだ。いったい絵美はなにを言い出すんだ。


    「たぶんこういうことなの……。会長はいままで誰にも負けたことがなかったの。そんな会長が人生ではじめて圧倒された経験。それがこの前の部費決定ショーだったの。……それは会長にとって衝しよう撃げき的な事件。そしてその衝撃を与えた相手、赤あか松まつに恋をしたの」


    　絵美の口く調ちようは確信に満ちている。どうやら自分の見込みに相当自信があるようだ。


    「なにを……そんな荒こう唐とう無む稽けいな想像が……よくも……」


    「絶対そうなの。プライドが高いから認めたくないだけなの！　赤松と話してるとき、ちょこちょこ照れてたのっ！　間違いないの」


    　絵美は犯人を暴いた名探偵のごとくビシッと香織を指さしながら、そう断言する。


    　その衝撃的な断言にさすがの香織も面食らっているのか、言葉がすぐに出てこない。ただ顔を真っ赤かにして睨にらみ返すだけだ。


    　そしてその動揺につけ込む人間がひとり、いくみだ。
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    「さすが絵え美みちゃん。間違いないね。そして好きな人がバレた人はからかわれることも間違いないよ！　やーい、やーい」


    「やーいなの～」


    　ここぞとばかりはやし立てるいくみと絵美、いつのまにかアリーナまで加わっている。


    「やーいでーす」


    「アリーナちゃん、相合い傘がさ描かくの」


    「おおジャパニーズ、アイアイ・アンブレーラ！　はじめて見まーした。ここに間抜け野や郎ろうの名前書くのでーすね」


    　いまどきこんなにからかうかね……。本当にうれしそうにそして執しつ拗ようにからかい続ける。


    　これまでさんざん馬ば鹿かにされて蓄積したものが一気に爆発したのだろう。


    　最初は想定外の出来事に呆ぼう然ぜんとしていた香か織おりだったが、執拗なからかいを受けるうちに、徐々にいつもの自分を取り戻し始める。


    「……あなた方、誰を嘲あざけっていると思っているのです。とくに留学生の小娘、すぐに留学取り消しにすることだって可能なんですよ。いますぐ国に帰りますか？　なんとか王国とかいうファンタジー世界の国に」


    「わー、すみませーん。悪気はなかったのでーす。でもなんとか王国出身じゃないでーす。モルドバでーす。異世界じゃないでーす」


    「人を間抜け野郎呼ばわりしておいて、なにが悪気はないですか！」


    「すみーません。アイアイ・アンブレーラに興奮してしまいました」


    　アリーナはぺこりと大きく頭を下げる。


    　その姿も子供っぽくてなんだかかわいげがある。


    　香織もその姿に勢いを削そがれてしまったようで、幾分怒りのボルテージを下げる。


    「まったく……、あなた方に相談するなど私がどうかしてました。私はそのような考えを認めませんからね。そもそも私には恋愛にかまけている時間などないのです。それにこんな存在感のないメガネなどに……」


    　香織はそう吐き捨てるように言うと、僕を睨にらみつける。


    　しかし興奮したためか香織の頰ほおがかすかに赤い。


    　その紅潮を目ざとく発見するいくみ。


    「あーっ、顔が赤くなってる、やっぱりだー、やっぱりだー。うへへ、いひひ、やっぱり照れてるぞー！　みんなー集まれー！」


    　なんの躊ちゆう躇ちよもなく香織の顔を指さし、その場でぴょんぴょん跳とびはねる。照れている人の周りに集まってどうするつもりなんだ。


    　これにはせっかく収まりかけた香織の怒りが爆発する。


    「本当に退学させますよ！　もう結構、副会長たち！　みなさんお帰りになるそうです」


    　香か織おりがそう言うと、すぐに体格のいい副会長数名が僕たちの周りを取り囲む。つまりは力ずくで強制排除するとのメッセージだ。


    　追い払われるのは腹立たしいが、ここで抵抗してもなんの意味もない。そもそも会長を元気づけるために来たわけで、向こうが帰れというなら留とどまる理由もない。


    　僕たちはおとなしく生徒会室をあとにする。


    　こうして会長のお悩み相談は失敗に終わったのだが……。


    「会長さん最終的には元気になってましたね」


    　部室に戻る廊下の途中でふみがぽつりと言う。


    「元気いっぱい、めっちゃ怒ってまーしたよ」


    　アリーナはその怒りの矛ほこ先さきが向けられたにもかかわらず、悪びれるどころか、なんだか楽しそうだ。


    　たしかに最初は元気のなかった香織だが、最終的には元気というか、カンカンになっていた。


    　元気を取り戻したという面ではある意味相談を解決したのではないのか？　僕たちはそんなことを考えながら部室へと戻ったのだった。


    



    　　　◆


    



    「思い出すの。あの日のことを」


    　絵え美みは遠い目をしてそう言ったのだが、その絵美が言ったあの日のこととはざっとこのようなことだった。


    「そんなことがあったねえ」


    　いくみは遠い目をしながら、しみじみと嚙かみしめるように何度もうなずいているが、別にそんなわざわざ思い出すようなことでもないように思える。


    　しかし絵美にとってはあの日のことにいくみの勉強嫌い克服の重要なヒントがあるらしい。


    「はっきりと思い出せばわかるはずなの……。人って自分で自分の気持ちに気づいてないことがあるものなの」


    「えーっ、もしかして私も赤あか松まつのこと好きなのーっ！」


    　いくみは目を丸くして思わず立ち上がる。


    　相当ショックを受けたのか、いくみは僕と梨り乃のの顔をハイペースで交互に何度も見比べ続けている。


    「い、いつの間に……まったく気がつかなかったよ。梨乃……なんか、ごめんね」


    「なぜ私に謝るのだっ！」


    「いくみさん。そうじゃないの。……勘違いもはなはだしいの」


    　絵美が言いたかったことは全然違った。人間とは先入観にとらわれることが多く、いくみは勉強が嫌いだ嫌いだと思い込んでいるだけなのではないか？　もしかしたら思い込みが邪魔しているだけで、本当は好きな教科だってあるんじゃないのか？　絵え美みの話をじっくりと聞くとそのような主しゆ旨しだった。


    「なるほどー、そういうことか。なーんだ。ごめんねって急に言っちゃって、なんかごめんね梨り乃の」


    「だから、謝るのではない！　私はなんの関係もないのだ」


    　梨乃の顔はすでに真っ赤かになっている。


    「それにしても、絵美さんの言うことには一理あるかもしれませんね。いくみさんにも本当は好きになれる科目があるかもしれません」


    　梨乃の気持ちを察してか、ふみが話を本筋に戻してくれる。


    「……もし全部嫌いでも、その中で一番マシなものはあるはずなの」


    　絵美の表情はあのときと同じように確信に満ちている。


    　その絵美の確信を信じてか、ふみも大きくうなずくとみんなに語りかける。


    「じゃあみんなで探しましょうよ。いくみさんが一番向いている教科を」


    



    　こうして僕たちはいくみが潜在的に好きな教科を調べることになった。


    　その調査方法は名づけて、勉強アレルギーパッチテスト。


    　要するにいくみに少量ずついろんな勉強をさせて、その拒絶反応をチェックして一番拒絶反応の少ない教科を探そうということだ。


    　普段ちゃぶ台が置かれている部室の中央にいくみが座り、その周りを取り囲むようにほかのメンバーが配置される。


    「ふみはいくみの発はつ汗かんの程度を、赤あか松まつはいくみの呼吸の乱れを、絵美はいくみの瞬まばたきの回数、アリーナはその他、特徴的な行動がないか注目して観察してほしいのだ」


    　このパッチテストの指揮を執とることとなった梨乃がテキパキと各メンバーの担当を決定する。


    　そしていくみの目の前に正対する梨乃が各科目の教科書をいくみに見せる係だ。


    「では確実に苦手な数学から」


    　さっそく開始されるパッチテスト、梨乃が数学の教科書を大きく開いていくみの顔の前に持ってくる。


    　教科書をじっと見つめるいくみ。


    　その額ひたいにさっそく汗がにじんでいる。


    「すごいです。すでにうっすらと汗が」


    　汗担当のふみが驚きの声を上げる。僕が担当する呼吸もすでに浅く速くなっている。まるで悪夢でうなされている人のようだ。


    　梨り乃のはその様子を真剣に観察しながら、教科書のページを変更したり、数学Ⅰから数学Ⅱへと教科書を変更したりを繰り返す。


    「梨乃さーん。いくみさーんは数学Ⅱのほうがより苦しみまーす！」


    「うむ、数学Ⅱ五十八ページあたりで反応が最大値に」


    「ふぅ、ベクトル……ふぅ」


    　いくみの顔が苦く悶もんに歪ゆがみ、額ひたいの汗がひと筋、頰ほおを伝って流れていく。なにかベクトルに関するトラウマでもあるんだろうか……。


    「いくみさんつらいでしょうけどもう少し我慢してください。きっといくみさんにぴったりの教科が見つかりますから」


    　ふみに励まされながら次々と教科書をただ見せられる。そもそも高校生が教科書を見ることにこんなに抵抗感があってはいけないと思うのだが……。


    「ふぅ、物理・基礎……うーん。ぐむむむ……倫理、ぬうう……、うーん、科学……むぅう」


    　全教科、なにを見せても苦悶の声が漏もれる。どれにも拒絶反応があるようだ。


    「これならばどうなのだ」


    「高校音楽２……くぬぬぬ、地図帳……くむぅ、はぁ……国語便びん覧らん……」


    　地図帳、国語便覧ですら抵抗感があるのか！　あれでダメならもはや教科書で拒絶反応がないものなどありえない。


    　その後も梨乃は次々と各教科の教科書をとっかえひっかえ見せるが、徐々にいくみの元気がなくなっていく。その表情は苦しみから落らく胆たんへと変わり、ついにはがっくりとうなだれ、目の前に掲かかげられた教科書を見ることすらなくなってしまった。


    「……うむ、残念ながら抵抗反応のない教科はなし。見事なまでの勉強嫌いなのだ」


    　その梨乃の言葉がきっかけだった。堰せきを切ったかのようにいくみの感情が爆発する。


    　いくみは自分の前に詰まれた各教科の教科書を両手で払いのけると、その場にうつぶせになってしまった。


    「もうやだっ！　どうせ私は一生このままなんだ。どうせ、どうせ、みんなと違って私だけ不幸な人生を送るんだよっ！　どうせどうせ、かわいいお嫁さんにもなれないし。このまま、ずーっと、かわいい独身のままなんだよ。もう知らない。知らない、知らない」


    　いくみはすっかり癇かん癪しやくを起こしてしまった。両手で顔を覆おおったまま、その場で激しくバタ足している。いくみが勉強ができないせいでお嫁さんになれないかどうかわからないけど……とにかくかわいいのは大前提なんだ……。


    「いくみさん。落ち着いてください、自じ暴ぼう自じ棄きになってはいけません。苦手でも頑張ればきっと成績は上がります」


    　そんないくみにふみが優しく声をかける。


    「仮に勉強ができなくとも不幸になるとは決まっていない。確率としては上がると思うが、必要条件ではあるが十分条件ではないと思う」


    　梨り乃のの口く調ちようにも憐れん憫びんの色がある。


    　しかしふたりの慰なぐさめはいまのいくみには届かない。


    「梨乃とふみは勉強できるから、そうやって余裕なんだよ。私の気持ちなんてわかんないんだよ。すっごく不安になるんだよ」


    　いくみの声が涙声になっている。顔を両手で覆おおったまま見せようとしないが、どうやら泣いているみたいだ。


    「私だって、勉強できるようになりたかったよ。でも才能がないんだよ。みんながわかってるのに自分だけわかんないのすっごく寂しくて、すっごく恥ずかしくて、すっごく落ち込むんだからね」


    　いくみは勉強ができないことなんて、ちっとも気にしてないと思っていた。いつも明るく元気のいい姿からは正直想像できなかった。


    　いくみは話しているうちに感情が高ぶってしまったのか、畳たたみの上に突っ伏したままくすんくすんと嗚お咽えつしている。


    　そんないくみに声をかけたのは梨乃だった。


    　小さく震えるいくみの背中にそっと触れる。


    「安心するがいい。いくみが勉強が苦手なことで不幸になる確率は低い。なぜなら私がついているから。もしなにかあったら私が助ける」


    　いつもいくみと仲たがいばかりしている梨乃から出たとは思えない言葉。


    　梨乃も自分らしくないと思っているのか、照れていることを隠すかのようにすぐに顔をぷいっと背そむけてしまう。


    「本当に？」


    　梨乃の言葉にいくみがようやく顔を上げた。その瞳ひとみはやはり涙で潤うるんでいる。


    「本当なのだ」


    「本当の本当？」


    「うむ。もしいくみに子供が生まれて、勉強を教える必要があれば、私が教える」


    　梨乃は照れ隠しで顔を背けたまま答える。


    「梨乃っ」


    　感極まったいくみが梨乃の首筋に飛びつく。


    　その勢いが強すぎてふたりはもつれ合って倒れてしまう。


    「いくみ、危ないではないか」


    「梨乃ーっ、約束だからね。絶対だからね。小二くらいから教えに来てよね」


    　倒れたまま抱ほう擁ようを続けるいくみ。その目にはまた涙が光っている。しかしこの涙は悲しみの涙ではなく、喜びの涙だ。


    　その光景をほかのメンバーも笑え顔がおで見守る。


    「いくみちゃん、私たちもついてるの。苦手なことは助け合うの」


    「絵え美みちゃん。ありがとう。いい人だね。絵美ちゃんもあんまり勉強できないのに。助けてくれるなんて」


    　いくみは梨り乃のから離れると今度は絵美の胸へと飛び込む。混じり気なしの感謝の気持ちなのだろうが、表情から察するに絵美はちょっぴり傷ついている。


    「みんなありがとね。ずっと不安だったんだよ。これから私どうなっちゃうんだろうって」


    「少しは不安じゃなくなりましたか？」


    　ふみの言葉にいくみは大きくうなずく。


    「うんっ！　もう大丈夫だよ。みんなのおかげで立ち直ったよ」


    　いくみは立ち上がり、みんなの手を取りひとりひとり熱心に握手して回る。


    「みんなありがとう。私はもうくよくよしないよ。私はもう気にしないよ。勉強のことなんて！　ありがとう、ありがとう！」


    「いくみさん。元気になってくれたのはうれしいですけど。それは違うと思います」


    　しかしいくみは止まらない。窓を開け放つと空に向かって叫ぶ。


    「ありがとー！　もう勉強なんてしないぞー！」


    「いくみ。勉強はするのだ」
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    「梨り乃のがやってくれるから、もう大丈夫じゃん」


    「前ぜん言げん撤てつ回かい。やはり助けない」


    「なんでさっ、約束だよね。助けるよね」


    　いくみが仔こ犬いぬのように梨乃のふとももにすがりつく。


    　梨乃はいくみを振り払おうとしているが、その表情はどこかうれしそうだ。いつも喧けん嘩かばかりしているが、梨乃にとってはいくみははじめてできた喧嘩ができる友達なのだろう。


    「それはいくみが十分に頑張ってからなのだ」


    「もう頑張ったって！　見てたでしょ」


    　いくみはこれまでの苦心をアピールするが、しかし梨乃は静かに首を横に振る。


    「そもそも勉強とは答えを教えてもらうことではない。自みずから考えるプロセス、そのものが勉強なのだ。わかるわからないではなく、トライ＆エラー……」


    「こちょこちょこちょ」


    　梨乃のお説教をいくみが物理的に遮しや断だんする。


    　まるで猫のように梨乃に飛びつくと、脇わき腹ばらと首筋を攻めたてる。


    「こらっ、いくみっ、真ま面じ目めにっ……はぅ」


    　梨乃とじゃれ合ういくみにはいつもの笑え顔がおが戻っている。


    　こうしていくみの最大の悩みは解決されたのだが、しかしみんなの心の中にはなにかさらに大きな問題を生んでしまったのではないか、そんな不安が芽め生ばえた瞬間でもあったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　人にはそれぞれ得意なことと不得意なことがあります。いくみは勉強が苦手でやっぱりそれは不安になるだろうし、みんなができることが自分だけできないと悔くやしくって、寂しい気持ちにもなるのは無理ないと思います。でもいくみのその天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおと人懐っこさがあれば絶対大丈夫。これからも一緒に怒ったり笑ったりしましょう。


    　ただいくみはちょっと忘れっぽいところがあるので、不安になったときの気持ちも忘れずにたまには勉強しましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「元気になってくれたのはうれしいですけど。それは違うと思います」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　最近、休日にやっていることが時間の無駄使いをしているのではないか、と思うようになってしまいました。


    　たとえば、アニメを見ていても時間を無駄にしているような気がして、途中で見るのをやめて別のことをしてしまいます。さらに別のことをしていても時間を無駄にしているような気がしてやはり途中でやめてしまいます。最終的には、何をすれば時間を無駄にしないか、と考えてしまい気づいたら休日が終わっています。


    　何か、時間を無駄にしない休日の過ごし方はないでしょうか？


    
      （Syanolしやのる）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ホスファチジルセリンを摂取するべき、


    サプリメントがぶ飲みでアニメ鑑賞するのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    古来、日本人はそんなとき座ざ禅ぜんを組みました。


    座禅しながらアニメ鑑賞です。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    声を出す。


    「集中！　大事なとこだよ」って声出しながらアニメを観る！


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    集中しないことを楽しむの。


    もっとおもいっきりそわそわするの。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    リフレッシュ大事でーす。


    アニメストップして別のアニメでリフレッシュしましょー。


    


    

  


  
    【相　談　３「自己主張できる強い人間になりたい」】


    
      二年　九く条じよう ふみ

    


    　私は他人から頼まれると嫌とは言えません。


    　小さいころから、いい子だと言われて育ってきました。そのせいか自分をいい子に見せたい。言われたことを守って褒ほめられたいという気持ちが強くなってしまいました。そのせいでいつのころからか本当の気持ちを押し殺して我慢してしまいます。


    　このまま、自分の本心を隠しながらいい子を演じていたら自分の本当の姿を出すことなく人生を過ごしてしまうのでは、と不安になります。好きなことは好き、嫌なことは嫌とはっきり言える人間になりたいです。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：もはやそれがふみらしさなのだ。それこそが本当の自分とするしかない。
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    いくみ：特訓だよ。「嫌だ」って言う特訓をするんだっ！
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    絵　美：……優しさは人を傷つけることもあるの。
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    アリーナ：キプチャク・ハーン国も思い出してくださーい。


    


    

  


  
    　お悩み相談コーナー最後の相談のひとつ。次はふみの相談だ。


    　嫌と言えない自分、そして人の目を気にしていい人間を演じてしまう自分についての悩み。


    　ふみは誰にでも優しく、おっとりしていて、本当にいい子だと思っていたのだが、本人からするとそれ自体が悩みになっていたようだ。


    「それこそがふみの個性なのだ。人の目を気にする、それがふみの個性なのだろう」


    　そんな悩みに対して自分の意見をはっきりと言える側の人間のひとり、梨り乃のがさらっと断言してしまう。


    「そんなっ！　それではどうしたらいいのですか」


    「どうするもなにも、そのままでも別にいいのではないか？」


    　梨乃は、さもそれが正解と決まっているかのように淡々と答える。


    「でも私は変わりたいのです。強い自分になりたいのです！」


    　いつにも増して真剣な口く調ちよう。口を真ま一いち文もん字じに結び、梨乃をまっすぐ見つめている。なんだか鬼き気き迫るものを感じる。


    「……そう言われても。そのように育てられたのだから、そう簡単に性格が変わるとは思えないし、それになんでもはっきり言うのもそれはそれで問題が多いのだ」


    　おそらく梨乃は自分の過去を振り返りながらそう発言したのだろう。


    　いまではすっかり慣れてしまったけど、梨乃はまさに言いにくいことをはっきりと言う性格だった。そのせいで常にクラスでは浮いている存在で、友達もまったくいなかった。梨り乃の本人にとってもあまりおすすめできることではないのかもしれない。


    「梨乃さんはなぜ躊ちゆう躇ちよせずに自分の意見を言えるのですか？」


    　ふみはまっすぐに梨乃を見つめ、座ったままにじり寄る。まるで弟子にしてくれることを志願しているかのようだ。


    　その迫力に圧おされてか、ふみが間を詰めるたびに梨乃は頰ほおを赤らめながら後退する。


    「だから、そんな人に教えるようないいものでは……」


    「梨乃はなーんにも考えてないだけだよね」


    　代わりにそう答えたのはいくみだった。


    「いくみに言われたくないのだっ！」


    「だって梨乃は声かけてくれた男子に〝死ね〟とか、〝目玉くりぬくぞ！〟とか言っちゃうもんねー」


    「そんな雑な言い方はしていない。その……、もっと工く夫ふうした理系っぽい言い方なのだ」


    　ちょっと恥ずかしそうに自分の毒舌のこだわりを解説する梨乃。


    　しかしいくみはそんなこだわりを聞いてもいない。


    「それで結局女子も怖がって誰にも話しかけられなくなって、ぽつーんとしてるもんね」


    　いくみはクスクスと笑いながら、梨乃の脇わき腹ばらを指で突く。


    　どうやら二年になっても状況は変わっていないようだ。個人的には男子生徒とあんまり仲良くされると嫉しつ妬としてしまうけど……。それにしても大丈夫なのか？


    　しかしふみはそんなことは承知のうえのようだ。


    「梨乃さん。私もそのような冷徹さが欲しいのです。せっかく厚意で話しかけてくれる人間を絶望のどん底へと誘って、一切なにも感じない鉄の心が」


    「尊敬しているフリをして悪口を言っているとしか思えない！」


    「そんなことありません。私は不安なのです。このまま誰にでもいい顔をしていたら、結局は大事な局面でも他人に流されてしまうことになるのではと」


    「そんなに大げさに考えなくともよいのではないか？」


    「それに、男性に声をかけられてもちゃんと断ことわれないのでは危ないと思うのです。なるべく気を悪くされないように、お誘いはやんわりとお断りするようにしているのですが、毎日これを繰り返していたらいつかトラブルになってしまうのではと」


    「私は毎日ではない。それどころか最近はまったくないのだが……。今度は尊敬しているフリで自慢しているのか？」


    　いつのまにかふみを見つめる目が冷たくなっている。もちろんふみにはそんなつもりはないのだろうけど……。


    　すっかりアドバイスする気が失うせてしまった梨乃に代わって今度はアリーナが自分の考えを述べる。


    「ふみさーんは大和やまと撫なで子しこでーすが、それが甘さの原因になっていると思いまーす。平和ボケなのでーす。モルドバのあるモルダヴィアは昔から争いの連続でしーた。ふみさんのように油断しているとキプチャク・ハーン国の兵隊にさらわれまーす」


    　ふみがおっとりしているのは島国である日本人ならではの特質であるとアリーナは主張したいのだろうけど……いったいいつの話をしているんだ？


    「そ、そうですね。それでどうしたらいいのでしょうか？」


    「ふみさーんはいいことをすれば相手もいいことしてくれると考えてまーす。でもそれ日本でだけ通用することでーす。甘いでーす。甘じょっぱいでーす」


    「甘じょっぱいですか……」


    「そうでーす。ひとつ譲ゆずればふたつ譲ることになーります。そしてふたつ譲ればもっともっと。そして最後は全部取られてしまうのでーす。それが騎馬民族との戦いでーす」


    　アリーナは切々と語る。日本とほかの国の違い、それについて日本を出たことのない僕にはわからないのだが、アリーナの世界観は人類の歴史から八世紀ほど遅れている気がしてならない。


    　しかしアリーナはこれがワールドスタンダードだといわんばかりの口く調ちようで語り続ける。


    「いいでーすか。想像してください。ふみさんの優しさが、まねく悲劇をー。ふみさんが鉛筆貸してあげーます。その人味をしめまーす。どんどん鉛筆借りまーす。鉛筆屋さん開きまーす。仕入れがタダだから、悪い鉛筆カンパニー繁はん盛じようしまーす。手広く商売するようになーりまーす。鉛筆、消しゴム、ボールペン、危険ドラッグ、戦車、世界の治安悪くなーります。キプチャク・ハーン国復活でーす」


    　すごい飛躍だ……。もしそうなったら、その悪い人に商売の才覚があっただけのことなんじゃないのか？


    　しかしふみはアリーナの話に何度も小さくうなずきながら真剣に耳を傾けている。


    「なるほど、優しさはときに不幸を招くということですね、でもアリーナさん、頭で理解していてもどうしても断ことわれないのです。たぶん目の前で相手の悲しむ顔を見たくないのですね」


    「駄目でーす。嫌われてもいいのでーす。どんどん嫌われてくださーい。鼻つまみ者でーす」


    「それは…………嫌です」


    「なぜでーすか。怖がらないで！　嫌われてくーださい。みんなからどんどん鼻をつままれてくーださーい！」


    　アリーナ、いったいなにをおすすめしているんだ……。それにみんなに鼻をつままれる人はあんまり嫌われてない気もするけど。


    「すみません。言いたいことはわかるのですが、どうしてもできないのです」


    　ふみは申し訳なさそうに頭を下げる。


    「ふみちゃんのみんなと仲良くしたい、みんなが幸せになってほしいって気持ちは素敵だと思うの。……でも頼みごと全部……引き受けてもみんなが幸せにならないの」


    「そうでしょうけど、でもできるだけ」


    「それが間違いなの……」


    　絵え美みはぐっと顔を近づけてふみの顔を覗のぞき込む。


    「同じ日にふたりにデートに誘われたらどうするの？」


    「それは……私はまだ誰とも……」


    　ふみは恥ずかしそうに絵美から顔を背そむける。


    「……みんなにいい顔するのはみんなを傷つけるの。ふみちゃんはいつか人を傷つける」


    　絵美はきっぱりと断言する。


    　その言葉に明らかに動揺するふみ。


    「なんとなく私もそんな気がするのです。私は優しい人じゃなくて弱い人なんじゃないかって。そしてそれがいつか迷惑をかけることになるんじゃないかって……。だからこそみんなに相談したんです。どうしたら強い人間になれますか？」


    　ふみの言葉に自信ありげにうなずく絵美。


    「……まず服を脱ぬ……」


    「おいっ！」


    　僕は絵美の台詞せりふを最後まで言わせない。本当に絵美は真剣な顔していても結局これだ。ぶっちゃけ言うと思ってたし！　


    　それにしてもふみの悩みは思ったよりも深刻そうだ。


    　誰かこれに対していいアドバイスができる人間は……。


    　よっぽど言いたかったのか、いまだに恨めしそうな顔で僕を睨にらむ絵美に代わって、ふみの性格改造を買って出たのはいくみだった。


    「これは大変な悩みだね」


    「いくみさん。わかってくれますか？」


    　ほっとして笑え顔がおになるふみ。しかしいくみの視線はふみの顔ではなく少し下、豊かな胸へと注そそがれている。


    「特訓するしかないよ。ふみがはっきりと断ことわれるように。みんなやろう！」


    「みなさんが手伝ってくれるのですか？」


    「どれだけ言い寄られてもふみのおっぱいはふたつしかない。そしてこのおっぱいは私たちのものだよ。だからこれを守るのは私たちの役目なんだよ」


    「どういう理解の仕方なのですか！」


    　しかし抗議の声はいくみの耳には届いていない。


    　いくみは高々と拳こぶしを突き上げみんなを鼓こ舞ぶする。


    「みんなでふみを特訓して、おっぱいを守るぞ！」


    「おー！」


    　いくみに合わせて元気よく拳こぶしを上げる絵え美みとアリーナ。……間違った解釈が多数派なのが恐ろしい。


    　翌日の放課後。


    　僕たちは教室内でのふみの様子を廊下からこっそりと観察していた。


    　いくみプロデュースによる断ことわり特訓は非常に単純なものだった。要するにみんなでお願いをしてそれをふみが断る、それだけのことだ。


    　ふみには普段どおり学校生活を送ってもらって、僕たちがさりげなくお願いごとをする。それをどんどん断って断り慣れてもらおうという算段だ。


    　まず頼みごとのトップバッターは発ほつ起き人にんのいくみ。


    「じゃあ、行ってくるよ」


    　いくみは帰り支じ度たくをするふみにつかつかと歩み寄る。


    　僕たちはそれを教室の外からそっと見守る。


    「ねえ、ふみ、勉強教えて！　この漢字ばっかのやつ」


    「あらいくみさん。漢文ですね。どこですか？」


    　なんのためらいもなくいくみのお願いを受け入れた。笑え顔がおでむしろうれしそうに。


    「断りませーんね」


    　アリーナが隣の絵美に耳打ちする。


    　ふみは僕たちが特訓のためにあえてお願いしていることは知らない。そのことを知ってしまったらお人よしのふみであってもさすがに断ることができる。それではなんの訓練にもならないからだ。


    「むしろ勉強を教えてあげるのが楽しそうなの……もっと嫌なこと頼まないとダメなの」


    　絵美はそう言うとちらりと梨り乃のを見つめる。梨乃ならもっとやれるということか……。


    「私は別に嫌な頼みごとの達人ではないのだが……」


    「なんとなく上う手まそうなの」


    「むしろ、人にお願いなどしないタイプなのだが」


    　梨乃は納得いっていない様子で渋々ふみの席へと向かう。


    「あら梨乃さん。どうしたのですか？」


    「……今度、実験に付き合ってほしいのだが、シャーレに培ばい養ようした大腸菌きんのコロニーを一緒にカウントしてほしいのだ」


    「楽しそうですねー、ぜひお手伝いしたいですっ。いつやりますか？」


    　……またしても嬉き々きとして引き受けてしまった。大腸菌のコロニーのカウント、全然楽しそうじゃないんだが。


    「そ、そうなのだ。カウントするのは大変なのだが、終わったときの達成感は格別なのだ。大腸菌きんのコロニーを作るには最初の……」


    　梨り乃のがふみの笑え顔がおに釣られて、実験の楽しさについて語り出してしまった。


    「なんだよ。私も誘ってよ！　大腸菌数えたあと、なんか食べに行こうよ」


    　なぜかいくみまで参加したがっている。ふみから発するほんわかオーラが伝染して、ふたりとも楽しくなってしまっているのかもしれない。ただし大腸菌をカウントしたあとご飯を食べたくはないけど。


    　その楽しそうな光景を遠目に眺めながら、絵え美みはなぜか悔くやしそうな表情を浮かべている。


    「……ふみちゃんは好奇心が旺盛なの。もっともっと難しい頼みごとが必要なの」


    「任せてくーださい。私、ずっと頼みたかったことありまーす。でも申し訳ないので頼めませーんでした。明日あした、必ず断ことわらせてみーせます。シュテファン大公の名にかけて」


    　アリーナは自信に満ちた口く調ちようでそう断言する。


    　頼みごとを断られるに違いないってことをこんなに自慢げに話すこの状況に、絵美もアリーナもすでになんの疑問も持っていないようだ。


    



    　翌日、僕たちは部室へと集合していた。


    　アリーナの傍かたわらには見慣れない紙袋。どうやらこれが今日きようのお願いごとらしい。


    「やはり、ふみがお人よしであることはいいことだと思うのだ」


    　昨日きのう、自分の実験の誘いが受け入れられたためか、梨乃の態度は軟化している。


    「梨乃さーん。それは違いまーす。これはふみさんのためなのでーす。ふみさんが怪しい人たちの誘いで被害に遭あわないたーめにやっているのでーす」


    「あら、今日はどうしたのですか？」


    　自分が特訓中であることを唯ゆい一いつ知らないふみは部室に集まっている僕たちを見て不思議そうにしている。


    「ふみさーん。私、日本の伝統文化の取材してまーす」


    　アリーナはふみの疑問が広がらないうちにさっそく話を切り出す。


    「はい。アリーナさんは偉いですよね」


    「そこでなのでーす。ふみさーんに日本の伝統的衣い装しよう着てほしいのでーす」


    　アリーナはそう言うと、紙袋から日本の伝統衣装とやらを取り出し、ふみに手渡す。


    「こ、これは……」


    　ふみはその衣装を確認しながら困惑の表情を浮かべている。なんだか布地が化学繊せん維い丸出しのテカテカだ。色もビビッドなパープルだし……。


    「日本の伝統的職業くのいちでーす」


    「なんだか、布が少ないですね」


    　ふみは明らかにドン・キホーテ的なお店で買ってきたと思われる衣い装しようを抱えて困惑している。


    　百歩譲ゆずってくのいちが日本の伝統的な職業だとしても、これは違う。この格好で森を走ると笹とかが刺さるだろう。おそらくそんなことはアリーナも承知のうえで、ハードな頼みごとをするためにあえて勘違いしているのだ。


    「あのアリーナさん、これは……」


    「お願いしまーす。私くのいち大好きでーす。ふみさーんは武士の家系、ざっくりまとめるとくのいちでーす」


    　非常にざっくりとしたカテゴライズ。しかしアリーナの熱心なお願いにふみはおろおろしている。


    「わ、わかりました」


    　引き受けた！　歴史が大好きなふみからしたらつっこみどころ満まん載さいのくのいちコスを引き受けてしまった。


    



    　いったん部室を出され、着替えを待つ。数分後、部室へ戻るとふみはすっかりくのいちになっていた。


    「やっぱり、布が……」


    　ふみは懸けん命めいに着物の裾すそを引っ張るが、衣装はかなりミニのスカートほどの丈しかない。どうやってもふとももは隠すことはできない。

  


  [image: ]


  
    　そしてふとももを隠そうと裾すそを引けば引くほど豊かな胸元があらわになる。


    　うーむ……、僕もくのいち大好きになった！


    「ふみさーん。ちょっとにんにん言ってみてくださーい」


    「に……にんにん」


    　これにも素直に従うふみ。なんていいヤツなんだ！　そしてにんにんも非常にかわいいぞ。


    　このむっちりとしたふともも。油断するとこぼれてしまいそうな胸。このテラテラの衣い装しようを着こなせてしまうのはふみしかいない。


    　いかん。思わず興奮して本来の目的を忘れてしまったが、問題は断ことわっていないことだ。


    　これを断らないなんて……ありがとうとしか言いようがない。


    　しかしアリーナが用意してきた衣装はくのいちだけではなかった。


    「ふみさーん。次はこれをお願いしまーす」


    　改めて手渡される新しい衣装。この紺こん色の布地は……。


    「日本の伝統衣装、スク水でーす」


    　伝統なのか？　いや、もはやそんなことはどうでもいい。要はこれをふみが引き受けるかどうかだ。


    「アリーナさん、これは……」


    「お願いしまーす。日本に来たらスク水見たい。私ずっと思ってました。モルドバとても冬は寒い。凍いてつく大地。だからお願いしまーす」


    　冬寒いからなんなんだ！　理由も衣装もかなり無茶なお願いだがはたしてふみはちゃんと断ることができるのか？　……できなくてもいいぞ。


    「わ、わかりました。それほどまでに思い入れがあるのでしたら」


    　こうして数分後、ふみはスクール水着姿へとチェンジしていた。


    「アリーナさん。やっぱり恥ずかしいです」


    　先ほどのくのいちコスではわずかに隠れていたふとももは完全にあらわになっている。


    　そして水着のぴったりとした布地によってより一層際きわ立つプロポーション。


    　なんてことだ……。まさに女神。プール関係を司つかさどる神だ。


    　しかし部室に降こう臨りんしたプールの女神を見つめながらアリーナは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいる。


    　たしかにアリーナのお願いごとは見事に受けきられてしまったことになる。


    　紙袋はすでにからっぽ、これ以上のお願いはなさそうだ。


    「ふみさーん。ちょっとにんにん言ってみてくださーい」


    「に……にんにん」


    　頼みごとがなくなって苦し紛まぎれのにんにん。なぜスクール水着でにんにんなんだ。


    　しかしこれも受け入れられてしまう。


    　そんな手詰まりの状況を打破するべく立ち上がったのは絵え美みだった。


    「アリーナちゃん、交代なの。ふみちゃん。じつは私もあるの……お願い」


    「な、なんでしょうか？」


    　絵美は水着姿のふみを足下から頭の先まで舐なめまわすように見つめる。


    「ヌードモデルしてほしいの」


    「えっ……またですか、いくみさんのときも言いましたが、駄目ですよ」


    　さすがのふみも目を丸くしている。


    　しかし絵美はこれくらいでは引き下がらない。


    「あれは冗談なの。……今度は本気なの。描かきたくなったの。この身体からだを」


    　いつもながら絵美の口く調ちようは本気なのか冗談なのかわからない。おそらくふみのことを絵にしたいとの想おもいは本当なのだろうけど。


    「本気……ヌードですか……」


    「高校の美術部ではヌードデッサンがないの。こんなこと頼めるのはふみちゃんしかいないの」


    　絵美の言葉から並々ならぬ決意を感じる。つい先だっていくみに同じことを頼んだとは思えない迫力だ。


    　たしかに描きたい。まったく絵心のない僕でもそんな情熱を抱いだかせる身体だ。いくみのヌードデッサンもそれはそれで[image: ]作意欲をかき立てるが、やはり王道はこの豊ほう満まんな身体。正直、絵を描くのは面倒だからヌードを見るだけでも可だけど。一応カメラを持っているので写真を撮とる形で参加したい。いくみの回は残念ながら中止になってしまったが、今度ばかりは……。


    　ふみ、一回、引き受けるんだ。強い意志を持つのはヌードのあとでもいいじゃないか。


    　いくみのときと同等か、それ以上の強烈な妄もう想そうが脳内を駆かけ巡る。


    　そんな僕のやましい願いを感じ取ってか、ふみはこれまでにないほどの拒否反応を見せる。


    「芸術のためとはいえ、ヌードは……。服を着ていては駄目なのですか？」


    「……靴下しか駄目なの」


    　なんで靴下はＯＫなんだ！


    　しかし絵美の顔は真剣そのもの。熱い情熱を秘めた眼まな差ざしでふみを見つめ続ける。


    「そうですか、絵美さん。本当に、本当に芸術のためなのですね？　それが絵美さんにとって必要なことなのですね」


    　ふみは思いつめたような表情。目は潤うるみ、緊張でかすかに震えている。


    「もちろんなの。お願いふみちゃん」


    　ふみが覚悟を決めて、首を縦に振ろうとするそのときだった。


    「断ことわるのだ！」


    　梨り乃のがふたりの会話に割って入る。


    　そもそもエロティックな話題は大の苦手である梨乃、これ以上見ているのが耐えられなくなったのだろう。


    「でも梨り乃のさん、絵え美みさんがこんなに真剣に……」


    「違う。私たちはふみに断ことわり慣れてもらうためにあえて頼みごとをしていたのだ。それをすべて引き受けてしまって。まったく、どうかしているのだ。ちょっと強引だっただけで、自分の意思というものはないのか」


    　梨乃はふみを自分の正面に座らせるとくどくどとお説教をする。まるで自分の家族が悪徳商法に引っかかってしまったかのようだ。


    「これ特訓だったのですね。知らなかったもので……つい。わかっていたら、断ったのですが」


    「わかってないから特訓なんでしょ！」


    　いくみにまで叱しかられてしまう。ふみにしては珍しい姿だ。


    　ふみも身にしみたようで、梨乃といくみのお説教を正座したまま小さくなって聞いている。


    　……スク水で。


    「みなさん、誤解しないでくださいね。私がこんなお願いを引き受けたのはみなさんからのお願いだからなんですよ。いつも仲良くしてくれるから、できるだけのことはしたいなって」


    　ふみは顔を真っ赤かにしながら、誰にでもこんなことをするわけではないということを懸けん命めいに弁解する。


    　……スク水で。


    「それがいけないといっているのだ。誰の頼みでも駄目なものは駄目」


    「だって、だって……」


    　ふみはなおも弁解しようとするが、梨乃がその言葉をさえぎってしまう。


    「あの日のことを思い出すのだ。ちゃんと断ることができない人間が巻き起こした悲劇を」


    　梨乃はそう言うと、実に冷たい眼まな差ざしの色でさげすむように僕を見つめた。


    　その視線だけで、あの日がいつを指すのかが僕にはわかる。


    　あれは絵美が生徒会長の香か織おりに元気がない原因は恋わずらいであることを指摘した数日後のことだった……。


    



    　　　◆


    



    　放課後、帰り支じ度たくをしている僕の元に、以前にも会ったことのある変態丸出しの副会長がやって来た。


    「会長がお呼びだ。生徒会室に連れん行こうする」


    　なんだよ、連行するって。生徒会室に来てくれじゃないのか？


    　しかし副会長は僕に抗弁する機会を与えもしない。屈くつ強きような男子生徒ばかりの副会長、この変態副会長も例外ではない。


    　まだなにもしていないのに腕をひねりあげるとまさに生徒会室へと連れん行こうされてしまう。


    　生徒会室に呼び出されたのは僕だけだった。


    　てっきりほかのメンバーも連行されているとばかり思っていたのだが。


    　生徒会室で待っていた香か織おりは僕と副会長の姿を見るなり、叱しつ責せきの声を飛ばす。


    「副会長、なにをやっているのです。このような手荒な真ま似ねを指示した覚えはありません」


    　香織の厳しい声に副会長は慌あわてて僕を解放する。


    「し、しかし、いつも会長が連れてこいと命じられたときはこのように、腕をひねりあげて、ドアを入ったら、仕上げに会長がケツを蹴けり上げるのが基本コースで……」


    　香織は慌ててその発言を否定する。


    「ちょっとっ！　赤あか松まつさん、誤解なさらないで。そんなことはしませんから！　彼は幻まぼろしを見ていたのでしょう。なにか危険なドラッグでも服用しているのかもしれません」


    　なんだかわからないが顔を真っ赤かにして。おろおろと応接用のソファーに立ったり座ったりを繰り返している。


    「あの、蹴ってるかどうかは、どっちでもいいんで。それで用件は？」


    「そ、そうですね。とりあえずお茶でも。アールグレーのいいものがありますから」


    　香織はベタなお嬢様キャラが言いそうなことを言いながら、副会長に紅茶を用意させる。


    　またベタなことに、香織はちゃんと紅茶にうるさかった。


    　茶葉がどうだのお湯の入れ方がどうだのいろいろと言っていたが割かつ愛あいさせていただく。


    　なんだったらアールグレーなのかどうなのかすらわからない僕はその紅茶を機械的に口に運びながら、香織が本題を切り出すのを待つ。


    　しかし香織はなかなか本題へと入らない。相変わらず紅茶がどうの、ティーカップがどうの、と他た愛わいもない雑談をなんだか楽しそうに話し続ける。なんだかいつもより声も上ずって、表情も豊かな気がする。いったいなにがしたいのだろうか？


    「あのそろそろ本題に……」


    　僕は恐る恐る話を切り出してみる。


    「そうそう。私としたことが。赤松さん、これはあなたにとっていいお話です。まず第二新聞部のことなんですけど、そろそろ将来について考えないといけない時期だと思いませんか？」


    　それはたしかにそうだ。彩あや香かも三年生だし、アリーナを除けばほかのメンバーは新聞部の部員ではあるものの、部の成立要件を満たすための名義貸しのような状態。お悩み相談コーナーがなくなれば活動もなくなってしまう。


    「私が考えるに、第一新聞部は廃部にして、第二新聞部を正式な新聞部にするべきだと思うんです。もちろん予算は第一と第二新聞部を合わせたものを支給するべきですし、ゆくゆくは放送部を下部組織として統とう括かつする立場にもなってほしいと思ってます」


    　え？　いきなりどんな風の吹き回しなんだ。これまであらゆる手段を使って部に嫌がらせをしてきていたのに。


    「それじゃあ、よしたかたちは？」


    　僕は第一新聞部の部長の名前を出してみる。ずっと香か織おりに忠誠を誓ってきた男だ。


    「ああ、あの男、目障りでしたらチベットにある分校に転校させますが？」


    「そんなワールドワイドなレベルで目障ざわりではないです！」


    「そうですか。じゃあ、どこか階段の下のワックスが入れてあるスペースにでも監かん禁きんしておきましょう」


    「いやいや。普通で大丈夫ですから。そんなことより、これはどういうことですか？　以前副会長が言っていた相談に乗ったときのお礼のようなものでしょうか？」


    「そうではありません。これは……その……」


    　チラチラと上目遣いで僕を見る。香織にしては珍しくなかなか言い出せないようだ。


    「なんでしょうか？」


    「これは、だから……、ふさわしい地位を与えるためです。その……私の恋人として」


    「は、はあ？」


    　僕は思わず手にしていたティーカップを落っことしそうになる。


    「あの変態の女に指摘されてから考えてみたのです。私はこれまでこの学校の男子生徒など恋愛の対象として見たことはありませんでした。私にふさわしい者など皆かい無むでしたから。ですがあなたはあの収録ではじめて私と互ご角かくに渡り合った。いえ、互角よりは少し下、少しというかかなり下ですけど、とにかく善戦した。そのような人間ははじめてでしたので、少々心が動いたのはたしかなこと」


    「はあ……、光栄です」


    「そう、そしてこう考えたのです。この私がはじめて心を動かされた人間とお付き合いすらできない、それでは私の恥になるのではと。ですから私と交際しなさい」


    「えーっ！」


    「驚くのも無理はないですね。こんな幸運が降って湧わくなんて考えてもみなかったでしょうから」


    　別にラッキーだから驚いたわけではないが。とにかくこんな展開になるとは思ってもみなかった。こんなときはどうしたらいいんだ？　通常の告白すらされたことがないのに、こんな高慢な告白をどう処理していいのかさっぱりわからない。


    「ですから、これからあなたは私にふさわしい人間になってもらわないといけません。威厳と知性、品性、すべて身につけさせてあげます」


    　香織はこちらの返事すら聞かず、勝手に話を進めてしまっている。断ことわられることなど頭の片隅にすらないのだ。


    　でも僕には……、いや、別にまだなにかあったわけではないんだけど、あくまでこっちの気持ち的には、梨り乃のが……。断ことわるべきなのだろうけど、しかしここではっきりと断ったらどうなるのか？　それに香か織おりとはいえ相手はいたいけな女子、その申し出をどうやって……。


    　マズい、完全にパニックになってしまった。どうしていいのかまったくわからない。


    　それでもなにか言わないと……。


    「あの……」


    「うわあぁあああ、うおおおおおおおっ！」


    　副会長の絶ぜつ叫きようが僕の言葉をかき消す。香織の後方に控ひかえて事の成り行きを見守っていたのだが、突とつ如じよとして泣き崩れてしまった。副会長たちは全員香織に心酔している。それを見知らぬ後輩に……。さぞショックなことだろう。


    「ううううっ、これほど心しん血けつを注そそいでお仕つかえしてきたのに、まさか、まさか自分の目の前でこのようなメガネに……くうううっ、なんという、…………興奮するっ。ギンギンだ！」


    　副会長は筋金入りの変態だった……。結局、副会長の嗚お咽えつともあえぎ声ともつかない声にさえぎられ、イエスともノーとも言わずに生徒会室をあとにしたのだった。


    



    　この事件を相談できる人間は僕にとってただひとり。部長の彩あや香かしかいなかった。


    　さっそく部室に彩香を呼び出し、事のあらましを説明する。


    　最初は真剣な顔で僕の話に耳を傾けていた彩香だったが、話が色恋沙ざ汰ただとわかると俄が然ぜん目が輝かがやき始める。


    「ひゅー、勇ゆう樹き、ひゅーひゅー！」


    　話の合いの手が「ひゅー」の人が真ま面じ目めに相談に乗ってくれるとは思えないが、しかしほかにこんな話ができる人がいないのだから仕方がない。


    　嵐あらしのように吹きすさぶ「ひゅー」に耐えながら僕はすべてをなるべく詳細に伝える。


    「ということなんだけど、どうしたらいいと思う？」


    「ひゅ……そうだね。きっと勇樹はこの部のことを考えてくれているんだよね。このままいけばついにウチが正式な新聞部として認められ、第一新聞部を吸収合併、部費も潤じゆん沢たく、部室もここじゃなくて、部室棟にちゃんとしたのがもらえる。逆に断ったらどうなるかわからない」


    　彩香はすでに真顔に戻っている。その表情は数秒前にさんざんはやし立てていた同一人物のものとは思えない。


    「まあそんな感じかな。もし断ったら、今度こそ廃部にされちゃいそうだし」


    「勇樹、それは違うよ！」


    　僕の何気ないひと言に鋭するどい反応が返ってくる。怒られているのかと思うほど厳しい口く調ちようだ。


    「大事なことはひとつだけでしょ。大事なのは自分の気持ちだから。部活のことや、ましてや部費のことなんて考えなくていい」


    「僕の気持ち……」


    「もう心の中では決まってるんでしょ？　どうしたいのか」


    　彩あや香かはとっくの昔から僕が誰を好きなのか気がついているようだ。


    　そう、たしかに僕の気持ちは決まっている。それを部の予算がどうだとか、もし断ことわったらひどい目に遭あうとか、そんなことを考えるのは余計なことだ。


    「そうだね。ありがとう彩香。決心がついたよ」


    「そう。勇ゆう樹きの気持ちが一番。だからきっちりうやむやにしてくるんだよ」


    　優しい笑え顔がおとともに吐き出される驚きよう愕がくのひと言。うやむや？


    「ちょっと、さっき僕の気持ちが……」


    「うん。勇樹の気持ちを一番に考えるとのらりくらりヘラヘラして乗り切るのがベストだと私は思う」


    「どうも結論が納得いかないんだけど」


    「勇樹は自分の気持ちを大事に。私は私の気持ちを大事に。すると必然的にこの結論になる。だから勇樹は香か織おりが卒業するまでずっとヘラヘラしながら過ごして！」


    　彩香は勇気づけるかのように僕の背中をばちんと叩たたく。こういう行動は香織の告白を断って僕が梨り乃のに告白することを後押しするときにしてほしかった。ヘラヘラしてこいって勇気づけられても……。


    



    　こうして結論保留のまま、僕はなんのリアクションも起こすことなく数日を過ごしてしまった。


    　そんなある日、あれは昼休みを告げるチャイムが鳴った直後のことだった。


    「会長がお呼びだ。生徒会室に連れん行こうする」


    　声の主ぬしはまたしても例の副会長だった。


    　今回は僕の腕をひねりあげることなく、普通に同行を求める。


    　意外なことに連行先は生徒会室ではなかった。


    　視聴覚室に併設されたスタジオ。以前に放送部と第一新聞部合同制作の番組に出演した際にも来たことがある。


    「さあ、あなたも着替えなさい」


    　僕を出迎えた香織はドレスアップしていた。


    　まるで舞踏会にでも出かけるようなきらびやかなドレス姿。すでに僕のためにタキシードが用意されている。そしてスタジオに設置された金きん屛びよう風ぶ。……悪い予感しかしない。


    「さあ、時間がありません。急いで」


    　僕はされるがまま、タキシードに着替えさせられ金屛風の前へと立たされる。


    　目の前には業務用と思おぼしき大きなカメラが何台も並んでいる。


    　すぐにディレクターを務つとめる放送部の部員のカウントダウンがはじまる。


    「お食事中の全校生徒のみなさん、生徒会長の白しら河かわ香か織おりです。本日はお伝えしたいことがあります」


    　香織は機器が使用されていることを示すタリーランプが赤く点灯している正面のカメラに向かって、晴れやかな笑え顔がおを浮かべている。


    「私はこちらの赤あか松まつさんとお付き合いをすることになりました」


    　発表と同時にスタッフの放送部員から拍手が起こる。


    　堂々の交際宣言。なんてことだ……。


    「さあ、あなたからもなにかひと言」


    　香織は慣れた様子でこうなったいきさつをさんざん話したのちに僕にスピーチを促うながす。


    　……いったいどうしたらいいんだ。この場をどう乗り切る？


    　数日前の彩あや香かのアドバイスが脳のう裏りによぎる。


    　──のらりくらりヘラヘラして乗り切るのがベスト。


    　本当か？　知らないぞ。


    「あははは、いやあ、まあ……へへへへへ」


    　スタジオのモニターににやけた僕の顔がアップになって映っている。実にヘラヘラしている。まるでなんの意思も感じられない表情だ。


    　このあとも香織の進行に身をゆだねて僕はひたすらヘラヘラし続ける。


    　正直なところ、どっちつかずでヘラヘラすることはわりと得意だ。


    　このヘラヘラスマイルですべてをごまかし、逃げ切ることができるのか……。


    　当然ながらそんなわけはなかった。


    



    　放送が終了してスタジオから教室に戻ると、僕を取り巻く空気は一変していた。


    　この空気はこれまで味わったことのないもの。


    　……たぶんこれが世に聞く殺意ってやつだ。


    　なんというか、男子生徒が僕を見る目に殺意がこもっている。特に副会長たちからは濃厚に暴行の意思を感じる。


    　やはり変態寝取られ副会長はレアな存在だったようで、ほかの通常性せい癖へきの持ち主の副会長たちは完全に僕を亡なき者にしようとしている。会長の目があるからすぐに直接的な暴力行為におよぶわけではなさそうだが、血が出るほど唇くちびるを嚙かみしめ、僕を睨にらみつけている。


    　そしてその怒りは副会長たちだけではなく、かなりの人数の男子生徒が共有しているようだ。


    　まったく面識のない生徒から向けられる嫉しつ妬とと憎ぞう悪お。そして嫌がらせ。


    　こうしてこの日以降、僕の学校生活はまさに地獄になったのだった。


    



    　　　◆


    



    「ヘラヘラしてはっきりしないからあのような事態になるのだ」


    　梨り乃のはいまだその日のことを思い出すと腹が立つようで、隣に座る僕のももをぺチンと平手で叩たたく。


    　怒られているのは間違いないのだが。なんだか梨乃が焼きもちを焼いてくれているようで、ちょっとうれしい。


    「あれはすごかったねえ。野球部のファウルボールがずっと赤あか松まつめがけて飛んでくるようになったもんね」


    　いくみはポッキーをくわえたまま、なぜか少し楽しそうに振り返っている。


    　しかし僕としては笑いごとではなかった。なにせ僕への敵意で学校がひとつにまとまり、すべての生徒、すべての部活が一致団結したとさえ言える状況だったのだ。


    　その団結力と一体感はまさに祭りと表現するのがふさわしいくらいだった。


    　黒板に〝赤松はこの学校から出ていけ〟的な脅きよう迫はくを書かれるのはもちろん、体育の授業のサッカーでは全員がプレミアリーグ並みにフィジカルコンタクトが強くなり、先生までもやたらと難しい問題を僕にだけあてるようになった。


    「靴にみそ汁を並々と注そそいだのは調理部の仕し業わざだと言われてまーす」


    「天文部はわざわざ新星を発見して〝赤松くたばれ星〟と命名したらしいのだ」


    「美術部では戦争の悲ひ惨さんさと赤松をモチーフに油絵の大作を仕上げたの……大変だったの」


    　おい！　なんで絵え美みまで参加してるんだよ！


    　しかし、いまは絵美につっこんでいる場合ではない。


    　梨乃の厳しい目線は僕に定められたままだ。


    　とにかく梨乃の言いたいことは、きっぱりと自分の意思を示さないといつかひどい目に遭あう。そしてその例が目の前にいるってことだ。


    　ふみは正座したまま目を閉じ、しばし黙もつ考こうする。僕の身に起こった悲しい事件の数々を脳内で再生しているのだろう。


    　ふみはたっぷりと時間を取って黙想したのち、大きく一度深呼吸して目を開く。


    「赤松さんの事件を思い出して、はっきりと決意できました。これから私はしっかりと自分の意志を持ちたいと思います」


    　ふみの笑え顔がおからいままでの優しさと同時に凜りんとしたものを感じる。


    　なんだかこれならしっかりと自分の意志を伝えることができそうな気がする。


    「じゃあ、……ヌードモデルは？」


    「ごめんなさい。芸術のためとはいえ、やはり無理です」


    　ふみは絵美に向かってぺこりと頭を下げて断ことわる。その口く調ちようからは相手を食い下がらせない意志のようなものを感じる。


    　どうやら本当にモデルをやってほしかったようで、絵え美みはがっくりとうなだれているが、ふみはそれでも情にほだされてしまうこともないようだ。


    　僕のあいまいな態度が結果的にふみに断ことわる勇気を与えた。僕としてはなんとも複雑な気分ではあるが、ふみに強い気持ちを持ってもらうきっかけになったのなら結果オーライだ。


    「でも優しいところはふみの長所だと思うから、両立できるように頑張ってね」


    「ありがとうございます。大丈夫です」


    　ふみは僕の言葉に小さくうなずくと晴れやかな笑え顔がおを浮かべる。


    　……スク水で。

  


  [image: ]


  
    【回　答】


    



    　自分の意思をはっきり伝えることができず、断ことわることができないとの悩み。気持ちは非常に理解できます。しかし断ること、否定的な意見を言うことは必ずしも相手を傷つけることではありません。むしろきっぱりと断ることが相手のためになることもあると思います。


    　自分のためにも相手のためにもしっかりと自分の意思を伝えるべきだと思います。ですがふみの頼まれると断れない性格が完全になくなってしまうと寂しいです。もちろんできないことはきっぱりと断りながらも、これからも優しくちょっと隙すきのあるふみでいてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「大事なのは自分の気持ちだから」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　つい最近、自分の身長が低いことに気づき、その日から視界に入るものもすべて僕より高くにあるように思えてきました。僕の両親も日本人体型で背が低く、これから身長が伸びる見込みもありません。


    　モテる条件に「三高」というのがあると、どこかで聞きました。このままでは、背の低い童どう貞てい野や郎ろうのまま人生を終えてしまうと思うと、夜も眠れません。


    　どうかこの身長のコンプレックスをどうにかできるようなアドバイスをください。


    
      （よっけ）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    無重力状態は身長が伸びる。


    宇宙へと旅立つのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    秀ひで吉よし公こうは身長150センチでしたが天てん下か人びとです。


    気にしないで。ちなみに孔こう子しは216センチです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    小さいなら、すばやさでカバー。


    とにかくすばやくなって！


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    コンプレックスは[image: ]作活動で解消するの。


    高身長の人が全員死ぬ絵を描かくの。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    仕方ありませーん。


    態度をでかくするのでーす！


    


    

  


  
    【相　談　４「コミュニケーションが苦手なの」】


    
      二年　村むら上かみ 絵え美み

    


    　私は学校にうまくなじめてないの。理由はきっと話をするのが得意じゃないからだと思う。


    　自分の気持ちが頭の中でグルグル回ってみんなの会話についていけないし、思ったことを言ったら人を怒らせてしまったりするの。でも本当はみんなと仲良くしたいの。どうしたらいいと思う？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨　乃：もっとデジタルに意思を伝えるべき。


    


    


    [image: ]


    ふ　み：表現を変えてみては？


    


    


    [image: ]


    いくみ：スポーツすれば解決するよ。


    


    


    [image: ]


    アリーナ：〝七転び八起き〟と言いまーす。失敗したら謝ればいいのでーす。


    


    

  


  
    　お悩み相談メンバーによるお悩み相談。次の相談は絵え美みからだ。


    　うまく他人とコミュニケーションがとれず誤解されやすいとの相談。たしかに絵美はなにを考えているのかわからないところがある。僕も「なに言ってるかわかんないよ」とつっこんだことが一度や二度じゃなかったはず。まさか本人が気にしているとは思わなかったが。


    　絵美は自分のコンプレックスをみんなに告げた直後とあって、なんだか沈痛な面おも持もち。膝ひざを抱えて黙り込んでいる。何度も漏もれる悩ましげなため息。


    　こんな比較的重い相談に圧倒的気軽さで挑いどんだのはいくみだった。元気よく手を挙げて自分をあてろとアピールする。そして誰もあててもいないのに話し始めた。


    「スポーツをすれば解決するよ！　スポーツで解決しない問題はないよ」


    　いくみは迷いのない眼まな差ざしで絵美をまっすぐに見つめる。


    　まさに原点回帰ともいえるいくみ的回答。


    「さすがになんでもは解決しないと思うけど」


    「それはちゃんとストレッチしてないからだよ」


    　僕の控ひかえめな指摘にもいくみはひるまない。まあ、ストレッチはさておき、いったいなぜスポーツをすればこの悩みが解決されるというのか？


    　その誰もが小首をかしげたくなるような意見にいくみは自信満々で解説を加える。


    「スポーツはね、言葉じゃなくて身体からだで会話するんだよ。だから言葉の通じない国の人とだって楽しめるんだよね」


    　いくみはまるでスポーツ界すべての代弁者であるかのように誇らしげに胸を張る。


    「それはそうなんだろうけど、どうしてそれで絵え美みのコミュニケーションの悩みが解決するの？」


    　いくみは僕の問いに不敵な笑みを返す。当然そう来るとわかっていたと言わんばかり。まるで格闘技漫画で相手のパンチを軽々とかわしたあとのコマのようだ。


    　……しかし、相手のパンチをかわしたあとからいくみの動きがない。ずっと不敵な笑みを浮かべたまま、進展がない。


    「あの……、どうして絵美の」


    「ちょっと待って、いま考えるから」


    　まだ考えてなかったのか……、これはこれですごいコミュニケーションスキルのような気がするが、絶対に真ま似ねしてはいけない類たぐいのものだ。


    　しかし本人は真剣そのもの。不敵な笑みを継続しながら、ついにその理由を考えつく。


    「まず、スポーツすると声が大きくなるでしょ！　そして短くはっきり意見が言えるようになるよっ！」


    　なるほど……。なんだか口くち下べ手たな絵美にとっていいアドバイスになりそうな気がする。もう少し詳しく聞いてみるか。


    「短くはっきり意見が言えるって？」


    「ヘイ！　パス！　ヘイヘイ！　とかリー！　リー！　リー！　とかだよ」


    　急激にいいアドバイスになりそうな気がしなくなってきた。


    　しかしいくみはそんな僕の気持ちなど気にすることなく話を続ける。


    「あと、なんか勝ったり負けたりして、イエーイとか言ってると、あんまり通じてなくても仲良い感じになるしね」


    　そんないくみを絵美は悲しげな表情で見つめている。


    「いくみちゃん。……私はもっと深いことを伝えたいの。……想おもいみたいなもの……わかり合いたいの。リー、リーじゃないの」


    　しかしいくみはそれでも引き下がらない。真剣な眼まな差ざしで絵美を見つめる。


    「絵美ちゃん。違うよ。そんなこと思ってるから、悩むんだよ。みんなそんなにややこしいこと考えてないよ！　リー、リーと腹減ったぐらいだよ。本当だよ」


    　いくみは力を込めて「本当だよ」でうなずく。どうやら本気でそう考えているようだ。


    「それはいくみちゃんだけなの！　私は人をもっとわかりたいの」


    　絵美は何度も大きく首を振る。まるで自分にまとわりついたいくみのアドバイスを振り払おうとしているかのようだ。


    　絵美の賛同を得られないのも当然の乱暴かつ適当な意見だったが、意外なことにいくみとまったく反そりの合わない梨り乃のが同意を示す。


    「じつは私もいくみの意見に比較的賛成なのだ。そもそも学校での会話などどうせ他た愛わいもない内容なのだ。あんなもの適当でいいのだ」


    　梨乃の口く調ちようにはどこか憎ぞう悪おがこもっているように感じる。おそらく教室での雑談で日々敗北感を味わっているのだろう。


    「でしょ、でしょっ！　絵え美みちゃんは本気で話そうとするから怒らせちゃうんだよ」


    「そうなのだ。そこまで価値のある情報などない」


    　がっしりと力強く握手する梨乃といくみ。梨乃が『いくみが困ったら面倒を見る』宣言をして以来、なんだか急に仲がよくなった気がする。


    　いくみの差し出したお菓子をふたりで楽しげに分け合いながら、絵美はコミュニケーションに多くを求めすぎるから逆に失敗しているのではないかなどと言い合っている。


    　そんなふたりを恨めしそうにじっと見つめる絵美。


    「……そもそも、梨乃ちゃんは他人にアドバイスする資格がないの……。……私よりできてないの」


    　ぽつりと核心を突く発言をする。


    「そ、そんなことはない！　私は誰も怒らせはしない」


    　梨乃は即座に否定するが、目が猛烈に泳いでいる。


    「……誰も話しかけないから怒らせてないだけなの。それに梨乃ちゃんは怒らせると変な薬を飲ませてきそうだし……」


    「だ、誰がそんなことを……」


    　梨乃はショックで大きな目をさらにまん丸に見開いている。


    「絵美さん。まさにそれですよ。そうやって正直に思ったことを口にするから人を怒らせてしまうんです」


    　動揺する梨乃を見かねてふみが優しくたしなめるが、絵美は平然としている。


    「でも本当のことなの……。梨乃ちゃんと友達だから。……梨乃ちゃんに噓うそをつきたくないの。だから……。梨乃ちゃんがモテてたのは一年のときも二年のときも最初の一か月だけなの。……あとは不気味な人って思われているの」


    「不気味……」


    「要するに……危ない人なの」


    「その要約は納得がいかない。……私は危なくなど」


    　梨乃はそれ以上言葉を続けることができず、ただ小こ刻きざみに震えている。あまりクラスでなじめていないことは自覚していたようだが、まさか不気味とまで思われているとはまったく想定していなかったようだ。


    　そんな呆ぼう然ぜんとする梨乃の肩をいくみがそっと抱きしめる。


    「ほら、絵え美みちゃん。あんまりいじめるから、梨り乃のがぷるぷるしてるじゃん。大丈夫だよ。気にしないで。慣れればそんなに不気味じゃないし」


    「慣れが必要なのではないか！」


    　梨乃はいまにも泣きそうな目でいくみに抗議するがいくみはちっとも気にしていない。残念ながらいくみのデリカシーのなさは絵美と同レベルだった。


    「絵美さん。本音で会話をしたいのはわかるのですが、それでも表現の仕方に工く夫ふうが必要だと思うんですよ。梨乃さんだっていくら友達でも急に不気味って言われたらショックです」


    「……表現。絵だといろいろできるけど、言葉だと難しいの」


    「不気味ではあまりにも単たん刀とう直ちよく入にゆうですから、一度口に出す前にもっとふさわしい言葉はないか考えるべきなのです。たとえば、梨乃さんはちょっと人を寄せつけないクールな雰ふん囲い気きがありますね、など言い方があると思うんですよ」


    「……だって、私が思ってるんじゃないの。みんなが不気味って言ってたの」


    　おい、絵美、もうやめるんだ！


    　梨乃はなんだか虚うつろな表情で壁のすみっこを見つめ出しちゃってるぞ。これ以上梨乃にダメージを与えると精神が崩ほう壊かいして本当に毒殺されてしまう恐れすらある。


    「絵美さん、そういう問題ではないのです。相手の気持ちも考えて……」


    「ふみちゃんは男子生徒から〝乳ちち〟とだけ言われているの……。最近はふみちゃんの乳を見事に揉もみしだいたならば一万円払うという生徒が出て、賞金乳になったの」


    「そんなことは聞いてません！　なぜついでに嫌な情報まで伝えるのですか」


    「……私は一万円よりも高くするべきと思ってるの」


    「それがフォローのつもりですか！」


    　ふみまで怒らせてしまった。


    　絵美はこの会話の間もずっと真顔。冗談で言っているのか、それとも本気なのか判別しがたい。このあたりも誤解されやすい原因なのかもしれない。


    「とにかく表現に気をつけてください。そうすれば、きっと誤解されずにすむはずです」


    　ふみは賞金乳稼かせぎの生徒に狙ねらわれているような気になってしまったのか、自分の胸を腕で隠しながら絵美にお説教する。


    「でも……、本当に怒らせるつもりじゃないの。いい言葉があれば選びたいの。でも……そんな器用にできない。……苦手だから」


    　絵美はもどかしそうに言う。いらだちと寂しさの入り混じったような複雑な表情。もしかしたらいまのやりとりですら絵美の真意は伝わっていないのかもしれない。


    　絵美は自分の膝ひざを抱えたまま、じっと一点を見つめている。なかなかわかりづらくはあるが、絵美なりに悩んでいるのだろう。


    　そんな心のモヤモヤを追い払うかのように、いくみは絵美の背中をパチンと叩たたく。


    　絵え美みとは対照的にはじけるような明るい笑え顔がお。


    「じゃあさ、苦手なことより得意なことを生かしなよ。絵も描かきながら話せばいいじゃん」


    　いくみにしては具体的な提案だ。


    　いいアイディアだと思ったのか、絵美はさっそく自分の鞄かばんからスケッチブックを用意して、ちゃぶ台の上に広げ、ふんっと大きくうなずいてみせる。


    「ほら、じゃあ梨り乃のと話しなよ、リベンジだよ」


    　いくみは今度は梨乃の背中をぐいぐい押して、絵美の前へと座らせる。どうやらさっきの会話のやり直しをさせたいみたいだ。


    　バツが悪そうに見つめ合うふたり。


    「……私は梨乃ちゃんを不気味だとは思ってないの」


    　絵美はちょっと申し訳なさそうに上目遣いに梨乃を見つめる。


    「そ、それはわかっているのだ。ただほんの少しショックを受けただけなのだ」


    「……そんなに傷つくとは思わなかったの」


    　絵美は話しながらも軽やかにペンを動かしている。


    「べ、別に傷ついてなど、他人になんと思われても気にしないし」


    「強がってるの……。梨乃ちゃんは子供っぽいと思う」


    　なんだかまた雲行きが怪しくなってきたけど大丈夫か？


    「強がってなどない！　学校のクラスなどただ同年齢の人間を適当に割り振ったにすぎない。そんな場での人間関係など興味がないのだ」


    「……もっと素直になればいいの」


    「私の相談をしているのではない。これは絵美の相談なのだ。私のことを気にしてないで絵美こそ協調性を持つべきなのだ」


    「梨乃ちゃんよりは……正直ちょっと勝ってると思うの」


    「勝ち負けではない！　それに負けてもいないのだ。不気味だと思われていても、変態だと思われているよりはマシなのだ！」


    「変態のほうがいいの！　変態には夢と希望があるの」


    「ない。あるのは逮たい捕ほの可能性なのだ」


    　さっきよりもひどいありさま。これは会話ではなく単なる罵ののしり合いだ。いいから、早くイラストを出すんだ、絵美。必殺技を出すにはこれ以上ないタイミングだぞ。


    　そんな僕の思いを察したかのように絵美はペンを置くと、スケッチブックを梨乃に向かって掲かかげる。


    「柿かきふたつと猫の死体、および、ＤＶＤのリモコンなの」


    「なんでそんなもの描いていたのだ！」


    「……手が勝手に動いたの。猫ちゃんはちょっと失敗したから死んでもらったの」


    　和なごむどころか殺さつ伐ばつとしてしまった……。


    　そもそも絵え美みの画風はどちらかというとグロテスクな系統、会話にちょっとした楽しさを加えるには無理があったようだ。


    「リクエストがあったら描かくの……ほかに描いてほしい動物いる？」


    「死んでしまっている状態を描いてほしい動物などないのだ！」


    　会話が苦手な分、話をしながら絵を描いて和ませる。すごく妥当なアイディアだと思うんだけど、なぜこうなってしまうんだ。もはやこれよりもいい案が出るとは思えない。残念ながら解決は難しいんじゃないのだろうか。


    　僕が少し諦あきらめかけたそのときだった。


    　最後に残された回答者、アリーナが自分の意見を披露する。


    「絵美さーんの失言はあきらめましょー。絵美さんは日本生まれのＨＥＮＴＡＩヘンタイなので仕方ないのでーす」


    　アリーナはあっさりと絵美の更こう正せいを諦めてしまった。


    　ならばどうするつもりなのか……。


    「日本のことわざも〝七転び八起き〟と言ってまーす。失敗したら謝ればいいのでーす。八回起きてくださーい。どんどん謝ってくださーい」


    　アリーナは青い瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて、絵美にエールを送る。もっと謝れとの言げん動どうに反してピュアで屈くつ託たくのない笑え顔がおだ。


    「……でも謝るの……苦手なの」


    　絵美はアリーナのキラキラした瞳から逃げるように目をそらす。


    　しかしアリーナはそれでも熱心に語りかける。


    「そんなときは、あのことを思い出すのでーす。赤あか松まつさんのあの謝りっぷりを」


    「そうですよ。謝罪なら赤松さんですよ。人間離れした謝罪力、謝罪モンスターです」


    　ふみもアリーナの意見に賛同を示す。


    　一応褒ほめてくれているんだろうけど、あんまりというか、まったくうれしくない。


    　ふたりがこんなに僕の謝罪を評価してくれる理由。それが問題だ。


    　あれは香か織おりが勝手に僕と交際宣言して、地獄の日々がはじまったころのことだった……。


    



    　　　◆


    



    　香織の交際宣言から数日後、僕は部室へと呼び出されていた。


    　彩あや香か、ふみ、いくみ、絵美、アリーナが僕を待っていた。どうやら梨り乃のはいないようだ。


    　みんなの僕を見る視線が厳しい。やはり裏切ったと感じているのだろうか……。


    「まあ、まあ、みんな怒らないで、これにはいろいろ行き違いがあったんだと思うから」


    　彩あや香かは僕がなにか言われる前に先回りしてフォローする。


    　どうやら自分がのらりくらり立ち回れと指示したことに責任を感じているみたいだ。


    　しかし彩香の弁護も今回はあまり効果を発揮していない。


    「彩香さん、違うのです。私たちは自分のことで怒っているのではないのです。梨り乃のさんがかわいそうで……」


    　同じクラスのふみによると普段から誰とも話さないせいでほとんど変化はないのだが、塞ふさぎ込んでいるらしい。休み時間になってももともとそうだがひと言も発せず、お昼ご飯も少しうどんをすする程度らしい。……もともとそうなのだが。


    「とにかく変化はわかりにくいのですが、相当な落ち込み具合です。うどんのすすり方にある種の寂しさを感じます」


    「梨乃ちゃんなにか言ってた？」


    　彩香の問いにふみは悲しげに首を横に振る


    「いえ、なにも。ただ無言でうどんをすするばかりで」


    「それくらいうどーんは美お味いしいってことでーす。コシが命でーすね」


    　アリーナの結論が完全に間違っていることはさておき、状況はなかなか深刻だ。女子たちに包囲され、四方から突き刺さる厳しい視線。


    　こんなときだけ全員で一致団結して……。小学校のころ出来心で掃除をサボったら、学級会でつるし上げられたときの気分を思い出す。


    　なかでももっとも怒っているのはいくみだった。


    　まるで威い嚇かくする猫のような表情で僕を睨にらみつけている。


    「赤あか松まつ、どういうつもりなのさ。梨乃がうどん中毒になったらどう責任とるのさ」


    「いや、責任って言われても、そもそも僕は梨乃と別に……その、なにかあったわけじゃないし……」


    　しかしこの遁とん辞じがさらにいくみの怒りに火を注そそぐ。


    「いまさら、なに言ってるのさ！　チューしてたでしょ。唇くちびるちょん切るよ！」


    「く、唇ではしてないから、いろいろあってほっぺにしてもらっただけで……本当にいろいろあったんだよ」


    　あれは究極の態度術〝海賊王キング・オブ・パイレーツ〟を発動するために必要だったからであって、あの一回きりの例外だったのだ。しかしそんなことは事情をよく知らないみんなには理解してもらえない。この中途半端な言い訳が火に油を注ぐ格好になってしまう。


    「見損ないました赤松さん。そのような無責任な発言をする人だとは思っていませんでした」


    　ふみもこれまでにない厳しい表情で僕を睨みつけている。


    「最近習いました日本語ですけこまーしでーす！」


    「ほっぺにチューだけさせて、……あとはポイなの」


    　アリーナと絵え美みまで。いくらなんでもポイなんかしない。どんなほっぺチューマニアだよ。そのタイミングでポイしちゃうのは贅ぜい沢たくすぎるだろ。


    　この集中攻撃を見かねて、唯ゆい一いつ事情を知る彩あや香かがみんなをなだめにかかってくれる。


    「まあまあ本当に誤解なんだって。勇ゆう樹きは梨り乃のちゃんをポイしたわけじゃなくて、お金と権力的な都合でどっちつかずの態度でヘラヘラしただけだから」


    「余計にひどいでーす。日本語で言うところの鬼き畜ちくでーす！　鬼畜王でーす」


    　なんて誤解を招くフォローなんだ！　むしろ僕を貶おとしめようとしているとしか思えない！


    「違う！　彩香もちゃんと説明してよ」


    「あ、ごめん、ごめん」


    　彩香はイタズラっぽい仕草でペロリと舌を出してみせる。どうやらこの状況にもかかわらず、まだ僕をからかうつもりだったらしい。


    　改めて彩香は香か織おりとのこと、第二新聞部に提てい示じされた条件、そして僕がなんの返事もしていないにもかかわらず香織が交際を発表してしまったことをほかのメンバーたちに説明する。


    　みんなも事情を理解してくれたようで、さっきまで部室を覆おおいつくしていた殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きがようやく和らいでくれる。


    「なるほど、そうだったのですか。でも赤あか松まつさんも不注意だと思います。会長からの申し出があったときに態度をはっきりとすればよかったのではないですか」


    　由ゆい緒しよ正しい家に育ち、古風な考えを持っているふみもまだ僕をとがめるような口く調ちようではあるものの、一応の納得はしてくれたようだ。


    「それでどうするのさ。梨乃は拗すねちゃってるよ。たいへんだよ。拗ねた梨乃は」


    　たしかにいくみの言うとおり、誤解を解いてもすぐに機嫌を直してくれるかどうか……。


    　たぶん難しいだろうな。相当の努力が必要になるだろう。


    　そんな僕の不安を感じてか、彩香はそっと僕の肩に手を添える。


    「大丈夫。こう見えても勇樹は謝ることに関してはかなりの才能の持ち主だと思うよ。きっと見事な土下座で梨乃ちゃんを連れ戻してくれると思う」


    　なかなかどうして嫌な期待のされ方だ……。


    　しかし期待のされ方はどうであれ、梨乃のご機嫌を回復させなければいけないことは事実だ。


    　こうして僕は梨乃の自宅を訪問することにしたのだった。


    



    　午後六時、初夏の太陽はすでにビルの影へと消えつつあるが、まだ空は青さを残している。


    　打ちっぱなしのコンクリートを基調とした小さなオフィスか研究室を思わせる一軒屋、その二階の一室を僕は玄関先から見上げていた。


    　梨乃の自宅を訪れるのはこれで二度目だ。やはり一度や二度では慣れないもので非常に緊張する。部屋の窓はカーテンが閉められていて中に人がいるかどうかは確認できない。


    　メールで訪問の旨むねは伝えてはみたものの、返信はなかった。はたして会ってくれるのか？


    　僕は一度大きく深呼吸して、梨り乃のの家のチャイムを押す。


    　しばらくして、玄関の扉とびらがうっすらと数センチレベルで開かれる。


    　その隙すき間まからまつ毛の長い大きな目が僕を見つめている。


    　梨乃だ。前回訪問時と同様にドアをちょっとしか開けてくれない。


    　しかし僕も前回の経験からこの展開は予測ずみだ。こんなこともあろうかと、手て土産みやげをスティック状のチュロスにしてきたのだ。


    「これ、お土産」


    　僕はドアの隙間から手早くチュロスをねじ込む。


    　チュロスが僕の手から渡って数分後、ようやく人が入れる幅でドアが開かれる。


    「……やるではないか」


    　制服から着替えて、私服姿の梨乃はちょっと悔くやしそうにそう言うと、自分の部屋に通してくれる。


    　女の子の部屋としては装飾の少ない、機能面重視の部屋。色みも少なく、モノトーンが中心だ。部屋の中で唯ゆい一いつのかわいいものであるうずらのうずうずがケージの中で元気に餌えさをついばんでいる。


    「それで、なんの用なのだ」


    　梨乃はさっそくチュロスを口に運びながら言う。


    　甘かん味みの力で多少はマシになっている気もするが、相変わらず機嫌は悪い。


    　ここだ、最初が肝心だ。開始直後の一撃でこちらのペースに持ち込む必要がある。


    　僕は以前に読んだ態度術のマニュアルから対謝罪用に特化した態度術のひとつ。〝少子化問題、高齢ェェエエ者ッハアアアァアーノノムラ〟を繰り出す。


    　言葉は必要ない。僕の身振り、手振り、目の動き、そして雰ふん囲い気きで相手の緊張を解き、怒っていることそのものを馬ば鹿か馬鹿しく思ってしまうように誘導する。


    



    　──誰に──　　　　　　──誰に投票しても！　おんなじやおもてぇぇぇ──


    　──我が県のみならず──　　　　　　──のみならずぅぅぅ──


    　　──あなたにはわからないでしょうねぇぇぇぇ──


    　──ッハアアアァア、アアアアアッ！　グァアアアアア──


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　──水ごくごく──


    



    　この謝罪特化態度術を使えば、怒っている人間を混乱させ、もう少し話を聞いてみようかと思わせる効果があるという。多少使用期限が切れている気がしないでもないが、いまの僕にぴったりの態度術だ。


    「う、うむ、許す気にはならないのだが、不思議ともう少し詳しく話を聞いてみたくはなる。それでどういう事情があったのだ……」


    　態度から醸かもし出されるなにかがたしかに梨り乃のに伝わったようだ。


    　梨乃はまだ僕と目を合わせてはくれないが、それでも僕の話を聞く気になってくれている。


    　僕はこのタイミングを逃のがすことなく、これまでの事情を話す。


    「だから……別に会長と付き合うとかそんなんじゃないんだ」


    　僕の説明に梨乃はかすかにほっとしたような笑え顔がおを見せてくれたが、その笑顔はすぐに寂しげな表情へと変わってしまう。


    「私が聞きたいのは……会長の強引さとか部費の問題とか誤解とかそんなことではなくて……もっと赤あか松まつの気持ちというか……」


    　終始うつむき加減だった梨乃はちらりと僕を見るがすぐに顔をまた背そむけてしまう。


    　僕の気持ちというと、当然、求めている言葉は……。


    　急激に額ひたいから汗が噴き出してくる。正直なところそこまでの準備はしてこなかった。ただ事情を説明しようと思っていただけで……。


    　どうする？　なんて答えるべきなんだ。ズバッと言ってしまったほうがいいのか？　しかし、まだ心の準備が……、そもそも、告白ってどうやったらいいのかすらわからない。なにか気の利いた言い回しが……、いや、考えていても仕方ない。もうこうなったらどうにでもなれ。


    　僕は意を決して自分の想おもいを伝えることにする。


    「それは……もちろん、僕は梨乃のこと……」


    「いや、やはりいいのだ」


    　決意の言葉を梨乃はさえぎってしまった。


    　意を決したあとだけに、肩透かし感が半はん端ぱない。


    「ど、どうしたの？」


    「あ、赤松は勘違いしているのだ。わ、私は別にこの一件で機嫌を悪くなどしていない。すべて平常値なのだ。部室に行かなかったのもほかに用があったからなのだ。それに………………私は赤松がこのまま会長と付き合うのも仕方のないことだとも考えている」


    　梨乃は梨乃で動揺しているようで、うつむきながらも、もじもじと身体からだをくねらせながら、早口でまくし立てる。


    　僕が会長と……、本気で言っているのか？　せめて顔をこっちに向けてくれ。どんな顔をしているのか見せてほしい。


    「だから、会長の話は……僕は梨乃と」


    「それはわかっているのだ。赤松を責めているのではない。それに赤松の気持ちも、なんとなくは……、でも私は……、これからあまり会えなくなるから……会長は綺き麗れいな人だし、安全な学校生活を保障してくれるはずなのだ」


    「梨り乃の、なにを言ってるんだよ。会えなくなるってどういうことだよ」


    　しかし梨乃は僕の問いには答えない。


    　ただ小さく首を横に振るばかりだ。


    「梨乃？」


    「今日きようはもう帰ってくれないか。本当に怒っていないし、機嫌も悪くなっていないのだ。また今度ちゃんと話すから」


    　梨乃がようやく僕の顔を見て笑え顔がおを浮かべてくれる。


    　しかし僕の目にはその笑顔はどこか寂しげに映った。僕の問題ではなくなにか別のことを隠しているような……。


    



    　梨乃の家を出たあとトボトボと駅へと向かう。


    　一応、梨乃の許しは得たかたちだが、どうも釈然としない。


    　特に僕が香か織おりと付き合うのも仕方がないとの言葉だ。


    　それはどういう意味で言ったのだろう。もしかして僕が誰と付き合っても知ったことじゃないという意味か、それとも僕ほどのモテ男ならそうなっても仕方がないとの意味か……。


    　……後者はありえないな。自分でもわかる。


    　そしてなにより気になるのはあの言葉だ。


    　　──これからはあまり会えなくなる。


    　どういう意味なんだ？


    　僕が嫌いでもう会いたくないとの意味であれば、鈍どん感かんな僕でもはっきりとわかるはずだ。なにかもっと別の意味があるような……。


    　残念ながら僕には複雑な女心を理解するほどの経験はない。ここは彩あや香かに相談に乗ってもらうしかないか……。


    



    　翌日、さっそく僕は部室に彩香を呼び出す。


    「えー、ふられたの？」


    　彩香は僕の報告を聞くと、部室の外にも響き渡るような大声を上げる。


    「いやいや、そうとは言ってないよ」


    「うーん。会えなくなるってふられた気もするけどね。でも意外だよね。だっていけそうだったじゃん。なにやってるの？　もしかして急に襲おそいかかったりした？」


    「してないよ。それにふられてないし」


    「うーん、まだ判断つけがたいね」


    　彩香は僕のことを心配してくれているのか、それともゴシップ的な興味があるのか、おそらく両方なのだろうけど、そのときの状況を過か剰じように詳しく聞いてくる。


    「うーん。なるほどね。なんだかちょっと引っかかるね。どうも深い事情がありそうな気もするし、ただ愛あい想そ尽かされただけの気もするし……それでどうするの？　まさかこのまま引き下がったりしないよね」


    　彩あや香かはちゃぶ台の上に身を乗り出して、目をギラギラさせている。なんだか怖い。


    「とくになにも考えていないけど。もし、もしもだけど、ふられたのなら、残りの高校生活を他人の不幸を願って過ごそうとは思ってるけど……、オカルト研究会の人に頼んで付き合ってる人間に効く呪のろいを教わったりして」


    「それは勝手にしたらいいと思うけど……うーん」


    　彩香は僕の話を聞き終えて、しばらく考え込む。


    　情報を整理しなおして、なんらかの結論を出そうとはしてくれているらしい。


    「正直話を聞いただけではわからない。ひとつだけ間違いなく言えることは絶対に諦あきらめないこと。梨り乃のちゃんみたいなタイプにはちょっとしつこくするくらいがいいんだよ。一回や二回ふられたくらい気にしてどうすんの。次はもっと男らしく強引に！　がばっと襲おそいかかっちゃうくらいの勢いがないと」


    　どっちだよ！　襲いかかっちゃいけないんじゃなかったのかよ。


    「それで、それで香か織おりはどうするの？　こうなったら香織と付き合ってこの学校の支配者になっちゃうとか？　ね、ね、ね？」


    　彩香の興奮が収まらない。はじめは多少は僕のことを気にかけてくれているのかと思ったが、九十八パーセントくらいはゴシップ的な興味のようだ。


    「そんなことしないよ……。これは梨乃とは関係のない問題だし。どっちにしろ普通にちゃんと話して断ことわろうと思う。こっちもちゃんと返事をしなかったのは悪かったし。謝ってくるよ」


    　それに香織と付き合ったりなどしたら、本当に梨乃との目がなくなってしまう。さすがにまだそこまで切り替えられない。


    「勇ゆう樹き、偉いっ！」


    　彩香は突然立ち上がると熱烈に僕を抱ほう擁ようする。僕が座っている状態なために、ちょうど顔を胸にうずめる形に……。柔らかな感触が僕の頰ほおを埋めつくす。


    「ちょっとっ！」


    「いつのまにそんなに勇ゆう敢かんな男になったの！　高校に入学してきたときは、あんなにメガネだったのに」


    「いまもメガネだから！」


    　よほど感動したのか。僕が離れようとしてもなおもしつこく身体からだを引き寄せる。胸がぐいぐい顔に当たっちゃってることもお構いなしだ。……だから僕の離れようとするアクションも控ひかえめにやっているわけだけど。


    「いい。あとのことは考えないでいいからね。もしなにかあっても私がなんとかしてあげるから。勇ゆう樹きは自分のことだけ考えて！」


    　彩あや香かの抱ほう擁ようがさらに強くなる。たぶん彩香は僕を弟のようにかわいがってくれている。だからこういうときにはお姉さんとしてふるまいたいのだろう。僕はそんなお姉さんの愛情がこもったハグに身を任せながら、主に弟が楽しむべきではない感触を存分に楽しんだのだった。


    



    　生徒会室を訪問するには本来アポイントメントが必要なのだが、副会長に訪問を告げるとすぐに生徒会室の奥にある香か織おりのプライベートルームである生徒会長執務室に通してくれた。


    　一番奥に香織の執務机、中央にはアンティークの応接セット。壁にはいかにも立派そうな額縁に入った香織の肖像画。とても学校内にあるとは思えない、まるでどこかのお城の貴き賓ひん室しつのようだ。


    「どう？　学校生活を楽しんでます？」


    　香織は僕を応接用のアンティークチェアーに案内すると紅茶を出してくれる。


    「まさに地獄のようです」


    　僕は香織の質問に素直に思っていることを答える。


    　香織は僕が副会長を中心としたグループに執しつ拗ように狙ねらわれている現状を知っているようで、「ふふふっ」と嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。


    「そうでしょうね。でもこれは試練だと思いなさい。あなたが私にふさわしい男になるにはそれ相応の試練を乗り越えてもらわないと。もちろん直接的な暴力は厳しく禁じていますので、死ぬことはありません」
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    　それでみんな大がかりなイタズラみたいな嫌がらせをしていたのか……。


    　しかしこの会話が終わったころにはイタズラですまなくなるかもしれない。なにせ生徒会長の香か織おりに交際を断ことわるのだから。


    「すみません。交際の件なんですけど、やっぱりお断りします」


    　僕は決心が揺るぐ前に一気に本題に入った。


    　深々と頭を下げ、恥をかかせたことをわびる。


    　怖くて頭を上げて顔を見ることができないが、香織の持つティーカップがカタカタと小刻みに音を立てている。おそらく香織が怒りに震えているのだろう。


    「あまりおもしろくない冗談ですね。私にふさわしい冗談が言えるように先生をつけないといけませんね。そうだ、スクールＪＣＡで講師をやっている……」


    「すみません。これは冗談じゃなくて本気なんです。人力舎のタレント養成所の講師の方は必要ありません！」


    「顔を上げなさい。私の目を見て理由を言いなさい」


    　僕の視界に入ってきた香織からはすでに怒りも驚きも消えていた。人形のように端整な顔がただ僕を見み据すえている。


    　なまじっか怒っているよりも凄すごみを感じる。しかしここで引き下がるわけにはいかない。


    「理由は単純です。僕には好きな人がいるからです」


    「あら、それはどなた？　身長はどれくらいの方なのかしら？　棺かんおけのサイズは通常サイズで発注していいのですか？」


    「そんなこと言われて教えるわけにはいかないです」


    「別に絶対に殺害するとは限りません。対象が男性である場合は特別に不問とします」


    　そういえば以前いくみがこの生徒会長執務室に潜入したときＢＬボーイズラブの薄い本を発見していたな。そこは趣味的にＯＫなのか……。


    「会長に認めてもらおうとは思ってないですから。ただ今日きようは会長に早とちりさせて、恥ずかしい思いをさせてしまったことを謝罪しに来ただけですから」


    　僕はそう言うと、もう一度深々と頭を下げ、席を立つ。


    「待ちなさいっ」


    　香織の声が一段と厳しいものになる。


    「話は終わりですから」


    「そう簡単に帰れると思っているのですか」


    　香織の態度ががらりと変化する。


    　これは態度術、究極の態度のひとつ、〝女おんな信のぶ長なが〟だ。


    　香か織おりのふるまい、表情、そして言葉にできないオーラのようなもの、それが僕の脳内に直接流れ込み、もしも織お田だ信のぶ長ながが美少女だったら的なイメージをつくり出す。


    



    　──圧倒的カリスマ──　　──厳しさのなかに垣かい間ま見える優しさ──


    　　　──あったかいワラジが大好き──　──楽らく市いち楽らく座ざ──


    　──髑髏どくろの杯さかずき──　　──でもお酒飲めない──　　──未来から来たシェフ──


    　　──謙けん信しんも女の子だったり──　　──勉強が苦手な高校生だったら──


    ──天道──　──全国版──　　──パワーアップキット──　──シブサワコウ──


    



    　相手に有う無むを言わさぬ威圧感がありながら、人を惹ひきつける魅力。強さとはかなさ。冷酷でありながら可か憐れん。


    　いかん。これは僕の心が揺らぎそうになる。いまならまだ許してもらえるかも。どうせふられたんだし、会長の好意に甘えちゃおうか。ついさっきまで微み塵じんもなかった弱い気持ちが急速に芽生えてくる。


    　これに対抗することができるのはもうひとつの究極の態度術〝海賊王キング・オブ・パイレーツ〟なのだが、残念ながらいまの僕には使うことができない。


    　しかしこの場から逃げることくらいは……。僕は態度術のマニュアル『態度術パーフェクトガイド』の内容を必死に思い出す。
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    　たしかあったはずだ。逃走専用の態度術〝二次会前帰宅リターン・フロム・ウチアゲ〟が！　あれなら勝てないまでも逃げることができるはずだ。


    　僕は飲み会になど行ったこともないにもかかわらず、この態度術を発動させる。


    



    　──明日あした早いんですよね──　　　　　──うちのあたり終電が早いんすよ──


    　　　──γガンマＧＤＰがちょっと──　　　──風邪ひきかけなんすよ──


    　──やってる店一軒もないです。この辺、夜早いんす──　　　──理由などない！　とにかく帰る──


    　──帰るつったら帰る──　　　　　　　　　──キャバクラなら行く──


    



    「うっ、なんだか引き止めてはいけない気が……」


    　二次会は行きたくない会社員の英知と意思を抽ちゆう出しゆつした態度術をもろに受けて、さすがの香か織おりもたじろいでいる。


    　──いまだ！　この隙すきに。


    「じゃ、お疲れしたーっ！」


    　僕は一気にきびすを返すと生徒会執務室から逃走する。その勢いは終電に駆かけ込む人々の速度に勝まさるとも劣おとらない。


    　こうして僕はとりあえずの難を逃のがれたのだった。


    



    　　　◆


    



    「梨り乃のさんに謝り、そしてあの生徒会長のおつきあーいを断ことわって、また謝る。赤あか松まつさーんは謝ってばっかりなーのです。でもすごーい勇気だと思うのでーす。梨乃さん、会長、ふたりともタタール族のような強敵ばかーりです。絵え美みさんも見習ってくださーい」


    　アリーナは長い長い回想をようやく終える。


    　よほどその一件で僕を見直してくれたのか、アリーナは何度も僕を「すごーいです」と褒ほめてくれる。謝り上手を褒められてもあんまりうれしくないのだが。


    　しかし絵美はまだ納得がいかないようで、小さく首を横に振る。


    「でも、あのあと大変なことになったの」


    　絵美の言うとおり、あれですんなりと終わるはずはなかった。


    　副会長たちの僕への攻勢はさらに厳しいものとなった。丹精込めて作られた姑こ息そくなイタズラの数々が連日僕を襲おそい続けたのだ。


    　座るたびに鳴り響くブーブークッション。僕が座ってブーブークッションがないときの方が珍しいくらいだった。ありとあらゆる角を曲がると出現するゴリラの着ぐるみ。ゴリラが出るわ出るわ……普通の生徒よりもゴリラに遭そう遇ぐうする回数が上回るレベルで、もはや普通の生徒に会ったときのほうがびっくりする。


    　僕が通りそうな場所に掘られた落とし穴に至っては数が多すぎて、掘りに来た生徒が先に掘られていた落とし穴にはまってしまう事態が多発して中止になってしまった。


    「それでも赤あか松まつさんはくじけなかったのでーす。黙って耐えーる姿は日本男児そのものでーした。ブーブークッションに座る姿はサムラーイでーした」


    「侍さむらいはブーブークッションに座らないんだけどね」


    「絵え美みさーんも赤松さーんから謝罪道を教わってくーださい。謝り上手は床とこ上手でーす」


    「床……アリーナさん、はしたないですよ」


    「はしたなーい？」


    　ふみが慌あわててたしなめるが、本人はなにがはしたないのか、はしたないの意味そのものがわからないのか、ぽかーんとしている。


    「アリーナさん。床上手というのは……」


    　ふみに耳打ちされるとみるみるうちにアリーナの透き通るような白い肌はだが真っ赤かに染まる。


    「まちがーえました。床上手もっと違う意味だと思ってまーした」


    　おろおろしているアリーナの隣でいくみが不思議そうな顔をしている。どうやらいくみも意味を知らないらしい。


    「えっどういう意味？」


    　今度はアリーナがいくみに耳打ちする。


    　ふんふんとうなずくいくみの頰ほおも次第に赤く染まる。


    　それを頼まれてないのに絵え美みに耳打ちし始めた。


    「うへへ、うひひひ……そんな意味なのか。照れるなあ……あのね……床が上手ってね、床をね……上手にね……、そしてね、でっかい鳥がね、赤ちゃんをね……」


    　いくみのひそひそ話を聞く絵美の顔がどんどん青ざめていく。


    「……恐ろしいの、床上手」


    　絵美はなぜかアリーナに耳打ちする。


    「……怖い話なの。ガルーダが村を襲おそうの……。赤ちゃんをさらって……逃げ惑う村人たち……でもひとりの床上手が立ち上がるの」


    「違いまーす。いくみさん、なにを教えたのでーすか！　だから、鳥はコウノトリでーす。おしべとめしべがでーすね」


    　アリーナが改めていくみに耳打ち。そしてすぐさまいくみが絵美に耳打ち。なんだか、耳打ちが伝言ゲーム化してきた。


    　おそらくふみが恥ずかしさからオブラートに包んで意味を伝え、それを日本語がまだ完全ではないアリーナが伝言することで非常にややこしいことになってしまっているのだろう。


    「あのね、絵え美みちゃん。だから床とこ上手ってね……結局はね」


    　眉まゆを寄せて真剣な表情で耳を傾ける絵美。


    「……なるの。床上手。……ちゃんと謝れる人になって床上手になるのっ！」


    　なぜそうなる！　なんだ、その情熱に燃えた目は。


    　しかし、それを訂正するには絵美の情熱が高まりすぎている。決意の強さを示すかのようにしっかりと両手の拳こぶしを握りしめ、大きくうなずく。


    「床上手になって……、世界に羽ばたくの！」


    　どういう意味だ？　なぜ床上手が羽ばたく？


    　しかしそんなつっこみを入れるのが野や暮ぼに思えるほど絵美のテンションは高かった。


    　確実に意味がわかっているふみも困り顔でただ絵美を見守っている。


    　そんな困惑などまったく気にすることなく、絵美の情熱の炎はさらに燃え上がり、すでに身体からだのうちに抑えきれないほどになっている。


    「燃えてきたの。いまの想おもいを形にする。床上手の絵を描かくの。うぉおおおっ」


    　先ほどスケッチブックに描いた作品、柿かきふたつと猫の死体を破り捨てると伝言ゲームで作られた間違った床上手を形にすべく無む我が夢む中ちゆうでペンを走らせる。


    「おっ、すごい床上手っぽいね。伝わってくるよ。絵美ちゃん」


    「うんっ、強い意志、ほとばしる情熱、……そして悲しみ。……それが床上手なの」


    　いくみと絵美の間ではなにかが確実に伝わったようで、その感動を伝えるべくお互いを抱きしめ合っているが。


    　完成した床上手のイラスト、それは残念ながらあまりに抽ちゆう象しよう的てきでなにを意味するのか僕には理解できなかったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　絵え美みの情熱的で思ったことをはっきりと言わなければ気がすまない性格。それはときには誤解され、ときには人に嫌われてしまうこともあるでしょう。でもその性格こそが絵美の[image: ]作活動を支えていると思います。ですから萎い縮しゆくしておとなしくなってしまうのはもったいないとも思います。


    　そこで我々お悩み相談コーナーとしては誤解されてしまったときや、正直すぎて相手を怒らせてしまったら、しっかりと謝ることをおすすめします。


    　人の個性はそれぞれ、ときにぶつかることは仕方ありません。そのあとに謝ればいいのです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「謝り上手は床とこ上手でーす」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　僕の得意教科は英語で、特技は水泳、趣味は読書、絵画、天体観測です。


    　これを見てのとおり、文系、理系、体育会系、美術系、外国語系が入っています。


    　なので、将来の夢が決まりません。何系の職に就いたらいいですか。それなりの理由も含めて教えてください。


    
      （夜や朱す）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    これからの時代、理系の職業こそ生き残ることができる。


    理系しかないのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    その総合力を伸ばすべきです。


    公務員などどうでしょう？


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    結局野球選手がベストだよ！


    セ・リーグの。


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    その全部を生かすためには……むしろ無職なの！


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    得意の英語を生かすべきでーす。


    国際的な水泳関係の本の挿さし絵えを書く人になってくださーい。


    


    

  


  
    【相　談　５「これからもなかよくしてほしいです」】


    
      一年　アリーナ・チェビリダッケ

    


    　おなやみそうだんのコーナー。もうすぐ終わってしまいます。


    　そしたらみんなとおわかれ。私さびしいです。みんながいなくなったら、ぶしつが隠いん者じやダニイルの洞どう窟くつのようになってしまいます。


    　終わってもまたあそびに来てほしいのです。どうしたらあそびにきてくれますか？


    　法のぬけあななどあったらおしえてください。

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨　乃：……時間と必然性があれば。


    


    


    [image: ]


    ふ　み：別に法の抜け穴を探さなくても遊びにきますよ。


    


    


    [image: ]


    いくみ：お菓子！　お菓子が必要だよ。段ボール箱いっぱいのお菓子。


    


    


    [image: ]


    絵　美：人を惹ひきつけるものがあれば……。赤あか松まつ像ぞうを建設するの。


    


    

  


  
    　お悩み相談コーナー回答者によるお悩み相談コーナー回答者のための相談。次はアリーナからの相談だ。このコーナーが終わってしまったら寂しくなるとの内容。


    　正式に新聞部として活動しているのは彩あや香か、僕、そしてアリーナの三人だけ。ほかのメンバーがいなくなったら、たしかに一気に寂しくなる。……ただ隠いん者じやダニイルの洞どう窟くつがどんな感じなのかはまったく知らないけど。


    　いつも明るく好奇心いっぱいで素直なアリーナだが、今日きようはいつものピュアではじけるような笑え顔がおはない。


    　そして、そんなアリーナに増して元気のないメンバーがひとり。梨り乃のだ。


    「梨乃さーん、どうしましたか？」


    　アリーナはまず自分のことよりも梨乃を気にかけていた。


    　僕が謝罪に訪れたときに言っていたとおり、梨乃は通常どおりお悩み相談コーナーに参加してくれている。しかしやっぱりその表情は冴さえない。


    「別になにもないのだ」


    　梨乃はアリーナにはにかんでみせるが、その微笑にもどこか陰がある。


    「もしかして、風邪でーすか。顔色悪いでーす。まるでヴォロネツ修道院の壁みたいでーす」


    「別に風邪などひいていない。そもそもその修道院を知らない」


    　アリーナの謎なぞのたとえにようやく梨乃の表情に生気が戻ってくる。


    「知りませーんか？　あの隠いん者じやダニイルの修道院でーすよ。顔がそれの色になってまーす」


    「だから誰なのだ！　そしてそれは何色なのだ！　そして何色だったとしてもそんな顔色になどなってはいない！」


    　元気のなさを心配されていたはずが、結局、元気よくつっこまされている。すっかりアリーナのペースに巻き込まれてしまっている。


    「でーも心配でーす。なにを食べまーしたか？　起きてすぐにフィンランドのお菓子サルミアッキを食べた人みたいになってまーすよ」


    「だから例がわからないのだ！　だんだん自分でもどのような状態になっているのか不安になってきたではないか」


    「顔色悪いよー、ってことでーす」


    「ここのところ忙しくてちょっと睡眠不足なだけなのだ。気にする必要はない。それより相談なのだ」


    　梨り乃のはアリーナの不思議トークにすっかりペースをかき乱されて、自分でも元気がないことを少し忘れてしまっているようにも見える。


    「そーでした。相談のコーナーなくなったら寂しいのでーす。みなさん、コーナーなくなってもあそびに来てくださーい。なにもすることなくても、ぶらぶらしにきてくださーい。穀ごく潰つぶしのように」


    「アリーナさん。穀潰しはちょっと……。むしろ来たくなくなる表現です」


    「あれれ、間違えましたか？」


    　アリーナはふみの指摘にペロリと小さく舌を出して照れてみせる。普通だとかなりあざといリアクションだがそのかわいさから許せてしまう。というかむしろ「この穀潰し！」的罵ののしりをもっと受けたくすらなる。


    「それに心配しなくてもたまに遊びに来させてもらいますよ。とくになにか用意する必要なんてありません」


    「ふみさーん。いい人でーす。素敵な穀潰しでーす。おっぱいも大きい」


    　アリーナはまるで子供のようにふみの胸に飛び込む。ふみは優しくアリーナの頭を撫なでてあげるが……その表情は複雑そうだ。やはり穀潰し扱いされては素直に喜びを受け入れがたいのだろう。


    　そんな仲むつまじいふたりの様子をうんうんと何度もうなずきながら見守るいくみ。


    「そうだよ。なにもいらないんだよ。ポッキーとうまい棒、あとぷっちょとブラックサンダーがあればそれでいいんだよ」


    　いくみは両手を大きく広げてふたりを包み込むようにハグする。……この絵え面づらでよくもお菓子を要求できるものだ。


    「絵え美みさんも来てくれまーすか？」


    「もちろん……。でも、せっかくだったらなにかあったほうがいいと思うの……。みんなを惹ひきつけるなにか……。そうしたら、みんないっぱい来ると思うの」


    　それで僕の像を作るっていうのは飛躍しすぎだと思うけど。むしろ誰も寄りつかなくなるんじゃないのか？


    「偉大な床とこ上手のモニュメントがあれば、私たちだけじゃなく、全校生徒が集まってくると思うの。私が作るの」


    　前回の相談以降、絵え美みは僕を少しだけ尊敬してくれている様子なのだが、どうも尊敬の方向性がおかしい。偉大な床上手って……。非常にありがたくない称号だ。


    「うーん。たしかになんにもないよりは、なにかあったほうがいいとは思うんだけど、僕のオブジェの制作は違うんじゃないかな」


    「でもみんなが集まってなにかするのはいいですよね。ねえ梨り乃のさん」


    「う、うむ……なにかあればスケジュールの調節も……まあ、不可能ではない」


    　ふみの言葉にあいまいな返事をする梨乃。相変わらずなんだか歯切れが悪い。


    「じゃあ、みんなで考えようぜ。なにかを！」


    　いくみはすっくと立ち上がりみんなを鼓こ舞ぶする。


    　こうして今後みんなで集まるための企画を考えることにすることになった。


    　僕はみんなから出る案をノートにまとめていくことにする。


    



    ・フットサル大会


    ・メガロパ（エビの幼よう生せい）観察会


    ・城じよう跡せき巡り


    ・美術館巡り


    ・アブダビコンバット日本大会


    ・手作りプレパラート実習


    ・古墳を見に行く


    ・ヌーディストビーチで合宿


    



    「全然趣味が合わないの」


    　絵美は提案された企画一覧を眺めながら小さくため息をつく。


    「絵美さんこそ。ヌーディストビーチは高校生の趣味の範囲を超えています。そもそもどこにあるのですか」


    「城跡じゃもったいないの……。ふみちゃんは城跡じゃなくてヌーディストビーチで生きる素材なの」


    「お断ことわりします！　そんなところでは生かしません」


    　やはり相談あってのこのメンバー。なんの制約もないとただの趣味がまったく合わない人たちの集まりと化している。


    「それで、どうすんのさ。バラバラじゃん。ちゃんとみんなのことも考えてよ」


    　いくみはアブダビコンバットの発案者とは思えない発言をする。


    「多数決をしましょう。赤あか松まつさんとアリーナちゃんも入れて、一番のものにしましょう」


    　ふみはそう言うと、さっそくコピー用紙を小さく切り投票用紙を作って配布する。たしかにこんなときは多数決がてっとり早い。


    　少人数なため、投票はすぐに終了し、ただちに開票される。


    



    ・フットサル大会　０


    ・メガロパ（エビの幼よう生せい）観察会　１


    ・城じよう跡せき巡り　１


    ・美術館巡り　０


    ・アブダビコンバット日本大会　１


    ・手作りプレパラート実習　０


    ・古墳を見に行く　１


    ・ヌーディストビーチで合宿　２


    



    「なぜヌーディストビーチが首位なのですかっ！　赤松さんっ！」


    　ふみが顔を真っ赤かにして僕を睨にらんでいる。


    　しまった匿名投票に甘えて本心を出してしまった。さりげなくやったつもりがこの票数ではバレバレだ。


    「いや、ごめん。冗談だよ。冗談」


    「ぜったい本気だよ。エロい顔してたよ」


    　いくみは僕の視線から守るように両手で自分を抱いて、胸の付近を隠している。


    　……いくみにそれをやられるとなんか悔くやしい。


    　それに僕はいくみをエロい目でみるときはふとももを見ている。そこだけは間違えないでほしい！


    「もう、エッチなんだから。もう一回投票やる？」


    　いくみがプンプンと怒りながらもう一度投票をするべく、投票用紙を作ろうとするが、アリーナがそれを止める。


    「待ってくださーい。私はみんなが納得できて、楽しーい案がいいです。投票でしぶしーぶやるの、寂しいでーす」


    　アリーナはひとりひとりの顔を順番に見つめながら言う。


    　たしかに。これからはみんなでそろって会うことは少なくなるだろう。それならやっぱり誰もが楽しい案をもう少し粘ねばって考えたい。


    「みんなが納得する案なら決まっているのだ」


    　事の成り行きをおとなしく見守っていた梨り乃のが誰に聞かせるでもなく呟つぶやく。


    　その声をアリーナは聞き逃のがさない。


    「それはなんですか？　教えてくださーい」


    　身を大きく乗り出して、梨乃に迫る。


    「アリーナを手伝うことなのだ」


    　そんな素直なアリーナに少し照れたように顔を赤らめながら梨乃は答える。


    「そ、そうなのでーすか」


    　アリーナはよほど予想外の答えだったのか、小さい口をぽかんと開いている。


    「そうですね。私たちのかわいい妹ですから。アリーナちゃんのお手伝いならいつでも駆かけつけます」


    　ふみも梨乃の意見に同意を示す。


    「うわーんっ！　ありがとうございます」


    　せっかく離れたアリーナがまたふみの胸に飛び込む。ふみの首にぶら下がりながら、何度も何度も頰ほおずりする。


    「みんなみんなやさしい私のお姉さんたちでーす。もっともっと会いたいです。穀ごく潰つぶしになってくださーい。これほど大きな胸があるのでーすから、きっと大量の穀が必要だと思いまーす。潰してください」


    「だから穀潰しの意味が……」


    　ふみは訂正の言葉を途中で飲み込む。おそらくアリーナの無む邪じや気きさとかわいらしさの前にはどうでもよくなってしまったのだろう。


    「よし、それじゃあ、なに手伝ってほしい？」


    　いくみはこの案で決定とばかりにそう宣言する。


    　どうやらさっそくなにか手伝うつもりらしい。相変わらずせっかちだ。


    　アリーナはしばらく考えたのちふみの胸の中から顔を上げる。


    「それなーら、お言葉に甘えまーす。私、勉強のため日本の文化、取材してまーす。でも、まだまだひとりだと難しい。一緒についてきてほしいのです」


    　いくみはすっくと立ち上がり、アリーナの肩を両手でつかみ、まっすぐに見つめる。


    「やるに決まってるじゃん。アリーナちゃんには知っておいてほしいよ。困ったときには私たちが助けるってことを。そして、助けたお礼はちょっとのお菓子で大丈夫ってことを」


    　いくみはアリーナとの友情を確認するかのように大きくうなずくと、さりげなくお菓子を要求するのだった。


    



    　週末、僕たちは都内にあるレコーディングスタジオを訪問していた。


    　アリーナの言う日本の文化の取材とはアニメーション制作の現場訪問だった。僕たちは彩あや香かのコネクションでアニメ関係の相談に答えさせてもらったことがあったが、おそらく同じコネクションを利用したのだろう。


    「アリーナちゃん。まだ口の中が理科室の味するよ」


    　いくみは駅で待ち合わせてスタジオに到着するまでずっと文句を言っていた。


    　先日、いくみがさりげなくお菓子を要求したのち、アリーナは手持ちがこれしかないとのことで、北欧のお菓子サルミアッキを僕たちにふるまってくれたのだが……、それは日本人の口にはまったく合わない代しろ物ものだった。グミと飴あめの中間のような嚙かみごたえなのだが、味と匂においがすさまじい、不自然な甘さとしょっぱさ、そして口いっぱいに広がるタイヤのような匂い。アリーナいわく、北欧では古くから親しまれている味らしいのだが、とても信じがたい。


    「いくみさーん。理科室食べますかー？」


    「食べないけどさ。とにかく口の中にちっちゃい理科室を建てたみたいな味したよ。やめてくれる？」


    「すみーません。でもサルミアッキを食べたいくみさーんおもしろかったでーす。まるで生まれたてのトッケンブルグ種のヤギみたーいでした」


    「その種類知らないけどさ、何日も口が理科室なんだからね」


    　なおも文句を言ういくみをなだめながら、スタジオへと入る。


    　僕たちの通された五番スタジオは大きく分けてふたつの部屋で構成されていた。ひとつが実際に声優さんたちが録音を行おこなうブース。もうひとつは音響のスタッフさんたちが演出と機材の操作を行う調整室と呼ばれる部屋らしい。ふたつの部屋は隣接していて防音ガラスの窓越しにお互いが見える。


    「スゴーイでーす。日本が誇るアニメーション、ここで命が吹き込まれているのでーすね」


    　アリーナはスタジオの中を駆かけ回りながら、興奮状態で写真を撮とりまくっている。


    　ポップガードという金魚すくいの網あみみたいなものがついた立派なマイク、収録時には声を吹き込むアニメが表示されるのであろうモニター。いかにもな「ＯオＮン　ＡＩＲエア」ランプ。どこにでもありそうな観葉樹までどんどん写真を撮っていく。


    「彩香さんはすごいですね。学校の新聞部なのに、こんなちゃんとした取材ができるようにするなんて」


    　ふみもスタジオを興味深そうに見回しながら感心している。


    「彩香さーんは〝むしろ学生だからできる〟と言ってまーした。ＪＫの魅力に下心がなんとかかんとーかとも言ってましたがよくわかりませーんでした」


    　……彩香、留学生になにを説明しているんだ。とにかく後半の部分はわからないままにしておこう。


    「でも見てるだけじゃ、普通だね。おーい、なんかやらしてくれない？　お礼にヨーロッパのお菓子あげるからさ」


    　いくみが同行してくれた録音技師の方に非常にフランクなスタイルでお願いする。しかもサルミアッキつきで。恩を仇あだで返すつもりだ。


    「じゃ、じゃあ、えーと」


    　録音技師さんは慌あわてて台本を用意してくれる。


    　以前にスタジオを利用したときに使用したものらしい。


    「いいのでーすか。うれしいでーす。私日本のアニメ大好きなーのです。夢のようでーす」


    　アリーナはその場でぴょんぴょん飛び跳ねて、喜びを爆発させている。なんだかその姿を見ているだけで、こっちまでうれしくなってしまうような喜びっぷりだ。


    「キャラクターの台詞せりふがはじまるタイミングで映像内にボールドと呼ばれるキャラクターの名前が書かれたサインが出ますから、それが出たらお芝しば居いをしてください」


    　音響技師さんがアリーナに丁てい寧ねいにやり方を説明してくれる。


    　本当にお芝居をするにはかなりの専門技術が必要そうだ。しかしこれはあくまで体験。うまくできなくてもいいのなら非常に楽しそうだ。


    　さっそくアリーナと一緒に僕たちは録音ブースへと入る。ここからは僕が代わって撮影係だ。


    　アリーナが声優に挑戦する姿をばっちり撮影してあげよう。


    「じゃあ、台本の１７１番からいくよ」


    　ブースと調整室との会話用のスピーカーからさっそく指示が入る。ちょっと立派そうな雰ふん囲い気きに作っているがどうも聞き慣れた声だ。


    　窓越しに調整室を覗のぞくといくみが、おそらく監督もしくは音響監督が座る用であろう席にどっかりと腰を下ろしている。


    　背もたれにおもいっきり身体からだを預けて、いかにも偉い人風の座り方。しかも誰かが差し入れしたお菓子を食べちゃっているし。


    「じゃあ、本番でーす」


    　いくみはこちらの準備の確認などせずに、本番を宣言。すでにモニター上ではカウントダウンがはじまってしまった。


    　いくみ監督……、非常に乱暴な収録スタイルだ。


    　アリーナはまだ戸惑っているが、すでに映像が流れ始める。


    　どうやらファンタジーのバトルシーンらしい。激しいアクションが展開される。


    　主人公らしい青年がロングソードで並みいる敵をばったばったとなぎ倒し、ヒロインと思われる女の子を救出するシーンのようだ。


    　ついに悪者の頭とう目もくが斬きられ、ヒロインが救出される。


    　そのボスがやられたのを見て蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す配下たち。


    　なんだかかなりお話が進んでしまっているが、台詞せりふはまだなのか？


    「うわあああ、助けーてくれー。命だーけは。命だーけは。ひぃーひぃー、ぎゃあああ！　……ぐふぅ」


    　まさかの主人公とヒロインを飛ばして雑ざ魚こキャラ。


    「駄目、駄目。もっと心を込めてっ！」


    　スピーカーからいくみの厳しい駄目出しが飛んでくる。


    「いくみさーん。なぜ〝ならず者Ａ〟の役なのでーすか。もっといい役やりたーいでーす。キャラソンがあとで出るくらいの役やらしてくーださーい」


    「新人がなに生意気言ってるのさ。声優さんだって最初はこうやって修しゆ業ぎようするんだよ」


    「それはそーなのでーすが。せっかくのチャンスなのに……」


    「心を込めて演技すれば、いい役になれるかもしれないよ。ほらもう一回」


    　いくみ監督は非常に厳しいというか、こっちの意見をまったく聞き入れてくれない。またしてもこちらの準備を待たずにカウントダウンがスタートする。


    　そして主人公が華麗な剣さばきで敵を倒し、ヒロインを救出する。追い詰められたならず者Ａが地面に這はいつくばったまま命乞いをする。


    「うわあああ、助けーてくれー。命だーけは。命だーけは。ひぃーひぃー、ぎゃあああ！　と見せかけて、トォー！　ならず者Ａパーンチ！　やったぁー。勝ちまーしたっ！」


    　ならず者Ａが勝手に勝利宣言。動画の中ではざっくりと斬きられてしまっているがお構いなしだ。


    「ちょっと！　アリーナちゃん。駄目でしょ！　絵と全然違うじゃん」


    「だってこんなチャンス二度とないのでーす。活躍したいのでーす」


    　アリーナはいくみに切々と訴える。


    　しかしなかなかいくみは首を縦に振ろうとしない。厳しい表情で腕組みしたまま、椅い子すにふんぞり返っている。たぶんいくみの持っている監督のイメージはこんな感じなのだろう。


    「いくみさん。ちょっといじわるですよ。アリーナちゃんのやりたいようにさせてあげたらいいじゃないですか」


    　その姿を見かねたふみがマイク越しにいくみをたしなめる。


    「えーっ、もっと厳しくして、それでアリーナちゃんよく頑張ったねってなって、それからいい役やらしてあげるつもりだったのに」


    　どうやらいくみなりにアリーナがステップアップする筋書きがあったらしい。体育会っぽいノリでいかにもいくみらしいが。


    「そんなに時間をかけてられませんよ。もういいじゃないですか」


    「感動すると思ったのに、仕方ないなー。じゃあアリーナちゃん好きな役やりなよ」


    「よかったでーす。それにいくみさーんの気持ちも伝わりまーした。ちゃんと熱演しまーすから安心してください。上手にやってみせまーす。悪いボスを」


    　結局そっちなのかよ！　てっきりヒロインがやりたいのだとばかり思っていた。


    　三度はじまるカウントダウン。


    　先ほどよりもアリーナの表情にやる気がみなぎっている。もしかしたらいくみの強引な下積み体験で気合いが入ったのかもしれない。


    　自分の出番を示すボールドを合図にアリーナはマイクに向かって一歩進み出る。


    「ククク、待っていーたぞ。フハハハー、この私に勝てるとでーも。ぬぅ、はっ！　くぅう、むむぅ、ぐはっ、まさかこれほーどまーでに成長していたとは……、み、見事でーす。しかしこれで終わりではなーい。我々はなんどでも現れーる」


    　内容的にはあんまりならず者Ａと変わらない気がするけど……。


    　しかし本人は大きな身振り手振りを交えて熱演している。まあ本人がそれでいいのなら構わないか……。


    「よかったよ。アリーナちゃん。ボスの悪さとかかわいさが出てたよ」


    　いくみがガラス越しに両手で大きな丸を作ってみせる。


    　なんだかよくわからないが、いくみ監督的にも満足のいく出来だったようだ。


    　しかしこれで終わってくれないのがいくみ監督。
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    「よーしじゃあ、みんなでやってみよう。梨り乃のが主人公の子で、ふみがヒロインの子」


    「なぜ私までっ」


    　梨乃が突然の指名に慌あわてて抗議する。もうすでに少し顔が紅潮している。恥ずかしがり屋の梨乃がこんなことが得意なわけがない。


    「まあまあ梨乃さん。上手にやらなくてもいいんですから。記念ですよ。アリーナちゃんを手伝うってことで今日きようは集まったんじゃないですか」


    「う、うむ」


    　おろおろしている梨乃をふみが優しくなだめる。


    　アリーナの手伝いはそもそも梨乃が自分から言い出したことだ。ここは承諾するしかない。


    「それで、絵え美みちゃんはならず者Ａ、赤あか松まつはならず者Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇね」


    　雑ざ魚こ役なのはいいとして、なんか僕の役が多すぎないか？


    「さあ、じゃあこれが本当の本番だから。よろしく」


    　アリーナの取材を助けるために。ひいてはジャパニメーションのすばらしさをはるか遠いモルドバに伝えるために、お悩み相談コーナーのメンバーが力を合わせる。


    「来てはいけません。私のことは気にしないでください」


    　ヒロイン役であるふみの絶ぜつ叫きようから場面は始まる。


    　しかしその制止をものともせず、殺到するならず者たちの群れにひとり切り込む主人公の剣士。


    「我が剣のぉ……この……ぁ……し……だ……すぅ……ぞ」


    　主人公がすごく小声！　梨乃はお芝しば居いをするのが相当恥ずかしいのか、まったく声が出ていなかった。顔を隠すように台本で覆おおってしまっているので、ますます声が通らない。しかし僕にはそのことについてつっこんでいる暇はない。すぐに出番だ。


    「ひとりでなにができるってんだよ」


    「なんだこいつは？」


    「飛んで火にいる夏の虫だぜ」


    「おい、囲め、囲め！」


    「な、なんだこの速さ人間じゃねえ」


    「うぁあああ！」


    　ひとりでやっているのは僕のほうなんだが……。とにかく声こわ色いろを分けられるだけ分けてならず者を演じる。


    「……の……ぁ……ぅ……が……だ」


    　小声の剣士に次々と倒されるならず者たち。声帯は貧弱なものの剣の腕はたしかだ。


    「ククク、待っていーたぞ。フハハハー、この私に勝てるとでーも。ぬぅ、はっ！　くぅう、むむぅ、ぐはっ、まさかこれほーどまーでに成長していたとは……、み、見事でーす。しかしこれで終わりではなーい。我々はなんどでも現れーる」


    「……ぇ……ぉ……だ」


    「うわあああ、助けーてくれーなの。命だけは。命だけは。ひぃーひぃー、ぎゃああ」


    「……ぇ……ぉ……だ」


    「助けてくれてありがとうございます。あのお名前だけでも」


    「……ぉ……ぁ……っ」


    「すてきなお名前」


    　剣士は絶対に聞き取れないボリュームで名前を告げて颯さつ爽そうと立ち去っていく。主人公の剣の腕より、ヒロインの聴力がすごい気がしてきた。


    　こんな調子でとてもうまくできたとは言いがたいが、なんとか一シーンを収録し終える。


    　ガラス越しに見えるいくみもよかったとこちらに拍手を送っている。


    　これでいいのか……。最後までいくみ監督のやりたいことがわからなかった。


    「楽しかったでーす」


    　収録を終えたアリーナは本当にうれしそうだった。まさに興奮冷めやらぬといった感じで、もっとこうすればよかったとか、アフレコの難しさなどについて、あれこれとりとめなく話し続けている。


    「少し間違えてしまったのだ」


    　緊張と恥ずかしさから解放された梨り乃のもその感想戦に混じっているが、そもそも聞こえていないので間違っているかどうかの問題ではない。


    　僕はその間にスタジオの様子の撮影を再開する。こんな機会はそうそうないので、撮とり洩もらしがないように、いくらなんでも必要ないだろうと思われる部分まで撮影しておく。


    　防ぼう音おん扉とびらの取っ手、床ゆかのカーペットから天井まで。夢中でシャッターを切り続けていると、いつのまにか傍かたわらに梨乃が立っていた。


    　なにかを言いたげに僕をじっと見つめている。


    「どうしたの？」


    「その……記念にみんなで写真を撮らないかと……せっかくだから」


    　そっと僕の裾すそをつかむと、梨乃にしては珍しいことを言う。むしろそういった類たぐいのことは嫌うタイプだとばかり思っていたのだが。


    　もちろん僕としては異存はない。


    　いまだ調整室でふんぞり返っているいくみを呼び戻してみんなで記念写真を撮影する。


    　そういえばこのメンバーが一枚の写真に収まるのはおそらくはじめてなんじゃないだろうか。なんだか気恥ずかしいが、お悩み相談コーナー終了を前にして記念写真の一枚があっても悪くはない。


    　いつもは写真を撮る側に回りがちな僕もデジタル一眼をセルフタイマーにして、みんなの中に混ざる。


    「でも梨り乃のがこんなことしたいって言い出すの珍しいね」


    　両手を使って全力でピースをし終えたいくみが言う。


    「そ、そうだろうか……」


    「だって梨乃苦手でしょ。こういうの。どうしたの」


    　いくみはそんなに深い意味があって聞いたわけではないのだろう。


    　しかし梨乃には重い質問だったようで、もじもじと身体からだをくねらせながら、なかなか答えようとはしない。


    「それで？　……どうしたのさ？」


    「じつは……その……あの……つまり、あれなのだ……留学することになったのだ」


    　何度も躊ちゆう躇ちよしたあげく梨乃はぽつりと呟つぶやく。


    「えーっ、留学って、いなくなっちゃうってこと？　いつから？」


    「その……来月……」


    　梨乃の話によると来月からアメリカのヒューストンの隣の隣のあたりにある街へと留学するとのことだ。なんでも将来研究者になるために、ご両親がアメリカで教育を受けさせることに熱心らしい。


    「なんでいままで黙っていたのさ！」


    「……そんなに大たいした話でも」


    　梨乃はいくみのリアクションが予想外に大きかったのか、少したじろいでいる。


    　しかしいくみはそんなことはお構いなしに、梨乃に詰め寄る。


    「大した話だよ。梨乃がどこかに行っちゃうんだよ！」


    　いくみは梨乃の両肩を摑つかむと激しく揺さぶる。「なんで、なんで」と繰り返して、教えてもらえなかったことが本当にくやしいみたいだ。


    　それに対して梨乃はなにも言い返せずに黙り込んでしまう。


    「いくみさん。きっと言い出しにくかったのですよ」


    　ふみが見かねてフォローに入る。梨乃はその言葉になんとかうなずいて、同意を示すのが精一杯だ。梨乃にとってはこのメンバーがはじめてできた友達。たぶんどう別れを切り出していいのかわからなかったのだろう。


    　じつは僕は梨乃の留学について少し前に聞かされていた。内緒にしてくれと頼まれていたので、ほかのメンバーには言っていなかったのだが……。


    



    　　　◆


    



    　僕が梨乃から留学のことを聞かされた日、それは梨乃の家を訪ねた数日後のことだった。


    　そのころ僕の学校生活は悲ひ惨さんなものとなっていた。


    　香か織おりとの一件は当然ながら態度術での逃亡では決着しなかった。


    　翌日以降、僕は本格的におたずね者状態になってしまったのだ。しかし僕はこれになんの抗議もせずに耐えると決めていた。


    　いくら香織とはいえ、僕がふったのだ。おそらく傷つけてしまったのだろう。その分は僕も傷つく。格好をつけるわけではないが、それが男としての務つとめだ。あと副会長たちは体格がいいので抵抗すると危険だし、しょせんはイタズラ、慣れてしまった。


    　蛇へびのおもちゃも飛び出しまくると、まったく驚かなくなる。むしろ本当の蛇を見たときにノーリアクションになりそうで不安なくらいだ、ブーブークッションもこれだけ鳴りやまないとリアルにオナラをしても平気だ。


    　いまの状況を楽しむほどの余裕すら出てきたそんな放課後。


    　無駄に被害を増やさないためにそそくさと帰り支じ度たくする僕の前に、例の変態副会長が現れる。どうやらまた呼び出しのようだ。


    　ある種の慣れを感じながら、僕はおとなしく生徒会室へと連れん行こうされる。


    



    　生徒会室のさらに奥の部屋、生徒会執務室で香織は僕を待ち構えていた。


    「この前はよくもこの私の制止を振り切って帰ってくれましたね！　考えられない大だいそれた行為ですよ。もしほかの人間があれをやったならば、二度とスルメイカなどが嚙かめない身体からだにしているところです」


    　香織は僕の顔を見るなりこの前の雪せつ辱じよくとばかりに悪態をつく。興奮しすぎで脅おどし文句がおかしなことになっているが。おそらく歯を抜くとの意味だろう……。


    「あのときは言うべきことは全部言ったと思ったんで」


    「まったく……私の気を引こうとそのようなツンデレっぽいテクニックを使うなんて、なかなかの策士じゃないですか」


    　歯は軋ぎしりしながらもなんだか顔を赤らめている。どうやら途中で逃げたのを焦じらしていると思っているようだ。おそらくこれまで香織にそんな態度をとった人間などいなかったのだろう、そのせいで間違った解釈をしている気がする。


    「それでなんの用ですか？」


    「あなたこの子と仲がよろしいようですね？」


    　香織は細く長い指で応接机に写真を並べ始める。口元に浮かぶサディスティックな微笑。


    　その写真に写っているのは梨り乃のだった。


    　誰かに頼んで盗撮させたものだろう。授業を受ける梨乃、お昼を食べる梨乃、家路につく梨乃、日常的な姿が撮影されている。うーん、どの写真もなかなかかわいい。こんなにたくさんあるのだから、何枚かくれないだろうか。


    　それにしても香か織おりは芝しば居いがかっている。……こんなことしなくても文化祭、クリスマスパーティー、これまであったいざこざの数々で梨り乃ののことくらい知っているくせに。


    「仲良くさせてもらってます。こっちの子も」


    　僕は梨乃の写真の二枚に一枚のペースで写りこんでいるいくみを指さす。梨乃はまったく盗撮に気づいていない様子なのに、いくみはきっちりカメラ目線でダブルピースしている。おそるべし野生の勘。


    「それがどうした？　って顔をしてますね。わざわざ隠し撮どりまでして写真を見せている理由はおわかりかしら？」


    　香織は観察するかのように僕の顔を見つめている。おそらくこの写真の意味は自分が十じゆう全ぜんな調査能力を有していることの誇こ示じ。つまりは以前僕がほのめかした好きな人とは梨乃であるとの調べがついたとのメッセージだろう。


    「それで梨乃をどうするつもりですか？」


    「あら、メガネの奥の目が怖いですよ。そんな勝手に先回りして結論を急がないでくれます？」


    　香織は僕の動揺する姿を見るのが心底楽しいようで、くくくっと喉のどを鳴らしながら小刻みに肩を揺らしている。


    「梨乃に手を出すと怖いですよ。主にこのダブルピースをしている子が」


    「まさか。この私が我が校の生徒を個人的な好こう悪おでいたぶったりするとお思い？」


    　もちろんお思いだ。というか、いま僕がそれの被害者だ。


    　しかし香織は結局僕がどう思っているかなど関係なしに話をどんどん先に進める。


    「私からの素敵な提案があります。あなたに正しい選択をするチャンスを与えてあげようと思いまして。もちろん正しい選択とはなにかおわかりですよね」


    　香織の言う〝正しい選択〟とは僕が梨乃よりも香織を選ぶことだろう。


    「それで、どうするつもりですか？」


    「この前、出演してもらった私の番組でちょっとした企画コーナーでもしようかと思いまして、どちらが素敵な女性か対決するようなコーナーがいいかと思っているのですが……」


    　要するに番組のコーナーの体てい裁さいを取って、梨乃よりも自分が上であることを全校生徒に示したいらしい。


    「まあ、あまり露骨にやるとかわいそうですから、料理対決をするコーナーにして、あなたには審査員をしてもらいます。そして私が圧倒的勝利を収めて、あなたの胃袋をがっちり摑つかむと同時にその方に恥と敗北をプレゼントする。そんな筋書きです」


    　おそらく梨乃が料理が苦手なことを知っていての企画だろう。


    「梨乃が受けるとはとても思えません」


    　梨乃の性格から考えて、そんな晒さらし者になるような企画を引き受けるわけがない。いくみと違って、こんな安易な罠にも引っかからないだろうし……。


    「了承はすでにとってあります」


    　香か織おりはそんなことは当然といった様子だ。


    「そんな！　どうしてですか？」


    「それは誰かさんが学校でひどい嫌がらせを受けていることを止めさせるためじゃないですかしら？」


    　香織はその行為が愚行であることをアピールするかのようにふんっと鼻で嗤わらう。


    　梨り乃の……。どうして僕のために。梨乃はこの件に関してすごくそっけない態度を取っていたのに。ますます梨乃の気持ちがわからなくなってしまった。


    「あなたも引き受けたほうがいいんじゃないですか？　その方が同じ嫌がらせを受けたら大変ですから」


    　香織はそう言うと、まるで勝利を宣言するかのように高らかに笑う。僕は憎ぞう悪おの感情を隠すことなく香織を睨にらみつけるが、その視線ですら勝利の副賞だと思っているかのようだ。


    「そんなことしておもしろいですか？」


    「おもしろい？　そんな低次元なこと知りません。これは私のプライドの問題。誰にとってもどのような観点からも私が一番魅力的でなければいけないのです」


    　香織は自分の用件を伝え終わると猫でも追い払うようにしっしっと手首を返す。


    　この前の意い趣しゆ返がえしと言ったところか……。


    　こうしてまた事態はさらにややこしいことになったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　お悩み相談コーナーが終わってもみんなとの関係が終わるわけではありません。みんなとても気のいい人ばかり。アリーナのためならいつでも駆かけつけてくれるはずです。ただ駆けつけたあとにどうなるかはまったく予想がつきませんが……。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「しかしこれで終わりではなーい。我々はなんどでも現れーる」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　私は中学三年生、つまり受験生です。


    　しかし、今まで吹奏楽を続けていて、急に日課がなくなり、やる気が起きません。


    　第二新聞部の先輩たちも高校受験のとき、しんどかった経験ってありますか？


    　しんどかったとき、どのようにやる気を出しましたか？


    　どのようにすればやる気を出させられるか、アドバイスをお願いします。


    
      （鎌かま橋はし陽はる香か）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    やりがいを感じる内発的モチベーションを高めるべき。


    つまりは自己満足なのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    想像するのです。やり遂げたあとのことを。


    いい高校、いい大学、いい会社、


    いろいろあって世界征服まで。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    勉強したらお菓子を食べられることにしよう！


    私は途中で食べちゃったけど。


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    しんどくなったら、


    絵を描かくとか好きなことで気分転換するの。


    私は気分転換だけしちゃったの。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    日本では勉強しない子は


    なまはげにさらわれると聞きまーした。


    さらわれてくださーい。


    


    

  


  
    【相　談　６「気持ちがわかりません」】


    
      二年　赤あか松まつ 勇ゆう樹き

    


    　僕の友人の話なのですが、友人は気になっている女の子の気持ちが気になっています。友人は訳あって学校で大変権力がある生徒に睨にらまれています。その気になっている女の子は友人への嫌がらせをやめさせるために、権力者からの挑戦を受けたと聞きました。絶対にそんな策には乗らないと思ってました。どうして友人のためにそこまでしようと思ってくれたのですか？

  


  
    Answer's
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    梨　乃：むしろ論理的に正しい結論なのだ。なぜなら本人もわからないのだから。


    


    

  


  
    　僕はとにかく梨り乃のと直接会って話したかった。


    　しかし僕たちには学校内に安住の地は少ない。僕は執しつ拗ようにイタズラを受け、梨乃も生徒会の監視対象。ふたりが学校で会おうとしたら、部室で相談コーナーの体ていを取るのが一番安全だと判断したのだ。


    　いつもの相談コーナーとは違い、僕と梨乃のふたりきり。


    「……なんだかやりづらいのだ」


    　梨乃は少し照れた様子ではにかむ。たしかにいつもの部室でふたりきりだと不思議な気分になる。誰も話を茶ちや化かしてくれないことに、逆にやりづらさを感じてしまう。


    「それで、その相談の件なんだけど。あくまで友人の話なんだけどね」


    　僕はやりづらさに背中を押されるかたちで、本題を切り出す。


    「それは……わからなくて正解なのだ。……なにせ本人もわからないのだから」


    　梨乃はぼそぼそと小声で話す。


    「本人もわからないって……？」


    「人間は自分の体内で起こっている現象のすべてを認識できるわけではない。心臓をどう動かしているのかわからないように…………、とにかくわからないのだ」


    　梨乃の言葉が途中で急速に勢いを失い、最後は消え入りそうになる。


    　わからないかと言われても……、それでどうしたらいいのか、今度は僕がわからない。


    　だからこそこうしてふたりきりで会って、じっくりと話そうと思ったのだが、残念ながらふたりともそんなに軽快に話すタイプではない。


    　チラチラとお互いを見て、目が合っては慌あわててうつむく。気まずい時間が続く。


    　こうしていても仕方ない。どうにかして梨り乃のの気持ちを知りたい。


    「その……いいの？　会長の企画なんか受けて」


    「この状況なのだ。仕方あるまい」


    　梨乃は小さくため息をつき、やれやれと苦笑する。もう観念したといった様子だ。


    「でも料理苦手だよね？」


    「苦手ではない。以前はちょっと調子が悪かっただけなのだ」


    　梨乃はいじめてくれるなと言わんばかりに指でつんと僕の肩を突く。普段は見せない甘えたような女の子らしいかわいい仕草だ。……もし、あれが調子が悪かったがゆえの現象だとしたら、ちょっとどころではなかったけど。まさに絶不調だ。


    「それに別に料理の腕など関係ないではないか。相手は私に勝っていい気分になりたいだけなのだから。そうさせてやればいいのだ。それでいまの嫌がらせが終わるのなら……私はそれでいい」


    　梨乃はもはや勝ち負けなど気にしていなかった。本当に僕の身を案じてそれだけのために自分が恥をかくことを引き受けたのだ。本当はすごく負けず嫌いなのに……。僕もなんとかその気持ちに応こたえたい。


    「梨乃……僕、死ぬ気で食べるから」


    「普通に食べればいいではないか！　なぜ死を覚悟するのだ」


    　梨乃はじっとりとした目つきで僕を睨にらんでいる。


    　しまった、本音がこぼれ出てしまった。


    「ごめん。だってこの前はオムライスでほっけの味がしたから」


    「あれは自分でも驚きなのだ……。でも、ほら、海に行ったときはなかなかうまくできたし」


    「バーベキューが料理かどうかは微妙なところだけどね」


    　このやりとりをきっかけに、思い出話に花が咲く。文化祭のこと。遊園地のこと。ミスとトラブルばかりだが、過ぎてしまえば楽しい思い出だ。


    　梨乃はいろいろな場面を思い出してはころころと楽しそうに笑っていたのだが、突とつ如じよとして寂しげな顔になる。


    「どうしたの？　なにかあったの」


    「いや、寂しくなるなと思って、その、このことはずっと言い出せなかったのだが……留学することになったのだ。アメリカに」


    　このときはじめて梨乃の口から留学のことが告げられたのだった。


    「えっ、本当に？」


    　突然のことに僕は次の言葉が出てこない。〝本当に？〟って本当に決まっているのに、自分でも馬ば鹿かな質問だと思うのだが、それしか言葉が出てこないのだ。


    　梨り乃のは僕の無意味な問いに無言でうなずく。


    「それでいつ出発するの？」


    「七月の中旬。あとひと月と少し……まだ、このことはほかには彩あや香かさんにしか話していないのだ。ほかのみんなにも自分で言うからまだ黙っておいてほしい」


    　あとひと月で梨乃がいなくなってしまう。驚きと寂しさで胸がいっぱいになるが、同時にある種の安あん堵どの気持ちも湧わき上がってくる。


    　前に梨乃の部屋で会えなくなると言われたのはこのことだったのか、もしかしたら梨乃の気持ちが離れてしまったのかとあれからずっと不安だった。


    「なんだ、そういうことだったのか。よかった」


    「私が留学するのがそんなによかったのか？」


    「いや、そうじゃなくて、その、てっきりふられたかと……」


    「別に、私は……、そもそも、そんな関係では……その……日本にいなくなる人間には……どうこう言う資格もないと思うし」


    　梨乃は目を伏せたまま消え入りそうな小さな声で話す。


    「そういうことじゃないと思うよ。僕が言いたいのは気持ちの話だから」


    「そ、そうなのだが……、その気持ちの話は……その私にはまだ刺激が強いというか……それに、気持ちがあっても距離が離れてしまえば……太平洋は約一億六千五百万キロ立方メートルの面積があるし」


    「太平洋が広いのはわかるけど、いまはＳＮＳとかいろんな便利なアプリとかあるし……」


    「……うむ……アプリはあるのだ……非モテ＋プラスなど」


    「もっと有名なのもあるし……とにかく寂しくなるね」


    「……アプリがあっても寂しい」


    　梨乃はその寂しさを紛まぎらわすかのように僕のほうに身体からだを寄せると、そっと手を伸ばす。僕の手の甲にかすかに触れる梨乃の指先。


    　本当にちょっぴり触れただけだが、梨乃は精いっぱいの勇気をふりしぼってくれたのだろう。


    「あの……」


    　僕が話しかけようとすると、梨乃は慌あわててその手を引っ込めてしまう。


    　まるで外敵から身を守るエビのようなすばやさだ。


    　梨乃の頰ほおはすでに真っ赤かになっている。


    「と、とにかく、私は日本からいなくなるのだから、こんな勝負は負けてしまうに限る。仮に一時期、会長になにをされようが気にすることはない。赤あか松まつは自分の身の安全を第一に考えるべきなのだ。それが私からの置き土産みやげなのだ」


    　梨り乃のはそれだけ言うと、強引に話題を雑談へと切り替えてしまった。


    



    　料理対決当日、収録の時間まで部室で待機する。


    「梨乃さん。素敵です。エプロン姿がとってもお似合いですよ。フリルもかわいいです」


    　ふみの和なごやかな声に梨乃は少しはにかんでみせるが、やはり緊張しているようでその笑え顔がおはどこかぎこちない。


    「いいなあ、梨乃だけ。私もエプロンになって、全校生徒に絶賛されたいよ」


    「いくみ……、なぜ絶賛が前提なのだ」


    「それは絶賛でしょ。私だよ。将来、かわいいお嫁さんになる女だよ」


    　未来のかわいいお嫁さんは畳たたみの上にごろんと横になり、プリッツをくわえたまま、そう主張する。大変弛し緩かんしきったかわいいお嫁さんだ。おそらくいくみも場を和ませようとして、あえてこういう態度をとっているのだろう。いくみと他た愛わいもないことを言い合ううちに梨乃も少し緊張がほぐれてきたように見える。


    「梨乃さーんはなにを作るのでーすか？」


    　企画書によると今回の対決テーマは『彼氏に食べさせたい得意料理』、まさに香か織おりの意図が透けて見えるテーマだ。


    「餃ギヨ子ーザを予定しているのだが……朋とも子こ先生にコツは教わってきたのだ」


    　第二新聞部の幽霊顧問である朋子先生は偽にせの法事で授業をサボることと餃子を作ることに関してはかなりの腕前なのだ。朋子先生直じき伝でんであればかなり期待できる。しかし梨乃はなんとも自信がなさそうだ。


    　そんな弱気を察して絵え美みが励ますようにしっかりと両手を握る。


    「梨乃ちゃん。料理は勝ち負けじゃないの……。味なの」


    「そこに自信がないのだが」


    「いいじゃないですか、別に。会長さんの気晴らしに付き合ったら、赤あか松まつさんへのイタズラをやめるように指示してくれるんですよね。逆に勝ったら面倒ですよ」


    「そ、そうなのだ。勝たなくても問題ないのだ」


    　ふみの言葉に何度もうなずく梨乃。


    



    　そして当日。


    　梨乃と香織の料理対決の収録は調理実習室に機材を持ち込んで行おこなわれた。


    「さあ、はじまったっす『第一回美少女料理ショー！』。この番組は校内の可愛い女の子に料理を作ってもらって、その料理を審査しちゃおうって企画なんす。今回のテーマは『彼氏に食べさせたい得意料理』なのっす。どんな料理が出てくるのか楽しみっす！」


    　第一新聞部の部長であるよしたかがド派は手でなマイクを片手にカメラに向かって過か剰じように元気をふりまいている。


    「審査員は前第一新聞部部長で現在は主に食事と睡眠をメインに活動している浅あさ野のさんっす。そして、学校でいまもっともホットな男、第二新聞部の赤あか松まつさんっす」


    　僕と浅野はスタジオに作られたテーブルセットに座らされている。一応高級レストランの一角をイメージしているようで、白いテーブルクロスと水の入ったワイングラスが置かれている。


    　浅野は自分の名前を呼ばれると愛あい想そよくカメラに向かって投げキッスしているが、食事と睡眠をメインに活動って、さてはニートになっちゃったな。


    「やあ、赤松君、久しぶりだね。彩あや香かは元気かい？」


    　浅野は席に着くなり、やたらと親しげに話しかけてくる。昔はそれなりに仲がよかったのかと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。


    「ええ。元気ですけど」


    「それで、彩香は最近は僕のことなにか言ってたかい？」


    「いえ、とくになにも」


    「なるほどー。それでどんな感じでなにも言ってなかった？」


    　そうか、ここで平気で食い下がってこられるのが浅野だった。


    「……存在を忘れているようでした」


    「うんうん。つまりこの僕が卒業してしまって、悲しみから自分の存在を見失ってしまったってことかな？」


    「そうは見えなかったです。ただ普通になんにも思ってませんでしたよ」


    「なるほど、なるほど。うーん。芽はあるな。もうひと押しってとこか」


    　どういう思考回路をしているんだ……。しかしこのポジティブさはうらやましくもある。


    　そんな浅野の謎なぞのポジティブさとは関係なく、番組は進んでいく。


    「さっそくですが、今回料理の腕を振るっていただくおふた方を紹介するっす。まずはこの方、なんと生徒会長自みずから腕を振るってくださるっす。白しら河かわ香か織おり会長。そしてもうひとりは校内一の理系美少女、遠えん藤どう梨り乃のさんっす」


    　梨乃はよしたかの誘導に従ってカメラの前に立つがうつむいたまま動かない。緊張で前を見ることすらできない状態だ。僕が原因でこんなことに……、本当に申し訳ない気持ちになる。


    　一方の香織はやはり人目に晒さらされることに慣れているようで、実に自然なふるまいで挨あい拶さつをすませる。


    「それではお願いします！　制限時間は三十分っす」


    　ヨシタカの指示に従って両者がキッチンへと向かう。


    　梨乃はさっそく調味料の計量に入った。電でん子し秤ばかりで鶏とりがらスープの粉末を〇・〇一グラムの単位まで精確に……。これは計量だけで時間をオーバーしてしまいそうだ。


    　一方の香織は優雅な足取りでキッチンに向かうと、用意されている調理道具をじっくりと眺めている。鍋、まな板、包丁、それらをただ見つめて手に取ろうとしない。制限時間があるのに大丈夫なのか？


    　香か織おりは座ったままパンパンと二度手を叩たたく。


    　その音をきっかけに白衣姿の男がふたり現れた。男たちの頭にそそり立つコック帽、もう誰がどう見てもシェフだ。


    「私の家のお抱えシェフです。アシスタントですわ。料理の腕とは、財力とカリスマ性も含むのです」


    　普通は含まないと思うけど……。


    　これはちょっと不正がすぎるんじゃないのか？


    「説明し忘れていましたが、今回の対決はアシスタントをつけてもいいルールとなっていたっす。本当っす、ずっと前からそう決まっていたっす」


    　よしたかはスタジオの不ふ穏おんな空気を察知してか、すぐにフォローを入れる。


    　香織は平然とした様子で、シェフに指示を与える。自分の都合に合わせてのルール変更など当然なのだろう。


    　テキパキと働くお抱えシェフたち。ハンドミキサーやムース状のソースを作るマシーンなどプロしか使わない道具が次々と投入される。


    　一方の梨り乃のはまだ計量を続けている。薬さじを使って鶏とりがらの粉末を数粒単位で調節しているが、その顔にはすでに焦あせりの色が見える。
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    　これはあまりにもかわいそうだ。いったん仕切り直しを進しん言げんしよう。僕が審査員席から立ち上がろうとしたそのときだった。


    「梨り乃の、安心して、私たちがついてるよ」


    　調理実習室に響き渡るいくみの声。その後ろにはふみ、絵え美み、アリーナ。いつのまにかみんなエプロン姿だ。


    「アシスタントはＯＫなんでーすよね。ならば私たち梨乃さん助けまーす。もう安心でーす。みんなでグヤーシュ作りましょー」


    「餃ギヨ子ーザですよ。アリーナさん」


    「私、それ作れませーん。グヤーシュ方面でお手伝いしまーす」


    「じゃあ、私はケチャップでかわいい絵を描かくの……」


    「絵美さん、お料理苦手ですか？　餃子にケチャップ使いませんよ。なにかのお肉となにかの野菜を、さっとなにかしたものです」


    　ふみ……情報があやふやだぞ。たしなめるサイドの人間がそれだと不安で仕方がない。大丈夫か？　むしろ助っ人が足を引っ張るんじゃないのか……。


    「よーし、声出していこう。声が出てれば大丈夫だよ！」


    　いくみのさらにアバウトな号令によってお悩み相談コーナー一同も料理に取りかかる。


    　通常ならば餃子のタネ作りからのはずだ。


    「隠し味にボルシュを入れたーいですね。味が複雑になりまーすよ。塩、コショウ、ボルシュでーす」


    「そんな架空の調味料の話はいまはいいのだ」


    「架空じゃないでーす。ボルシュ実在しまーす」


    「今日きようはそのボルシュというものはないので辣ラー油ユを入れておきましょう」


    「ふみ、勝手に入れるのではない」


    　梨乃はやっかいなアシスタントの行動を制御するのに必死で、すっかりカメラを忘れている。伸び伸びと自然な表情。エプロン姿のかわいさが引き立つ。


    「色が地味なの……、カラフルにしたいの」


    「辣油を混ぜこんで色を……」


    「なんか皮がうまいこと引っ付かないんだけど」


    「いくみさん、そういうときは辣油を」


    「誰かふみから辣油を取り上げるのだ」


    　楽しげにきゃっきゃとはしゃぐ女子たち。……緊張がほぐれて自然な感じは出ているが、餃子の皮からは黒々として不気味な具もはみ出てしまっている。本当に食べるのか？　身体からだに害はないのか？　いまからでも食べているように見えるトリックを思いつかないだろうか……。


    　しかし時間の流れは残酷だ。僕がトリックの手がかりを思いつく猶ゆう予よも与えてはくれない。


    「さあ調理時間終了っす。試食へと移るっす」


    　よしたかの進行ですみやかにそして容よう赦しやなくできあがりが運ばれてくる。


    　まず最初に運ばれてきたのは香か織おりの、というかシェフが作ったひと皿。


    「世の中を支配する側の人間の食事、オマールエビをどうこうしたものです」


    　香織の雑な説明のとおり、完成したものはボイルしたオマールエビにさまざまなデコレーションをほどこしたいかにも高級そうなものだった。


    「うまいっ、さすが会長、うまいっ」


    　浅あさ野のはすでに自分の分の大半を平らげている。


    　たしかにいままでに食べたことがないくらいの芳ほう醇じゆんかつ繊せん細さいな味だ。ただし香織は作りなさいと命じただけだが。


    　そして次に登場するのは梨り乃のの手作り餃ギヨ子ーザのはずだったのだが……。テーブルに運ばれてきたのは黒々とした塊かたまり状じようのなにか。これはなんだ？　石炭に似ているが、もしかして物理の時間に習った暗黒物質ってやつじゃないのか？


    「いやだ！　俺おれは絶対に食わない。ニートになったからってプライドまでは失っていないぞ」


    　さらりと自分がニートであることを認めつつ、断固拒否する浅野。かわいい女の子が作ったものならなんでも食べそうな浅野が拒否するとは。この暗黒物質から放たれる負のオーラはただものではない。


    「あらあら、試食の前に勝負が決まってしまうなんて、つまらないこと。どうです？　どちらが魅力的な女性なのか、この一点を取ってもはっきりとわかったのではないですか？」


    　香織は視聴者に向けて言っているようで、明らかに僕に向けてのメッセージだ。


    　梨乃よりも自分があらゆる面で優秀だと言いたいのだろう。


    　当の梨乃もさすがにこのできあがりは堪こたえたようで、すっかりしょげ返ってしまっている。


    「さあ、次回は歌唱力で私に対抗する人間でも募集しようかしら。どう梨乃さん。もし自信があれば何度でも挑戦してもらって、何度でも叩たたきのめされて、かまいませんよ」


    　まさにこのシーンを自みずから演ずることこそが今回の企画の目的だったのだろう。香織は晴れ晴れと、高らかに勝利宣言する。


    　……このままでは終われない。もちろん梨乃はこうなることは覚悟のうえでの参加。それはわかっている。でもこんなしょんぼりした梨乃を僕は見たくないのだ。


    「ちょっと、待ってください。まだ勝負はついてませんよ！　これからです」


    　僕はそう香織に言うと、大好きな食べ物を出されたかのような朗ほがらかな笑え顔がおで、梨乃作の暗黒物質を口に運ぶ。


    「……うん。美お味いしい。僕はこっちが好きですね。これで浅野先輩が会長に入れたと見なしても一対一ですね」


    　暗黒物質は味をどうこう表現するレベルのものではなかった。しいて言えばほっけに近い味だが、もはや味のレベルを飛び越えてシンプルに刺激だ。それも強烈な刺激。汗かん腺せんという汗腺から汗が噴き出す。やがて目につくものが妙にくっきりと、ビビッドに映るようになる。鼓こ動どうは高鳴り、叫びたくなる衝しよう動どう。


    　大丈夫か？　これキまっちゃってないか？　よくわからないがアッパー系の物質だ。いわゆる危険餃ギヨ子ーザだ。


    「えっ、噓うそ、マジで…………ぐぁああああっ！」


    　浅あさ野のが僕の様子に釣られてひと口かじり、悶もん絶ぜつしている。


    「おい、浅野、これで口直ししな」


    　いくみはすばやく駆かけ寄ると、悶絶する浅野の口にサルミアッキを投げ入れる。


    「あ、ありがとう……こ、これは、いままで食べたことのない味。まるで昆布を古くなったすき焼きのタレで煮詰めたうえに、仕上げで溶かしたゴムをさっとひと回ししたような、おええええっ！　ごふううう、……カカカ、キキキ、コココ……」


    　思わぬ追加攻撃に浅野は床ゆかを転げまわって苦しんでいる。


    　サルミアッキはともかく、餃子に関してはむしろ量が足りないのだ。一気にふたつ三つ食べればニルヴァーナの境地に達する。


    「そんな見るからに危険なものを食べて……。無理をして身体からだを壊しても責任もてませんよ」


    　香か織おりは馬ば鹿かにしたような口く調ちようでそう言うが、もはや僕にもなにを考えているかわからなくなっていた。ただ身体の中から熱い思いと強い気持ち、そして多少の吐き気がふつふつと湧わき上がってくる。


    「別に無理してないですよ。好きな人の料理が一番美お味いしい。そう思うのは自然なことです」


    「なっ、なにを言っているのだ！」


    　先ほどまでうつむいたまま身動きひとつしなかった梨り乃のが急に大きな声を上げる。


    　羞しゆう恥ちで真っ赤かに染まる顔。小刻みに震える身体。表情だけでなく身体全体で恥ずかしがっている。


    　不思議と僕には恥ずかしさはなかった。むしろ心地いい。餃子風の暗黒物質が僕の背中を押してくれたのは間違いないが。梨乃が留学してしまう前にどうしてもはっきりと気持ちを伝えたい。その気持ちに噓はない。


    「なんとここで新展開。審査委員の赤あか松まつさんが告白したっす。さあどうなる！」


    　この急展開によしたかのボルテージも最高潮。予期せぬトラブルをクライマックスへと変えるべく、絶ぜつ叫きように近いボリュームで煽あおりまくっている。


    　一方、香織は恥ずかしさではなく怒りで身を震わせていた。


    　その怒りは僕たちではなくスタッフへと向けられる。


    「……なんですか、この茶番は？　これは料理番組。こんな告白は必要ありません。すぐに中止して、台本どおりに戻しなさい」


    「会長、お言葉ですがこっちのほうが盛り上がってるっす。これで中止させたら、視聴者が納得できないっす。そうしたら会長のためにもよくないっす」


    　珍しくよしたかが香か織おりに反論する。会長には絶対服従だと思っていたのに。やはり司会者として場の盛り上がりを重視したいのだろうか。


    　よしたかは香織の命令を無視して僕へとマイクを向ける。告白の続きをやってほしいということだろう。


    　梨り乃のは怯おびえたような目で僕を見つめている。潤うるんだ瞳ひとみに照明が反射してキラキラと輝かがやいている。もうカメラも周囲の人の目も気にならない。


    　僕は一歩進み出ると梨乃の真正面に立つ。


    「梨乃……好きだ。また僕のためにこの暗黒物質を作ってほしい」


    　梨乃は自分の怯えと緊張を振り払うかのようにひとつ大きく深呼吸して僕の告白に応こたえる。


    「……断ことわるのだ」


    「ふられたっす！　ここへ来て、この展開でふられたっす！　普通はふられないっす」


    　よしたかの絶ぜつ叫きようが調理室に響き渡る。


    　本当にまさかの展開だ。じわじわいけそうな感じがしていたのに。


    「いい気味です。ついでに私もふって差し上げます。こんなレベルの小娘にふられる男は私にふさわしくありません。頂点にたどり着く前に敗北するとは見み損そこないました。あなたはもはや私の興味の対象外です」


    　一度告白しただけで二度ふられた！　まさかこんなことになるとは。餃ギヨ子ーザ風のなにかに背中を押されなきゃよかった。


    「そういうことですので、これからはこの哀れな男に優しくしてあげなさい。私もこれからは哀れみをかけてあげることにします」


    　香織は高らかに勝利宣言すると勝手に調理実習室から引き上げてしまう。


    　こうして『第一回美少女料理ショー！』は料理ショーにもかかわらず、なぜか僕への慰なぐさめと蛮ばん勇ゆうを称たたえる生暖かい拍手に包まれて終了したのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　意外なかたちで友人は女の子の気持ちを知ることになり、結果ショックを受けています。これは一般論なのですが、告白をするなら周囲の環境と雰ふん囲い気きには気をつけたほうがいいなと思っています。それからなにか変なものを食べた勢いで告白をしてはいけません。そのようなアドバイスを友人には送りたいと思います。くじけるな友人！　頑張れ友人！


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「まだ勝負はついてませんよ！　これからです」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　高校生なのですが、部屋がすぐに散らかってしまい困ってます。


    　僕は散らかってきたなと思ったらすぐに片付けます。しかし、五、六日経たつとまた部屋の床ゆかに教科書がバラバラに置いてあったり、部屋着が脱ぎ捨ててあったりして散らかっています。


    　なので、片付けに時間を使ってしまい勉強する時間がありません。


    　どうしたら部屋が片付いた状態でずっと続きますか？


    
      （89部のN.Y）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    論理的に考えて片付けるものが多すぎるのだ。


    家具などを必要最低限に。独房を参考にするべき。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    織お田だ信のぶ長なが公こうを参考に。


    いらないものは焼いてしまうのです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    肩を鍛きたえて解決！


    散らかしたものをまとめて、窓からぽいっ！


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    概がい念ねんを変えるの。


    散らかってる状態がその部屋のデザインだと考えるの。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    日本では部屋を散らかす子は


    なまはげがさらうと聞きまーした。


    さらわれてくださーい。


    


    

  


  
    【相　談　７「素直になれない」】


    
      二年　遠えん藤どう 梨り乃の

    


    　自分の性格が本当に嫌になるときがある。暗くて、理屈っぽくて、感情を表に出すのが苦手で。なにより人の好意を受け止めることができない。これでは留学してもなんの成果もないのではないだろうか。それに戻ってきたときにみんながまだ仲良くしてくれるだろうか。不安になってしまいます。

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    ふ　み：戦国武将に倣ならって戦いくさの前には儀式です。


    


    


    [image: ]


    いくみ：走りながら考えるんだ！
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    絵　美：自分で自分のことを好きになるの。


    


    


    [image: ]


    アリーナ：悲しいことより、楽しいことを考えましょー。お寿司のこと考えてくださーい。


    


    

  


  
    　七月に入り、冷房施設のない第二新聞部部室はいよいよ人が活動するには厳しい環境になりつつあった。


    　あの一件以来、副会長をはじめとする熱狂的会長支持者の溜りゆう飲いんが下がったのか一切嫌がらせを受けることはなくなった。僕が突然告白した事件に関しては暗黒物質告白事件と名づけられ、校内では珍事としてたびたび生徒たちの口の端はに上っているようだが。少なくともお悩み相談メンバーは気の毒に思ってか、みんな見て見ぬフリをしてくれている。


    　梨り乃のは梨乃でまるでそんなことはなかったかのように、いつもどおりの態度で接してくれている。


    　驚くべきことに、香か織おりは約束どおりに第二新聞部を正式な新聞部として認め、第一新聞部を吸収合併する話はそのまま計画を継続する旨むねが伝えられた。自分では記憶がぼんやりとして定かではないが、僕の姿がよほど哀れに思えたのかもしれない。


    　まあ僕のことはいい。そんなことよりも最後のお悩みだ。お悩み相談コーナー最後の相談は梨乃から。梨乃の留学が目前に迫っているため、そのあとで送別会も行おこなう予定だ。


    　すでに部室にはカラフルな風船などでささやかな飾りつけがなされており、壁の一番目立つ箇所には絵え美みが描かいてくれた梨乃の似顔絵が貼はられている。


    　どこか寂しさ漂ただよう相談コーナー。せめて梨乃の悩みを少しでも解消してから送り出したい。


    「梨乃は相変わらず細かいこと気にしてるね」


    　いくみはまったく気持ちが理解できないようで、あきれたような顔をしている。すでに気持ちが送別会に向かっているいくみは三角帽子を装着ずみだ。


    「いくみが気にしなさすぎなのだ」


    　梨り乃のはいくみにあきれられたのが癪しやくに障さわるのかちょっとむっとしている。


    「そんなことない、梨乃が気にしすぎ。いらない心配ばっかりして。留学先でどうなるかなんていま考えても仕方ないでしょ。なんかのスポーツの偉い人も言ってたよ。『走りながら考えろ』って」


    「考えずに走るタイプのいくみに言われても」


    「考えてばっかりで走れなくなっちゃうより、なにも考えずに走ったほうがいいの！　ウチのおじいちゃんも昔、整骨院やってたんだけど、そのとき言ってたよ。『ツボを押してから考えろ』って！」


    「医療事故まっしぐらではないか！　いくみは逆に人に迷惑をかけないよう少しは考えたらどうなのだ？」


    　いくみの家は代々雑で行動的な人たちばかりなのだろうか……。とにかく世代を超えて受け継がれたものはそれがたとえ雑さであってもある種の説得力を持つ。


    「いいんだよ。それで。ちょっとくらい人に迷惑かけてもいいの。困ったら頼る。助けてもらったらお礼を言う。迷惑かけたら謝る。それでいいの。それがチームプレーなんだよ」


    　三角帽子をかぶったまま熱弁を振るういくみ。


    　無責任なようで、ひとつの真理のような気もする。


    　梨乃もその言葉に少し心を動かされてはいるようだ。


    「……しかし、そう言われても考えてしまうものは考えてしまうのだ。どうすればなにも考えずにいられるのか……」


    「それをすでに考えてるから、駄目なんだよ。なんにも考えないってことは、考えないことについても考えないってことなんだよ」


    　いくみにしてはなんだか哲学的な答えだ。


    　しかしいくみにとっては身の丈を超えてしまっているのか、話している途中で突然表情が曇り始める。


    「あれ、でもそれだと、どんどん進んじゃうな、考えないことは考えてもＯＫなのか？　あれ……あれれ……」


    　いくみは頭を抱えてしまった。


    「大丈夫ですか？」


    　ふみもその姿に不安そうだ。


    「えーと、えーと。うん、一回、ポッキーを食べよう……むぐむぐ、むぐ……ふぅ。まあそういうことだよ」


    　なんかポッキーを食べている間になにもかも忘れているし……。


    　細かいことはお菓子を食べて忘れてしまえ、ってことを自みずから実じつ践せんして見せていると解釈することにしよう。


    　そんないくみの意見に対して反論を加えたのはアリーナだった。


    「いくみさーんの考えは素敵だと思いまーすが、梨り乃のさんの性格だと無理だと思いまーす。これはいくみさんにしかできませーん」


    「そーかな。なんか照れるな」


    「褒ほめてませーんよ。なぜ照れるのでーすか」


    「じゃあどうするのさ」


    「梨乃さーんはもっと楽しいこと考えるべーきなのです。留学大変、わかりまーす。でも楽しいこともありまーす。それについてイメージするべきでーす。イメージしてムフムフしてくださーい」


    　アリーナは梨乃に向かって何度もうなずきながら言う。


    　たしかにアリーナも留学生、その楽しさも苦しさもよくわかるはずだ。


    「私も友達との別れつらかったーです。エミル……、アンナ……、ゴルディンヴァイセルさん」


    「ゴルディン……？」


    　梨乃はむしろ友達の名前が気になってしまってる。


    「ゴルディンヴァイセルさんでーす。いい人でーす。今年で八十歳ですが長生きしてほしーでーす。とにかく寂しいこともありまーすが、楽しいこともあるはずでーす。私も日本に来るとき、いっぱいいっぱい楽しみにしてたことありまーした。美お味いしい日本料理、お寿司などでーす、アナゴ、シャコ、煮ハマグーリ」


    「タレで食べるお寿司ばっかりではないか……」


    　梨乃はアリーナの意外性のあるお寿司チョイスに怪け訝げんな顔を浮かべている。


    「そうでーす。ほかにも炙あぶりトロサーモン、トロ炙り、炙りエンガワの炙り、そしてなによりみなさんに会えまーした」


    　うれしいことを言ってくれるが、寿司ネタに混ぜられている違和感で素直に喜べない。あとアリーナもしかして生魚嫌いなんじゃないのか？　エンガワにいたっては二回炙ってるし。なぜ楽しみに？


    　アリーナの寿司の好みはさておき、とにかく梨乃も不安なことや、寂しいこと、できないことよりも楽しいことに目を向けろとの意見だ。


    　しかし梨乃はアリーナのアドバイスにはにかんでみせるものの、すぐにまた真顔に戻ってしまう。


    「楽しいというより、将来のためを考えて必要だから決めたのだ。両親にも強く勧められたし……これは義務なのだ。むしろ楽しんではいけないと思っている。義務だから結果を残さないといけない。それがプレッシャーになって、不安になるのだ……」


    　梨り乃のの声が徐々にか細くなり、最後は消え入りそうになる。


    　このネガティブで真ま面じ目めな性格だからこそ、優秀な成績を取ることができるのだろうけど、同時に新しい環境に踏み出すときには足かせになってしまうのだ。


    　そんな梨乃に今度は絵え美みがアドバイスを送る。


    「梨乃ちゃんは自分のことをもっと好きになるべきなの……」


    「そ、それが私の相談となんの関係が？」


    　絵美は梨乃の問いに答える代わりに、じっと目を見つめる。


    　鼻と鼻が触れ合うほど顔を寄せて。思わず赤面して顔を背そむけようとする梨乃。それでも絵美は梨乃を見つめ続ける。


    「梨乃ちゃんは……自分に自信がないの。だから不安になっちゃったり、恋愛が苦手だったりするの……全部、自分を好きになることからスタートなの」


    　梨乃の顔がさらに赤くなり、目が少し潤うるんでいる。


    　どうやら絵美の言葉は図星だったらしい。


    「私はどれだけ勉強しても、いい成績を取っても、いつも不安で、自信も持てなくて……でも、でも、どうすれば」


    　梨乃はうつむいたまま、か細い声で呟つぶやく。


    「自分が好きになる一番いい方法を知ってるの。それは脱……」


    「それ以外で」


    　か細い声のまま、即否定！


    「私はね、強そうなヤツの腕をひしぐと……」


    「それ以外で」


    　ここぞとばかりに会話に入ったいくみまでも即否定された！　すっかり素直になったかと思いきやなかなか頑固だ。


    　こうなると残されたふみに期待するしかない。


    　絵美といくみ、ふたりが即否定された現状においてもふみはなにやら自信ありげなすまし顔。なんだか期待できそうだ。


    「ならば私の回答こそが助けになるはずです。みんな誰だって不安だし自信が持てないものです。そんなときは別の力に頼ることも必要だと思います」


    　梨乃からの「それ以外」はない。うつむいていたために長い髪に覆おおわれて見えなかった顔をちらりとふみに向ける。


    　どうやら話を聞いてみたいようだ。


    「かつて戦国武将は合かつ戦せんの前にさまざまなゲン担かつぎをしたのです。食事、衣い装しよう、所しよ作さ、戦場に携帯するものすべてにゲンを担ぎました。自分の命がかかっているのですから、いかに勇ゆう猛もう果か敢かんな戦国武将とはいえ、不安は感じたのです」


    「私はゲン担かつぎなど非科学的なことは……」


    「違います。きっと戦国武将もゲンを担いだだけで戦いくさに勝てるとは思っていなかったと思うのです。一種の儀式だったのだと思うのです。自分を奮い立たせ、強い気持ちにさせるための。ですから梨り乃のさんも自分を強くするために儀式をつくればいいと思うのです」


    「スポーツ選手もやるねえ。イチロー選手のバッティングの前の動きもそうなんだよ」


    　ふみといくみの文系、体育会系両側面からのアドバイス。


    　これには頑固な梨乃も耳を傾けざるをえない。


    「ふむ……儀式、私もそれで強くなれるだろうか」


    「よし、じゃあ、さっそく決めちゃおう」


    　いくみはそういうと自みずから手にしていたうまい棒の袋をむくと、すっと梨乃に差し出す。


    「これは……？」


    「だから儀式だよ。うまい棒を食べれば強くなれるってことにしよう。めんたい味だからねっ！」


    「いくみさん。儀式としては単純すぎではないでしょうか？」


    「じゃあこれはどう？　私がいつもやってるやつ教えてあげる」


    　いくみはそのうまい棒めんたい味を笛のように口にぱっくりとくわえると、そのままの状態をキープする。


    「ほほしてふと、はんだかはのしいひふんにはるし。ほえー、ほええー」


    　どうやら「こうしてるとなんだか楽しい気分になる」と言っているらしい。最後の部分は単なる愉快さを表す叫びだろう。


    「なんと馬ば鹿か馬鹿しい……」


    　梨乃はいくみのその姿に苦笑しているが、いくみは大おお真ま面じ目めだ。


    「ほらひのもはってみなお」


    　いくみはさらにうまい棒を取り出し梨乃に差し出す。おそらく「梨乃もやってみなよ」と言っているのだろう。梨乃にも強引にうまい棒をくわえさせる。


    　梨乃は差し出されたうまい棒を素直にくわえる。ちょっと間抜けな姿だが、こんな梨乃もかわいい。


    「ふふ……ふくなくともこれではふらいひもちをひひするのはふふはひい」


    　梨乃の言葉もほとんど聞き取れないが、どうやら「少なくともこれでは暗い気持ちを維持するのは難しい」と言ったらしい、もしくは「フライは日持ちしないね」と言った可能性もあるが、たぶん前者だ。


    　あまりの馬鹿馬鹿しい行為だったことが逆に功を奏したのか、梨乃といくみはうまい棒をくわえたままクスクスと笑い合っている。


    「ほほほーいへーす。ほうふはんへーす！」


    　いつのまにかアリーナまでうまい棒をくわえている。一番口が小さいためか、残念ながら本格的になんと言ったのかわからない。とにかく両手を万ばん歳ざいさせて、とにかく楽しそうだ。


    　それに倣ならって絵え美みもうまい棒をくわえる。ふみもそれに続こうとするが……。


    「……ふひひゃんははめなのへっちなはんひになっちゃうの」


    　絵美はうまい棒をくわえながら、じっとふみの口元と胸元を交互に見比べている。「ふみちゃんは駄目なの。エッチな感じになっちゃうの」と言ったのだろう。不思議と下ネタ関係の言葉ははっきりと聞き取る自信がある。


    「なっ、なにを言っているのです。私には意味がわかりません。絵美さんこそっ、エッチな感じになっちゃうのではないですか。意味はわかりませんけど」


    「ほほむほこはの～」


    　絵美はふみをからかうようにうまい棒をくわえたまま首を振っておどけてみせる。たぶん「望むとこなの」と言ったのだろう。


    　結果、ふみだけが流れから取り残されてしまった。ひとりうまい棒を握りしめ顔を赤らめている。


    　非常に馬ば鹿か馬鹿しいやり方ではあるが、人間はうまい棒をくわえたまま悩むのは不可能なようだ。梨り乃のはクスクスと笑い続けている。


    　いくみはこの方法が効果を発揮したことに誇らしげだ。


    「ほはへ、ふはいなひもちひはったへひょ？」


    　いくみは梨乃に向かって自慢げに胸を張る。


    「ふん、はめひかへもはってひる。あひがほう、ひくひ」


    　梨乃は言葉が伝わりにくい分、大げさに頭を下げる。「うん、アメリカでもやってみる、ありがとう、いくみ」と言ったのだろう。


    　いくみもその言葉に何度もうなずき、梨乃の手を包み込むように両手で握り、ぶんぶん振り回す。


    「はめひかへもへんきでへ。はみひーよ、はみひーよ」


    　いくみの顔がみるみるうちに笑え顔がおからいまにも泣き出しそうな顔へと変化する。別れの寂しさが一気に湧わき上がってきてしまったようだ。


    「はたひほ、はみひいのだ」


    　しっかりと抱ほう擁ようするふたり。そのふたりを包み込むように絵美が抱擁の輪に加わる。


    「ひほひゃん。へんきでへなの……ひははではのしはったの」


    　梨乃は絵美とも何度も握手をし、これまでの感謝を示す。梨乃のまぶたから涙が筋を引いてこぼれ落ちる。


    　アリーナはすでに大泣きしている。


    「はへひはほほふひほほいひーほほうほへーす！」


    　泣いているのと口が小さいので本当にわからない。


    　ふみは別れを惜おしむ四人の様子をじっと見つめている。手にはいまだにうまい棒が。まだくわえることを躊ちゆう躇ちよしているのか……。


    「ふみ、別にうまい棒をくわえてないと輪に入れないシステムじゃないと思うよ」


    「そ、そうですよね。梨り乃のさーん。私も寂しいです。アメリカに行っても連絡くださいね。私もお手紙書きます」


    　ふみも遅ればせながら、惜せき別べつの輪に加わる。


    　みんなが交互に梨乃の手を取り、何度も何度も抱ほう擁ようし合う。梨乃のアメリカでの活躍を祈り、自分たちも日本で頑張ることを誓う。


    「ほんあにいいはかまがいふほほがひひはんの……ひひはんの」


    　梨乃の顔はすでに涙でくしゃくしゃになっている。


    　そんな女の子たちの麗うるわしい話に混ざるべく、僕もうまい棒をひとつ手に取る。


    　そのときだった。


    　勢いよく開かれる部室の扉とびら。その先には彩あや香かの姿がある。両手には大量のお菓子の入ったビニール袋。


    「あれ？　なんで送別会もうはじめちゃってるの？　ちょっとぐらい待ってくれてもいいじゃない！」


    　彩香は自分が来る前に勝手に送別会をスタートさせたと思ったようで、不満げに僕を睨にらみつける。


    「いや、まだはじまってないから」


    「えーっ？　なんかものすごく盛り上がってるじゃん。むしろ宴もたけなわって感じだけど、そうじゃないとしたら新しい宗教？」


    　涙ながらにうまい棒をくわえて抱き合うお悩み相談メンバー。たしかに自分が部室に入っていきなりこの光景を見たとしたら、せめてパーティー中であってほしい。


    「は、はやかひゃん！　はやかひゃんもひゃりなよ」


    　いくみが彩香の姿に気づいて、当然のごとくうまい棒を差し出す。


    「ごめん。いいや」


    　当然ながら彩香はきっぱりと断ことわったのだった。


    



    　改めて開かれた梨乃の送別会。


    　彩香が差し入れてくれた大量のお菓子とジュースがちゃぶ台の上に所狭しと並べられる。


    　すでにみんなさんざん別れを惜しんだあととあって、送別会は朗ほがらかな空気で進行した。いつもと変わらぬ雑談とじゃれ合う姿。まさに箸はしが転げてもおもしろいお年ごろ、大したことない話でころころと笑い転げている。


    　そんないつまでも続きそうな他た愛わいのない話の間を縫ぬって梨り乃のが彩あや香かに話しかける。


    「彩香さん。その……私がいなくなっても、コーナーを続けてもいいと思うのだが……」


    「うーん。そう簡単に代わりが見つかるわけじゃないし。それに新聞部が合併したら、別の新聞になるわけだし。これで終わりでいいじゃない」


    　彩香はそう言うと、未練を断ち切るかのように梨乃の背中をぽんと叩たたく。


    　それでも梨乃はまだ申し訳なさそうにもじもじしている。


    　そんな梨乃を見かねてか、いくみが脇わき腹ばらを小突く。


    「そう。理系は梨乃って決まってるの。私たちは赤あか松まつみたいに浮気はしないタイプだからね」


    　いくみはそう言うとちらりと僕を一いち瞥べつする。


    　……おそらく香か織おりのことを言っているのだろうが、浮気になってないどころか、むしろふられたし！


    「いくみさーん駄目でーすよ。みんなであの一件はなかったことにしてるーのですから。歴史の闇やみに葬ほうむりさられたーのです」


    　アリーナが慌あわてていくみの口をふさごうとするが、もう遅い。全部言っちゃってる。


    「えー、もういいじゃん」


    「梨乃さーんが留学するまではギスギースするから、その話はしないでおきましょー。からかーうのはそのあとでって決めたはずでーす」


    「えー、もう待ちきれないよ。別にいいじゃん。ねえ梨乃」


    「し、知らない。私はなにもコメントしない」


    「梨乃のケチ！」


    「ケチではないっ！」


    　またいつものように口くち喧げん嘩かをはじめる梨乃といくみ。いまではその光景が不思議と愛いとおしく感じられる。


    　彩香はそんなふたりをクスクスと笑いながらぽつりと呟つぶやく。


    「でも香織も優しいところあるよね」


    「えっーどこがさ？」


    　よほど意外だったのか、いくみは取っ組み合おうと身構えていた姿勢を解き、大声を上げる。


    「私が思うに、ああやって香織が勇ゆう樹きをふったのは一種の優しさだと思うの。本当はいまでもちょっとは勇樹のことが好きだけど、あのままだと勇樹はずっと会長の取り巻きたちにつけねらわれるし。だからといって香織と付き合うことにもなりそうにもないし。だからああやって人目に触れるところで自分からふったんだと思うの」


    「そんなにいい人かな？」


    　いくみは香織の説に納得がいっていないようだ。


    「うーん。買いかぶりかな？　でもそう考えたほうが合が点てんがいくんだよね。怒ってたわりには第二新聞部メインでの合併話を取り消さないし。あいつに盾たて突つく人がめったにいないからさ、勇ゆう樹きみたいなのがたまに出てくるとすごい人だと思っちゃうんだよ。まあそれは完全な勘違いだけど」


    「なんだよ、勘違いって」


    　相変わらず彩あや香かはひと言多い。


    「まあ、勇樹のことはいいんだよ。梨り乃のちゃんの送別会だから。さあさあ、たんとお食べ」


    　彩香はビニール袋にさらにお菓子を追加する。


    「こんなにいっぱいっ！　夢のようだよ。犬だったら穴を掘って隠しとくんだけどなあ」


    　いくみがまっさきに手を伸ばす。本当にいくみだったら穴を掘って隠しそうで怖い。


    　再開される他た愛わいのない会話。ひとつ思い出すたびに連れん鎖さして思い出されるさまざまなエピソード、まるで尽きる様子がない。


    　しかし、楽しい時間は瞬またたく間に過ぎていく。すでに外は暗く、下校の時間が迫っている。


    　彩香は時計をちらりと見ると、立ち上がる。締めの挨あい拶さつをするようだ。


    「じゃあ、これでこのコーナーは終わりだけど、みんなとお別れじゃないから。いつでも遊びに来てね。それから梨乃ちゃん、アメリカでも頑張ってね。梨乃ちゃんなら絶対大丈夫」


    「彩香さん。ありがとう」


    　梨乃は彩香の胸に飛び込み、熱い抱ほう擁ようを交わす。


    「三か月後、帰って来たら歓迎会やるからね」


    　……三か月後!?　留学期間三か月なの？


    　僕と同じ疑問を全員が抱いだいたようで、みんな怪け訝げんな表情で梨乃を見つめている。


    　彩香の胸から離れ、梨乃はみんなの視線に気づく。


    「ど、どうしたのだ？」


    「梨乃、留学って三か月なの？」


    「そ、そうだが」


    　梨乃はいくみのその言葉の意味がわかりかねるようで不思議そうな顔をしている。


    「もっと長い留学だと思ってたよっ！」


    「三か月も十分長いのだっ、一大決心だったのだぞ。それに最初に話したときも大した話ではないと断ことわったではないか」


    　たしかアフレコ体験させてもらったあとのことだ。言われてみれば梨乃には独特の照れがあった気がするが、当然いくみはそんなことでは納得しない。


    「そんな言い方じゃわかんないし、なんか思ったよりも全然短いよっ。もっと十年とか行くと思ってたよっ！」


    「なぜ高校に十年もいなければいけないのだっ！　三か月でも高校生の留学ならば十分な長さなのだ！」


    「いいから、もっと行ってきなよ！」


    「あんなに別れを惜おしんだではないか！」


    「だからだよ。あれは十年用のヤツだよ」


    　激しく言い合うふたり。しかしこれは先ほどの微笑ほほえましいタイプじゃない。止めなきゃいけないタイプだ。


    「まあまあいくみさん落ち着いてください。せっかくの送別会なのに」


    　すかさずふみがふたりの間に割って入る。


    「だってえ、ふみだって短いって思ったでしょ」


    「それは……まあ、でも思っても言わないのがマナーですよ」


    「思ったのだな……」


    　梨り乃のが恨めしそうにふみを見つめている。


    「梨乃さん、ち、違いますよ。悪気はありません。その口が滑ったと言いますか……オブラートに包み損ねました」


    「そーですよ。オブラートでーす。梨乃さんも包みましょー」


    　アリーナも健けな気げにフォローしているが、しかし梨乃にはその健気さは届いていない。


    　すっかり拗すねてしまっている。


    「梨乃ちゃん、また落ち込んじゃったの。……せっかく元気になったのに。またやり直しなの」


    　絵え美みは梨乃に向かってそっとうまい棒を差し出す。


    「そんなに何度もやらないのだっ！」


    　梨乃は頰ほおを赤らめ、うまい棒から顔を背そむける。さすがについさっきやったばっかりなのに、もう一回は恥ずかしいみたいだ。


    「ひのほうひっかひひゃりなよ」


    「なぜいくみは自主的にやっているのだ！」


    　いつのまにかいくみはうまい棒を装着ずみ。大きな身振りで何事かを梨乃に伝えている。


    　それに倣ならって、ふみ、アリーナ、絵美もうまい棒をくわえる。


    　その姿を見て、梨乃もこらえきれず噴き出してしまう。


    　こうして部室は再び笑いに包まれたのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　不安を吹き飛ばすためにいろいろな方法があると思うのですが、梨り乃のに役立つのは気持ちを高めるための儀式を行おこなうことのようです。まさかあのような儀式が一番梨乃の気持ちを明るくさせるとは思ってもみませんでしたが……。


    　梨乃としばらくお別れするのは寂しいですが、最後に笑え顔がおが見られてよかったです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「はへひはほほふひほほいひーほほうほへーす！」

  


  
    　送別会の二日後の日曜日。


    　梨乃からメールで呼び出され、以前、一緒にケーキを食べた喫茶店を訪れていた。


    　相談コーナーがはじまってすぐのころ。梨乃はここで夢中になって自分の好きな物理や生物の話をしていた。あのころに比べると随分と梨乃の雰ふん囲い気きも柔らかくなって、なんとなくだけど女の子っぽくなった。


    「まったく、まさか最後にあのような言われ方をするとは思わなかったのだ」


    　今日きようの梨乃はあの日と同じお気に入りのモンブランを口に運びながら、ぶつぶつと文句を言っていた。


    　梨乃はいくみに留学の期間の短さをなじられたことをまだ引きずっているようだ。


    「三か月の留学について、赤あか松まつはどう思う？」


    　梨乃は熱心に行おこなっていたモンブランをフォークで切り取り口へと運ぶ作業を止めて、僕を上目遣いで見つめる。甘えるような目つき。


    「正直なところ惜おしかったと思うよ。半年だったらみんなあのままのテンションで送り出せたと思うし、二週間なら逆に梨乃はもっとさらっと言ったと思うんだ。ちょうどエアポケットのような期間だよね」


    　僕は素直にどう思ったかを伝えるが、伝え終わっても梨乃はじーっと僕の顔を見つめ続けている。なんだか不満げに口を尖とがらせて。


    「なにを冷静に判定しているのだ。……もっと肩を持ってくれてもいいではないか」


    「……あっ、えっと、そうだね。期間は関係ないよね。……気持ちの問題だよね」


    　僕は慌あわててフォローするが、梨り乃のの目は冷たいままだ。


    「なんだか言われてフォローしているのが明確なのだが」


    「そんなことないよ。正直に思ったことを口にしたまでだよ。ワンテンポ遅れただけで」


    「むしろ噓うそっぽくなっている。……これから話そうと思ってることが話しづらくなったのだ」


    「そんなことない。むしろ話しやすいよ。すごく真剣に聞くしね。そうだ、ケーキもう一個頼んだら？」


    　同じモンブランをもうひとつ頼むと梨乃の機嫌はＶ字回復をした。なぜに同じものを……、まあ本人がすごくうれしそうなので文句はないが。


    「それで本題は？」


    「そうなのだ……、あの、例の……料理のときの話なのだ」


    　梨乃の声が急に小さくなる。ふたりきりで話すってことは当然そのことだろうとは思っていたが……。


    　梨乃はいったんフォークを皿に置くと、小さく深呼吸する。梨乃にとっては非常に勇気が必要なのだろう。


    「あの……あのときはあのように返事をしたのだが、あれはあのときの状況からああ言ったまでのことで、あのようではない気持ちもあるのだ」


    　梨乃はじっとモンブランを見つめながら、懸けん命めいになにかを語っているが、あまりにも言葉を濁にごしすぎでよくわからない！


    「梨乃、ごめん、よくわからないんだけど」


    「つまりは条件が変われば必然的に解も変わるということなのだ。あのときは係数が負だったから……」


    　説明の仕方を変えて逆にわかりづらくなった！


    「もう少しヒントをくれないかな？」


    「だから、あのようなみんなが見ている場で告白されてもちゃんと返事などできないと言っているのだ。もう少しデリカシーのある場所を選ぶべきだったのだ」


    　梨乃は顔を真っ赤かにしながら恨めしそうに僕を睨にらみつけている。


    「じゃあ梨乃が三か月後戻ってきたときにもう一度、聞いてみてもいいかな」


    「そのときは、その……別の答えが……出る可能性が高いと思う」


    　もはや恥ずかしさの限界なのだろう。梨乃はまた顔を伏せるとモンブランを口に輸送する作業に戻ってしまった。


    



    　結局あのときのあのようなことについての会話はそれきりだった。


    　喫茶店を出て僕たちは公園に向かって歩いていた。並んで歩く梨り乃のの距離がいつもより少し近い。肩を寄せ合って歩くとの表現が適切な距離──。


    　必然的に自然と手と手がぶつかる。


    　慌あわてて少し手を引くが、それでもまたぶつかる小指と小指。


    　──これはもしかして意図的にぶつけているのか？　だとしたら……。


    　僕は高鳴る鼓こ動どうを感じながら、梨乃の細い小指をつかまえて、そっと手を握る。


    　梨乃は嫌がることなく受け入れてくれた。


    　ぎこちなくつながる手と手。梨乃の手は温かく火ほ照てっている。僕も恥ずかしくて梨乃の顔を見ることができないが、きっと頰ほおを真っ赤かにしていることだろう。


    　歩くこと数分。


    　すっかり日の落ちた公園は人通りもなく、ひっそりと静まり返っていた。


    　街頭の下のベンチに並んで座る。


    　お互いに離すきっかけがつかめないまま、まだ手をつないだままだ。


    　なにを話していいのかわからず、ただ無言で夜空を見上げる。


    　普段であればなんとか会話の糸口を見つけようと必死になるところだけど、不思議と今日きようはそんな気分にならない。


    　幸せな沈黙。


    　梨乃の手の温ぬくもりを感じながらこれまでのことをぼんやりと思い出す。


    　離れ離れになるのは寂しいが、三か月後の梨乃の返事が楽しみでもある。


    　それまでに僕も成長していないと……。


    「三か月後、また」


    　僕が手を離そうとしたときだった。


    　梨乃は僕の手を強く握ったまま僕を引っ張る。そのまま正面へと回ると顔を寄せる。


    「これは行ってきますの挨あい拶さつなのだ。アメリカでは常識的な行為なのだ。……たぶん」


    　梨乃はちっとも慣れていない様子でそう強がる。


    　お互いの唇くちびると唇が接近する。


    　そのときだった、背後の茂みからがさごそと物音がする。


    「ちょっと、絵え美みちゃん、押さないでよ」


    　明らかにいくみの声だ。


    　観念したように、茂みの奥から現れるいくみ、ふみ、絵美、アリーナ、彩あや香かまで……。


    　僕たちを尾行していたのか……。そういえば、最初にあの喫茶店で梨乃とお茶したときもつけられていた。


    「ごめん。邪魔するつもりはなかったんだけど」


    　彩香はきっちりとカメラまで手にしている。邪魔どころか、激写するつもりじゃないか。


    「これは違うのでーす。私たーちはふみさーんとくのいちの練習をしていたのでーす」


    　アリーナの言い訳は無理があるとかないとか、そんなレベルを超えてしまっている。


    「私たちは帰りますから、続きを……」


    　ふみは申し訳なさそうに一礼してその場から駆かけ去ってしまった。


    　それに続くみんなも蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去ってしまった。


    　再びふたりきりにはなったものの、続きをと言われても……。


    　梨り乃のは恥ずかしさとショックで小刻みに震えている。


    「大丈夫？」


    　梨乃は僕の問いに無言でこくこくとうなずくが、とても続きなどできそうにもない。


    「残念だけど、続きは梨乃が戻ってきたときに。今度は絶対に見つからない場所で」


    「う、うむ……、どこか外界と完全に隔かく離りされた施設を探そう」


    「それにしても、なかなかうまくいかないもんだね」


    「人生とはそういうものなのだ。たぶん」


    　そう言うと、梨乃はようやく笑え顔がおを見せてくれた。
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    　あとがき


    



    　川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。泣いています。さめざめと泣いております。というわけで『人生』の本編はこれにて終了です！　ここまでお付き合いいただいた読者のみなさま、ありがとうございました！　本当に、本当に、ありがとうございます。本シリーズがここまで長く続けられたのはひとえにみなさまのお力添ぞえあってのことです。


    　おかげさまで『人生』は幸せな作品になったと思います。アニメ化もしていただき、コミカライズもしていただき、キャラソンもあるし、『人生』Ｔシャツもあるし、『人生』サイリウムすらある。本当にどれも宝物です。僕の葬そう式しきでは棺かん桶おけに『人生』添そい寝シーツを敷き、そこに『人生』Ｔシャツを着た僕の亡なき骸がらをねじ込んで、『人生』サイリウムを添えてください。出しゆつ棺かんの折には『凸でこ凹ぼこ解決せんせーしょん』で送っていただきたいです。火葬場でのアンコールに応えて『人生☆キミ色』が流れ、骨となった僕が現れます。それを『人生』菜さい箸ばしで拾っていただきたい。……菜箸はないか。そんなグッズなかった。


    　なんだか妙な話になってしまいましたが、僕にとってはそれこそ一生モノの作品になったってことなのです。


    　『人生』スタートから三年と少々、いろいろなことがありました。卒業式風に振り返ってみたいと思います。


    



    　──邪じや神しん大おお沼ぬま終了から三か月でスタートした第１章。


    　なにげにかなり前から準備をしていました（していました）。


    　──短編連作のつもりが、いろいろあって方針を転換した第２章。


    　準備していたいろいろが崩れ去りました（崩れ去りました）。


    　──いくみの方が人気がある気がしてきた、第３章。


    　ずっと入れたかったツボのネタをようやく入れることができました（できました）。


    　──絵え美みが初登場する第４章。


    　催さい眠みん術のエピソードを入れるために、取材で催眠術にかかりにいきました（かかりませんでした）。


    　──アニメ化の噂うわさか立った第５章。


    　やたらと信心深くなり、ゲンをかつぐようになりました（なりました）。


    　──こっそりとアニメの作業もはじまっていた第６章。


    　アニメ化すると言いふらしたくて、言いふらしたくて、仕方がありませんでした（ちょっとだけ言いました）。


    　──アニメの作業も本格化して、忙いそがしかった第７章。


    　新しい担当編集さんとラーメンの食べ歩きをして交流を深めました（深めました）。


    　──アフレコもはじまってさらに忙いそがしかった第８章。


    　アニメの放送もはじまりプレッシャーで正気を失いました（失いました）。


    　──アニメが終わった第９章。


    　急にお金が入り、貧びん乏ぼう生活脱出しました（脱出しました）。


    　──そして、最終巻の第１０章。


    　いま僕たち私たちは『人生』を卒業します（死ぬわけではありません）。


    



    　走そう馬ま灯とうのように浮かんでは消える思い出の数々。他にもたくさん思い出はあるのですが、不思議なことにほとんどが書くと怒られる内容です。●●●●ツイッター●●●●●●●●●で●●●●●●の●●●●●●●●●●●●●●●●●●があり、それに●●●●●●●●●●●●を見てみたら、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●があったことなど、しみじみと思い出されます（担当編集様、無理でしたら伏ふせ字じをお願いします）。いい経験をさせていただきました。


    　では謝しや辞じに。最後の謝辞ですから今回は長いよ！


    　まずはイラストを担当していただいたななせめるち様。ななせさんに描いていただかなければ、梨り乃のはいまの梨乃じゃなかったでしょうし、いくみもいまのいくみじゃなかったことでしょう。掛かけ値ねなしにイラストに引っ張っていただいた作品だと思います。キャラクターたちはお礼を言えないのですが、きっと「生み出してくれてありがとう」と言っているはずです。いくみは横になってうまい棒を食べながらでしょうが。ななせさんと組ませていただいて本当によかったと心から感謝しております。以前、あとがきで〝肉を奢おごる〟と書いて、奢っていないけれど。感謝の心はプライスレスだと思います！


    　そして担当編集岩いわ浅あさ様。アニメの作業がスタートしたタイミングに担当を引き継いでいただき、いろいろとご面倒をおかけしたことかと思います。まさに噂うわさにたがわぬ敏腕っぷりで作品を支えていただきました。本当にお世話になりました。と言いつつも、これからも執しつ拗ようにお世話になる気満々です、お世話してください！


    　このあとがきが目に届くかわかりませんが、前回担当編集だった具ぐ志し堅けん様にも謝辞を。いまは別のアレでアレをされていると聞きますが、お元気でしょうか？　シリーズスタートから第６章までアレしていただき、ありがとうございました。今後の益ます々ますのご発展およびアレを祈念しております。


    　野の村むら編集長様にも謝辞を。あとがきでは書けない方面でいろいろと力強く支えていただきました！　本当に書けないので困ってしまいます。そもそもの話になってしまうのですが、この企画を通していただきありがとうございました。いまになってみると、なかなかヘンテコな企画です。この度量の広さがガガガ文庫をガガガ文庫たらしめているのだな、そう思う次第です。今後とも作家陣の末席に加えていただければ幸いです。


    　コミカライズを担当していただいた松まつ山やませいじ先生。『人生』のキャラクターたちの新しい一面を作り出していただき、ありがとうございました。自分の作品が漫画になるなんて本当に光栄で、心から楽しませていただきました。


    　アニメのスタッフのみなさま、キャストのみなさま……、他にもたくさんの人にお礼を言わなければいけません。ありがとうございます。こんなにお礼を言わなければいけない人がいることそのものが幸せです。


    　さあ、謝しや辞じも終了し、あとがきのスペースも残り少なくなって来ました。お別れですねえ。寂さびしいなあ。あと数行でおしまいになってしまうのですね……。やっぱりまだまだ読者にお礼が言い足りない気分です。


    　どんな作家さんもここで読者の方に感謝の言葉を書くわけですが、実際に読んでいただけるのはとても嬉しいことです。これに勝まさる喜びはないです。こうやって最終巻を手にとっていただけている方は僕にとって特別な存在です。何回でも「ありがとう」を言いたいです。


    　さて本当にお別れです。次のシリーズはまだどうなるかわかりませんが、できれば、いまよりおもしろくなって、新しい本をみなさんにお届けしたいと思っています。


    　ラスト二行になってしまいました。なにかまとめを。


    　……いまさらだけど『人生』って変なタイトルですね。

  


  [image: ]


  
    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    Syanolしやのる


    夜や朱す


    鎌かま橋はし陽はる香か


    よっけ


    89部のN.Y

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、バチカンに封印された予言の内容を詳細に記したものであったため、ボツになってしまいました。


    やむをえず、インドネシアのことわざを掲載します。


    「ご飯はおかゆになってしまった」


    この言葉を肝に銘じ、今後はハルマゲドンを暗示しない著者プロフィール作りを心がけます。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ
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